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使用説明書 




ま全上のごミち意 


ごほ用の前に r 受を上のごま意 J をよ<お読みの上、正し<お巧い<ださい。 
この「安を上のごミ主意 J は製品を安をに正し<使用していただま、あなたや 
化の人々への盾害や財産への損害を未然に防止ずるために、重要な巧客を記 
載しています。内容を埋解してか S 本文をお読みいただを、お読みになった 
をは、お巧いになる方びいつでち見 S れるところにがず保管して<ださい。 

表示と意味はなのよ5になっていまず。 


A ち巧 


この表示をお巧して、誤った取0巧いをずると、人び死亡 
または重傷を負5可能性が高いと想定される内容を巧して 
いまず。 


A 警告 


この表示をおおして、誤った取0巧いをずると、人び死亡 
または重傷を負5可能性び想定される内容を巧していまず。 


A を意 


この表示をお視して、誤った取り巧いをずると、人び傷害 
を負5可能性び想定される内容およびお的損害の発生び想 
定される内容を巧していまず。 


お巧0いただ<内容の種類を、次のお表示で区分し、説明しています。 


お表示の例 


A A 記号は、ミ主意（警告を含む）を促す内容を告げるものでず。図の中や 
近くに具体的なミち意内容（左図の場合は感電ま意）び描かれていまず。 



〇記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中 
や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれていまず。 


^ ♦記号は、行為を強制すること（がずすること）を告げるちのでず。図 
の中や近< に具体的な強制内容（左図の場合は電池を取る）び描かれてい 
ます。 
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A 警告 


(カメラにごし 1 て） 



分坂した〇麽巧 • 巧造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 


落下などによって巧損し、内部び語出し忙ときは、盈出部に手を軸れないこと 
感電したり、破損部でケガをする原因となりまず。 

電池を巧いて、販売店またはニコンサービスセンターに修理を巧巧してくだをい。 



熟くなる、煙び出る、こげ臭いなどの異甫時は、速やかに電池を巧0出すこと 

そのまま使用ずると义が、やけどの原因となりまず。 

電池を取り出す際、やけどに巧分ミ主意してください。 

電池を巧いて、販売店またはニコンサービスセンターに修理を依頼してください。 



ホかけ禁止 


水につけた0、水をかけたり、雨にめ6した0しないこと 

発火したり感電の原因となりまず。 


0 引义、履発のおそれのおる場所では巧巧しないこと 

プ□パンガス、ガソ U ンなど引义性ガスや粉塵の発生ずる場所で淀用ずると爆発や义巧の原因とな0ます。 

巧冉禁止 


0 

A ないこと 

S 巧 s 止 


レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 

失明や視力障害の原因となりまず。 


車の運拓ち等にむけてスピードライトをな化しないこと 

事がの原因となります。 


0 スビードライトぞ入の目に近づけて発巧しないこと 

視力障害の原因となります。 

a ホ8止特に乳幼巧を撮影するとをは ImJiLh 離れて < ださい。 


A 巧巧の口に入るかさな付属品は、巧巧の手の届かないところに置くこと 

/ ：\巧おの巧み込みの原因とな口まず。 

巧《注意 万一がみ込んだ場合は直ちに医師にごホ目談<ださい。 


A ストラップが首にきを付かないようにずること 
特に巧巧*巧星の首にストラップをかけないこと 

■ 告 首に卷き付いて量息の原因となります。 


ま全上のごミち意 -つづき一 


A Ji 意 


(カメラにご LIT ) 


A めれた手でをね百ないこと 

感電の原因になることがありまず。 


A 留品は、幼巧の手の届かないところに置ぐこと 

_ケガの原因になることがありまず。 


A 馆巧しないとをは、レンズにキャップをつけるか太陽巧のちた6ないところに巧管ずること 

_太陽光が焦点を結び义がの原因になることがありまず。 


A 云脚にカメラやレンズを巧り付けたままな動しないこと 

お岡した0ぶつけたりしてヶガの原因になることがありまず。 

sn ま憲 


A を巧 ( U チウム電おについて） 

A 電池か百をれた液び目に乂コたとをはすぐにをれいな水で巧い、医師の治療を受けること 

_そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 


A 


WW 


(リチウム電おについて） 


電池を义に入れた日、加熱しないこと 

I 液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

9止 



電化を シヨート、巧おしないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因とな D ます。 


A 電池に表ちされた雲ち*ま意を寺ること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな日ます。 

■ち 


A 説明害に表おされた電池を巧巧ずること 

_液ちれ、ち熱、破裂の原因となります。 


■告 
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巧しい電池と巧用した電お、種類やメーカーの異なる電おをまだて巧巧しないこと 

V y 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

»止 


A 


巧ちチューブをはびした0、キズをつけないこと 

巧をれ、発熱、破誤の原因となります。 


A 


電巧は巧巧の手の届かないところに置くこと 

巧巧の飲み込みの原因となります。 

万一がみ込んだ場合は直ちに医師にごホ目験ください。 


A 


電池の r + j と r - j の向ををまちがえないよラにずること 

巧をれ、発熱、破誤の原因となります。 


(§) 


水につけた0、め5をないこと 

巧をれ、発熱、破誤の原因となります。 


0 

»止 


巧電な電池なかは巧電しないこと 

巧をれ、発熱、破誤の原因となります。 


A 


電池を巧ミずるとをは、テープなどで接点がを組縁ずること 

他の筑雷と接触すると、発熱、破裂' 発义の原因となります。 
お住まいの自治体の規則に従って正しく廃裏してください。 


電池か百它れた液が巧廣やを眼に巧いたとをはすぐにをれいな水で 巧 ラこと 
そのままにしておくと、皮雇がかぶれたりする原因になりまず。 




目次 


撮影前に P ぶ〜18 

を全上のごま意 . P . 吕〜已 

はじめに . P .8 

ご確認ください . P .9 

を部の名称と主なはたらき.. ... P . 10〜18 

撮影の畐本ステップ P .1 9〜37 

1.電池を入れまず。 ... P .20 〜21 

吕.電池の容量を fi き詔します。 . P .2 吕〜23 

五レンズを取り巧けまず。 ... P .24 〜2己 

4.フィルムを入れ、給送モードをセットしまず。 . P .2 巨〜27 

已.フォーカス機能をセットしまず。 . P .28 〜29 

已.測光モードと露出モードをセットしまず。 . P .30 〜31 

7. カメラを構え、ピントを合わせまず。 . P .32 〜33 

8. ファインダー内表示を確認し、シャッターをきりまず。 . P .34 〜3已 
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操作の詳細 P.39 〜 SS 

このカメラに使用可能なレンズについて .P.40 〜44 

フィルムについて ...P.4 己〜49 
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フオーカスエリアの選択 .P. 己2 
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AE □ツク撮影 .....P.74 〜7已 
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はじめに 


このたびはニコン F 白をお買い上げいただを誠におりびと5ございまず。ご巧用の前に 

この r ほ巧説明書 J をよくお読みの5え、巧巧に理解してか6正しくお庙いくださし、。 

お読みになったをは、お使いになる方びいつでち見6れる巧に化ず保管して<ださい。 

このカメラには、なのよ5な特長びおりまず。 

• 9つのク□スタイプセンサーを含む11個のセンサーを備えた、高速 AF モジュール（マル 
チ CAM 2 日日日） の搭載により、高速連続撮影においてち優れた AF 性能を発揮し、動きの 
不規則な被写体でも精度の高いピント合わせを可能にします。 

• no 日已分割 RG 己センサー」を使用した r 3 D - R 白巨マルチパターン測光」により、ほとん 
どのシーンで簡単かつ効果的に適正露出を得ることびでさます。 

• 大型背面表示パネル上でのメニュー形式による各種設定や、撮影若の好みに合わせて内容 
をセットすることび可能なカスタム機能、2種類のコマンドダイヤルやマルチセレクター 
の採用により、極めて高い操作性を実現しています。 

• 堅牢なボディーと、交換レンズをはじめとする豊富なニコンシステムアクセサ U —群により、 
このカメラ]台で様々な撮影領域をカバーすることび可能です。また、ニコンク U エイティ 
ブライティングシステムにも対応しており、ニコンク U エイティプライティングシステム機 
能を搭載したスピードライトと組み合わせて使用すると、多彩なスピードライト撮影を巧ラ 
ことびでをます。 

• 撮影時のシャッタースピードや絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データを力;<ラに記憶 
し、コンパクトフラッシュカードに保存することびでさます访リ売のデータ U —ダー使用)。 

■表記上のおことわり 

/ -本文中のマークについて- N 

の：カメラの故障を防ぐためにを意していただきたいことや守っていただきたいこ 

^ とを記載していまず。 

^ :カメラを使用する前に知っておいていただきたいことを記載していまず。 

:カメラを使用ずる場合に、促利な情報を記載しています。 

CSM :カスタムメニューにより、を機能を撮穀を自身の好みに合った状態にセットで 
さる内容が書かれています。かで字のアルファベットおよび数字はその機能の 
メニューナンバーです。 

W :参照ページが書かれています。 


■インターネジトご利用のちへ 

• 使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を!; TF の当社 web サイトでご覧いただ 
けます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/index.htm 

-製品をより有効にご利巧いただ<ため、定期的にアクセスされることをおすすめいたします。 








■保証書とカスタマー登録力ードについて 

この製品には保証書とカスタマー登録カードび添付されていますので、ご確認ください。 
•保証書の詳細につさましては、 P .18 己の「アフターサービスと保証について」をご覧 
ください。 

• カスタマー登録は下記ホームページか5ち行えます。 

http://reg.nikon-image.com 

■ほ用説明書の再発巧はニコジヴービスセンターへ 

使巧説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったとをは、ニコンサービスセンター 
にて新しい使用説明書をおホめください（有料)。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海が旅行など）をする時には、必ず試し撮りをして、カメラび正常 
に機能するかを事前に確認してください。 

• 本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用及び利な喪失等に関する損害） 
についての補償はご容赦願います。 

■定期的に点巧ヴービスを受けて<ださい 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に一度は定期点検を、3〜已年に一度はオーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

•点検整備を依頼される隙は、よ0安むしてご愛用いただけるよラ、一緒にお使いのレン 
ズやスピードライト等を併せて点検依頼されることをおすすめします。 

■本製品を安むしてご巧用いただくために 

本製品は、当社製のレンズ及びスピードライトなどのアクセサ U —に適合するよラに作 b 
れておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

•他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などび起こることをございます。 

■付属品について 

• この製品には次のよ5な付属品び同捆されていますので、ご確認ください。 



ストラップの取り付け方 











各部の名称とをなはた！ 5 を 


■カメラ本付; 


@ 

@ 


@ 
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①測光モードダイヤル□ックボタン 

.0 BP .3 曰、巨4 

感視度調節ノブ . 田 P .83 

③測光モードダイヤル .0 BP .3 日、64 

® 上面表示パネル . BBP .12 

感露出モードボタン.…田 P .30、6 己〜73 
感吊り金具 

巧）露出補正ボタン . 田 P .76 

® シャッターボタン . 田 P .22 

感電源スイッチ .0 BP . 20.23 

通)サブコマンドダイヤル.…の P .1 巨〜17 

⑩プレビユーボタン . 阳 P .8 日 

艘巻き戻しクランク .0 BP .49 

颇巻き戻しノブ . 田 P .2 目、3日、49 

® セルフタイマー表示 LED . 0 BP .84 

曠給送亡ードセレクトダイヤル□ックボタン 

.0 SP .26、47、84、8 巨 

趣シンク□夕ーミナル . 5 BP .162 

@ ]0ピンターミナル . 5 BP .176 

颇ターミナルキャップ 

趣レンズ取り外しボタン . 阳 P .24 

颤フオーカスモードセレクトダイヤル 

. 田 P . 己曰、63 

留）フアンクシヨンボタン 

.0 SP .11 日、1己1、158 

楚)兰脚ネジ巧 .0 BP .191 


磬)電池ホルダー着脱ノブ . 田 P .2 日 

国)アクセサリーシュー .0 BP .162 


感アイピースシャツターレバー 0 BP . 83.84 
蠻給送モードセレクトダイヤル 

. 田 P .26、47、84、8 巨 

霞)オートブラケティングボタン...田 P .77 
R 2( フィルム巻き戻し）ボタン. SBP .48 
遵）コマンド□ツクボタン ..... SBP . 69.71 

(§> フィルム確認窓 . 田 P .27 

娜背面表示パネル . 田 P .14 

蟹） MENU ボタン . 阳 P .1 已、目日、 ] 已3 

趣に0感度ボタン . 田 P .4 巨 

趣ファインダー接眼窓 

強アイピース DK -17. 阳 P .83 

蟹) AE / AF □ックボタン 0 BP .6 日、74、1日1 

颤冉 F 作動ボタン . 曲 P . 已1、97 

敬メインコマンドダイヤル. 0 SP .16 〜17 

颤マルチセレクター . 西 P .18 

(§> マルチセレクター□ツクレバー 

.0 BP .28、53、9 O 

m 冉 F エリアモードセレクトダイヤル 

. 田 P .28、 已2、已4 

@ R 1 ボタンカバー . 田 P .48 

蟹) R 1 (フィルム巻き戻し）ボタン. 0 BP .48 
@ INFO ボタン as P .124. 1己0、 ] 已3 
遺）シンク□モードボタン . 田 P .1 己3 




































各部の名称とをなはた！ 5 を 一つづ走一 


■上面表示パネル 

• 説明のため全ての表示を点：なした状態です。 


(§> 


め 


CO @ @ 


W 38.8 
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①シャツタースピード□ツクマーク.田 P . 已9 
感シャツタースピード表示 

. 田 P . 己8、72、82 

感絞り段数マーク . EBP . 25.42 

巧）絞り□ツクマーク . 田 P .71 

感絞り値表示 . BHP .7 日、72 

愈シンク□マーク . SBP .106 

巧）露出モード表示 .0 BP .3 日、己白〜73 

® オートブラケティングマーク... 0 SP .77 


角）プ□グラムシフトマーク . 田 P .66 

⑩露出補正マーク . 田 P .7 日 

⑩バッテリーチェック表示 . 田 P .23 

返)露出補正値表示 . 田 P .76 

颇露出インジケーター . 田 P .73 

露出補正インジケーター . 田 P .76 

オートブラケテイングインジケーター田 P .77 
颇フイルムカウンター . 田 P .2 日 
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■ファインダー巧表巧 

• 説明のため全ての表示を点なした状態です。 



® 中央部重点測光王 IJ アホ] 2 mm . BBP . 巨己 
感フォーカスフレーム（エリア）.. SEP . 已2 

スポツト測光エリア . 田 P . 巨己 

感露出インジケーター . 阳 P .73 

露出補正インジケーター . SBP .76 

オートブラケテイングインジケーター田 P .77 

④露出補正マーク . 田 P .76 

愈オートプラケティングマーク…西 P .77 

感冉 E □ツクマーク . 阳 P .74 

巧）シャツタースピード□ツクマーク.阳 P . 巨目 

感絞り□ツクマーク . BBP .71 

感ピント表示 . SBP . 32.33 

颇測光モード表示 . 田 P .3 日、白4 


⑩ FV □ックマーク . BBP . l 已8 

返)露出モード表示 . 田 P .30、6 己〜73 

颇シンク□マーク . 田 P .106 

® シャッタースピード表示 

. 田 P .68、72、82 

曠絞り段数マーク .0 BP . 25.42 

趣絞り値表示 .0 BP .7 日、72 

©を重露出マーク .0 HP .143 

颇バッテリーチェック表示 . 田 P .23 

趣フイルムカウンター . 阳 P .26 

露出補正値表示 . 阳 P .7 巨 

(§> レディーライト .0 BP .162 
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各部の名称とをなはた！ 5 を 一つづ走一 


■背面表示パネル（撮該情巧表示時） 

• 撮該情報表示は通常、ノーマル表示で表示されますび、カスタムメニュー rd7 : 背面情 
報表示」 で r 詳細表示」 または r 拡大表示 J にを更でさます （田 P. 10己)。 

• 説明のため全ての表示を点：なした状態です。 


ISO 

(3MD.S 


里 


(2) (3) 

^oom 


dH 班！。"1" 

H 腰’ 


1^3 

I沪 


ノーマル表示時 


飘〇ヴ^^5ぶ因 A.3 

g>hsotmiih= 

®H3ai.O. 


[麵 

ns 



i 姐 



S, 

,L-'l 




詳細表示時 


①フィルム （ ISO ) 感度マーク .. 田 P .46 
感フィルム（に〇)感度表示 ..... 田 P .4 白 

感 DX マーク . 阳 P .27 

④オートブラケティング補正ステップ 

. 阳 P .77 

感才ートブラケティングマーク .. aBP .77 

愈シンク□モード表示 . 阳 P .1 日3 

(7) オートブラケティングインジケーター 

. 阳 P .77 

® 多重露出マーク .0 BP .143 

感多重露出回数 . SBP .143 

適)写し込みマーク . 阳 P .133、137 

風カスタム表示 . 阳 P . 白3 

返）フォーカスエリア表示 . 田 P . 己2 

颇 AF ヴーボ表示 . 阳 P . 己日 

颇レンズ No . 表示 .0 BP .15 O 

频シャッタースピード表示 

. 田 P . 己8、72、82 

衝絞り値表示 . 田 P .7 日、7呂 

近)露出補正マーク . 田 P .76 

颇露出補正値表示 . 田 P .7 白 


脚 




8000 F 5 •を。 

ミ/跑樓 


HjSi 

gjacgii 


0.5^ 

回夕 I ■ lib 作 

一 j 


め） @(8)(9)® @ 

拡大表示時 
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■背面表示八ネル（メニュー画面表示時） 

• 撮影情報表示時に MENU ボタンを押すと表示されます。 MENU ポタンをちラー度巧す 
と撮影情報表示に戻ります。 

•カスタムメニュー、セットアップ;ニュー、撮影;ニュー、レンズ情報、言語 
(Language) に分かれています。 



















各部の名称とをなはた！ 5 を 一つづ走一 


■コマンドダイヤルと操作ボタン 


•このカメラには2種類のコマンドダイヤルびついています。各操作ボタンと併用、また 


は単独操作で次のよラな機能びセツトでさます。 



サブコマンドダイヤル 


メインコマンドダイヤル 


■フイルム関巧 

•フイルム （IS 日）感度のセット (EBP.46) 



■露出関な 

•露出モードのセット （5SP.3 日、日6〜 73) 



•露出モードび戶の時のプ□グラムシフト（田 P.66) 


• 露出モードび S または/1の時のシャッタースピードのセット[《1] 
(阳 P.68、72) 





•露出モードび只または n の時の絞り値のセット[《1] (田 P.70、72) 
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• 露出モードび s またはけの時のシャッタースピー 
ドの□ック/辭除[※り CaBP.69.72) 


• 露出モードび A または1口の時の絞り値の□ッ 
ク/解除[:※ 1](S0P.71、72) 


•露出補正量のセットI:※ 2] (BBP.76) 


• オートブラケティングの撮影コマ数のセット 
[:※ 3] (5SP.77) 


• オートブラケティングの補正ステップのセット 
[:※ 3] (田 P.77) 


I スピードライト関保 _ 

•シンク□モードのセット CSBP.1 日 3) 


[《l]CSMf4 :シヤッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセットをメ 
インコマンドダイヤルで巧えるように変更できます（の P.1 11)。 

[※吕 ]CSMb3: コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正び巧えるように変更できます 
(田 P. 白日)。 

[《3] CSMeS : メインコマンドダイヤルでオートブラケテイングの日 N/ 日ドドを、サブコマ 
ンドダイヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み合わせをセットできるよう 
に変更できまず（田 P.108)。 
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フィルム番号を選択、またはコマ情報を選択表示 
フィルム番号を選択、またはコマ情報を選択表示 
フィルム番号を決定、またはフィルム番号選択画面に戻る 
撮影情報表示画面またはフィルムま号選択画面に戻る 


各部の名称とをなはた！5を 一つづ走一 


■マルチセレクターの昼本操作 

•マルチセレクターを操作して、フォーカスエ U アの選択 
C 0 SP .52) やメニュー操作 （西 P .90)、 撮影データの 
表示 （田 aP .124) を行うことびできます。 

• カスタムメニュー け2 :マルチセレクター起動」 を 「半 
巧し起動ずる」 または 「 AF 起動ずる」 にセットすると、 
半押しタイマーび OFF の時にマルチセレクターの操作で、 
半巧しタイマーび日 N、 またはオートフォーカスび作動 
するように変更できます （SBP.l 日9)。 

■フォーカスエリア選択時 

▲(上） ：上のフォーカスエ U アまたはフォーカスエリアグループを選択 I :※ 1] 

▼(下） ：下のフォーカスエ U アまたはフォーカスエリアグループを選択 I :※ 1] 

►(ち） ：ちのフォーカスエ U アまたはフォーカスエ U アグループを選択 I :※ 1] 

◄ (ち） :左のフォーカスエ U アまたはフォーカスエリアグループを選択 I :※ 1] 

• (中巧）： 中央のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択い义2] 

■メニュー操作時 

▲(上） ：項目を選択、または数値等の設定[:※ 3] 

▼(下） ：項目を選択、または数値等の設定[:※ 3] 

►(も） :決定、または次の画面に進む[:※ 3] 

◄(左） ：キャンセル、または 1 つ前の画面に戻る I :※ 3] 

• 冲巧）： 決定、または次の画面に進む[:※ 3] 

■撮影データ表示時 



I :※ 1] CSMa 6 :マルチセレクターの巧す位置を変えることなく反対側のフオーカスエリアの 
選択が可能になる循環方式に変更できまず （ SEP . 曰8)。 

[※吕 ] CSMf 1 :マルチセレクターの中巧を巧したときの機能を、ファインダー内で選巧され 
ているフオーカスエリアのフレームを点灯させるよラに変更したり、中央を 
巧しても何も機能しないように変更したりできまず（の p . iog )。 

[《3] CSMf 4 :通常マルチセレクターを使用するメニューの操作を、コマンドダイヤルも使 
用してメニューの操作が巧えるように変更できまず（巧 P .1 12)。 


上下ち左 
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プ□グラムオートによる簡単な撮影ち法を説明していまず。 


ここでは、もっとち簡単な撮該方法として下表の装着レンズ、カメラを部 
の設定を前提としていまず。一般的な撮影は、この撮影方法でほとんど巧 
元ます。 


装着レンズ ー 

G タイプまたは D タイプ AF レンズ 

0BP.24 

フィルム感度 

阳 

0BP.27 

フィルム給送モード 

S (1 コマ巻き上げ） 

ffiP. 吕6 

フ オー カスモード —► 

S (シングル AF サーボ） 

0EP.28 

AF エ U ァモード ー 

["] (シングルエリア AF モード） 

0EP.28 

測光モード 

K (3D-RGB マルチパターン測光） 

0BP.3O 

露出モード 

户（プ□グラムオート） 

0EP.3O 

カスタム メニュー 

全て初期設定 

田 P.92 〜112 
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. 電池を入れます。 


このカメラには、 3 VCR 123 A リチウム電池を2本使用します。 



電源スイツチを OFF にし、電池ホルダー ( MS -41) 
着脱ノブを (2 のち向に回してロックをおなします。 

• 電池を入れる時は電源スイッチを日 FF にしてか日、2 
本とを同じメーカーの新品電池を使用してください。 




電池ホルダーをカメラか6引を出し、ホルダー 
巧の®©表示にしたびってリチウム電池を2本 
入れまず。 

• @毎を間違えると、故障の原因となる場合びあり 
ます。 



3 電池ホルダーをカメラに挿入し、着賊ノブを CS 
の反対方向に回してお実にロックしまず。 
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[5 電地の巧管のごを意 

•電池は幼おの手の届かないところに置を、万一、お子様び飲み込んだ場合はただちに医 
師に相談してください（安全上のごを 意の P . 已)。 


P 内商時計用のバックアップ電池について 


•このカメラには、内蔵時計用のバックアップ電池び内蔵されています。このバックアッ 
プ電池は 3 V リチウム電池や別売のマルチパワーバッテリーパック M 巨-4日 (0 BP .172) 
でカメラに電源び供給されている時に、約48時間で充電されます。充電び完了すると、 
カメラか bSVU チウム電池を取り出したり、マルチパワーバッテリーパック M 己-4日を 
取りはずしてを、記憶された日時び約4力月間保持されます。 

P カメラの内蔵時計びリセットしている場合について 

• 長期間力;ラに電源び供給されない状態び続いた場合や、ご購入 
後初めて力;><ラに電池を入れた時、電源スイッチを日 N にすると背 
面表示パネルにイラストのよ5な警告び表示される場含びあります 
(各操作ボタンおよびコマンドダイヤルを操作すると通常の表示画 
面に戻ります)。この場合、日時の設定を行ってください （の P .127)。 


時計が 

リセットしました 


日時を 

設定してください 


■曰時び設定されていなくてち通常の撮影にはま障はありませんび、撮影データ（年月 
曰、時刻）の記憶 （の P .1 ]4)、撮該データ（曰時分、年月曰、時刻）の写し込み 
(0 SP .13 日）、インターバルタイマー撮影 C 0 BP .14 己）は正しく行われません。 

-時計びリセットした後に電源スイッチを日 N にすると、日時び2004年]月1曰0時日 
分にセットされ、計時を開始します。このまま曰時を設定しない状態で使用すると、 
電源スイッチを日 N にするたびに背面表示パネルにイラストのよラな警告び表示され 
ます。 


P 巧品電化で撮影可能なフイルム本数については P .1 日0をご質くだをい。 

^3 3 VCR 123 A リチウム電池ながの電源について 

•別売のマルチパワーバッテリーパック M 巨-4日 (0 BP .172) を使用することにより、単 
3形電池8本または別売の U - ionU チヤージヤプルバッテ U - EN - EL 4 a / EN - EL 4 (別売 
のバッテリ -室が く一 BL -3 を併用）び使用可能になります。 

^3巧かなどへお出かけの際は、モ摘の電池をお持ちくだをい。 
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. 電池の容量を確認します。 


上面表示パネルまたはファインダー内表示で電池容量を確認できます。 



'MOD( 


上面表示パネル 



ファインダー巧表示 


電源スイッチを ON にして、バッテリーチェック表 
巧で電池容量をお詔しまず。 

• び点なしている場合、電池の容量は充分です。 

他の表示状態の場合は、次ページの表をご覧 < ださい。 

• 電源スイッチを日 N にすると、半巧しタイマーび日 N にな 
り、カメラの露出計び作動します。 


■シャッターポタンの半巧し操作と半巧しタイマーについて 

• 電源 スイッチを日 N にしてか 日 約8砂間、何の操作ち 巧ね 
ないでいると上面表示パネルの一部、背面表示パネルの 
一部、 およびファインダー 内表示の全てび自動的に消灯 
します（半巧し タイマー日 FF)。 この状態で シャッター 
ボタンを 半押し（軽く巧す）すると、半巧し タイマーび 
作動して、再点灯します（半巧し タイマー日 N)。 

• カメラの設定状態び!; TF の攝合、半巧しタイマーび日 FF 
の時に背面表示パネルに 「 F 巨 Nikon 」 と表示されます。 
-フィルム感度： の 

-冉 F エリアモード： ["] (シングルエ U ア AF モード） 

-フォーカスエ U ア：中央選択 
-露出モード： 户 （プ□グラムオート） 

-露出補正：日.0 (補正無し） 

-ブラケティング：設定無し 
-写し込み；設定無し（全て日 FF) 

-シンク□モード：先幕シンク□モード 


CSMC 4 :半巧しタイマーの作動時間を変更できます（田 P .102)。 
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^ バッテリーチェック表示について 

• バッテ U —チェック表示の点灯状態と電池容量については UTF の通りです。 


上面表示パネル 

ファインダー巧表示 

(半押しタイマー ON 時） 

内容 

(点灯） 

(点灯） 

電池の容量は充分です。 

ura 

(点口） 

(点灯） 

電池容量び減り始めました。 

^__^ 


電池容量びわずかです。予備の電池を準 

(点灯） 

(点灯） 

備してください。 

、、 / / 

— __ il — 

/ ✓ \ 、 

、、 / / 

— C __^ — 

電池を交換して<ださい（シャッターび 

/ / \ 、 

をれなくなり、背面表示び消灯します)。 

(点滅） 

(点滅） 


• 使用する電池のメーカーや使用する場所の温度によ0、電池消耗の度合び異なります。 
特に低温時は、常温時より早めにバッテ U- チェック表あ亡^び点灯、点滅する場合 
びあります。また、低温のために、一時的にバッテ U —チェック表示亡^び点打、点 
滅した電池でち、常温に戻るとバッテ U —チェック表示びやに戻る場合 
びお0ます。 


電源スイッチを OFF にした場合の表示について 

• 電池び入っている状態で電源スイッチを日 FF にすると、上 
面表示パネルにフイルムカウンターのみび表示されます。 


0言語と曰時の設定について 

•言語を設定すると、背面表示パネルに表示される内容び、設定した言語で表示されます。 
日本語外に、「ドイツ語」、「英語」、「スペイン語」、「フランス語」、「中国語（簡体)」 
に設定可能です （asp.i 已2)。 

• 日時を設定すると、撮影データの記憶 （の P.114) や写し込み （の P.13 日)、インター 
バルタイマー撮影 （田 P.14 己） などで正しい日時を使巧することびできます （西 P. 127)。 



撮影の基本ステップ 
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. レンズを取り付けます。 


カメラの機能を充分に活用するためには、 G タイプまたは D タイプの CPU レ 
ンズの使用をおすすめします。 



CPU レンズには信号接点びあります。 


G タイプレンズ 


D タイプレンズ 



電源スイッチを OFF にしまず。 

•レンズの取り付け■取り外しを行ラ時は 、がラ 
の電源スイッチを日 FF にしてください。 


カゾラにレンズを取り付けまず。 

• レンズの着脱指標とカメラの着脱指標を合わせ、 
時計と反対回りにカチッと音びするまでレンズを回 
します。 

• レンズ取り外しボタンは巧さないでください。 



絞0リングを最ル絞りにセットしまず {G タイ 

プな巧の CPU レンズの場さ)。 

•絞り U ングを最ル絞り（最を数値の大をい絞り） 
にセットし、必ず□ックしてください。絞りリング 
び最ル絞りにセットされていない時は、電源スイッ 
チを日 N にすると上面表示パネルとファインダー巧 
表示に 巧 E び点滅し、シャッターびをれません。 

• 絞り U ングのない白タイプレンズを使用する場合、 
最ル絞り（最も数値の大きい絞り）にセットする必 
要はあ0ません。 


■カメラか5レンズを取りかずには 



•カメラの電源スイッチを日 FF にして、レンズ取り外しボ 
タンを巧しなび5①、時計回りにレンズを回します感。 
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[5 レンズの着脱の際には 

• レンズの取り付け、取り外しの際は、レンズび不用意に作動しないよラ、カメラの電源 
スイッチを日 FF にしてください。また、レンズの着脱は、直射日光を避けて行ってくだ 
さい。 


E カメラか6レンズを長時巧巧しておく時には 

•カメラからレンズを長時間外しておく時は、付属のボディーキャップ（田 P .9)、 また 
は別売のボディーキャップ己 F -1 A を装着して、カメラの内部を保護してください（旧夕 
イプのボディーキャップ BF -] は装着でをません)。 


E 巧巧可能なレンズについての詳細は P .40 をご覧くだをい。 

CPU レンズな巧のレンズ巧 fCPU レンズ）について 

• 非 CPU レンズを使用する場合、絞り値の表示び開放からの段数表示（例 ：^ Ff [開放か 
ら3段の堤合])になりますび、「レンズ情報」 （ SEP . 14目）でレンズの焦点距離と開放 
絞り値を設定することにより、絞り値の表示や RG 巨マルチパターン測光など、 CPU レ 
ンズ装着時のみ使用できる機能の一部び使用可能になります。また、非 AI 方式レンズを 
使用する場合は、そのままでは装着でさませんので P .43 をご覧ください。 


撮影の基本ステップ 
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4. フイルムを入れ、給送モードをセツトしまず。 



電源スイッチを ON にし、巻き戻しノブを引き 
上げて裏ぶたを開けまず。 




フイルムを入れ、フイルムの巧端をカメラのホ 
色マークに 合わせまず。 


• フイルムのパト□ーネをイラストのよラに斜めに 
して、パト□ーネ上部をパト□ーネ用ガイドの下 
にくぐ5せるよラにして入れると、フイルム装墳 
び容易に斤えます。 

• フイルムの先端をしっかりと赤色マークに合わせ 
てください。赤色マークより手前にしたり、越え 
たりすると、フイルムび正しく装慎されない場合 
びお0ます。 

• フイルムび浮さ上び5ないよラに、フイルムのパ 
卜□ーネを巧さえて < ださい。 




の f 5.5 

■口 4H1 [ 

[i 


3 


引き出した卷き戻しノブを房し、裏ぶたをパチ 
ンと音びずるまで静かに閉じると、フイルムび 
自動的に1コマ目まで巧送りされます。 


• 上面表示パネルのフイルムカウンターに J び表示 
されると、フイルムの装慎は売了です。 

•上面表示パネルとファインダー巧表示に Err と E 
び点滅し、背面表示パネルに 「空送りエラー」 と 
表示されている場合は、フイルムび正しく装墳さ 
れていません。裏ぶたを開けてフイルムを入れ直 
して < ださい。 



給送モードセレクトダイヤル□ジクポタンを押 
しなび6、給送モード七レクトダイヤルを S 
(1 コマ卷さ上げ）にセットしまず。 
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[5 フイルムの出し入れの隐のご注意 

• 初めてご使用になる堤合は、シャッター幕を保護するカバーび 
付いていますので、フイルムを入れる前にこの保護カバーを取 
り列してください。 

• シャッター幕は非常に薄い幕ででをています。フイルムの出し 
入れの際、指やフイルムの先端びシャッター幕に触れないよ5 
に充分注意してください。 

• フイルムの交換は、直射日光を避けて行ってください。 


[5 卷き戻しクランクおよび巻き戻しノブについてのごミ主意 

• 巻き戻しクランクでフイルムのたるみを取る操作はしないでください。フイルムびスプ □ 
ケットの歯か日がれ、フイルムび正しく給送されなくなることびあります。また、シャッ 
ター幕を破損する原因になります。 

• フイルム装墳後はフイルムを巻を戻すまで、巻を戻しノブを強く押したまま給送するな 
どして巻き戻しクランクの動きを妨げることのないよラにご注意ください。フイルムび 
正しく給送されなくなることびあります。 

• このカメラの巻を戻しノブには畫ぶた開閉の□ック機構びありませんので、ご注意くだ 
さい。 

P DX マークはフイルムについて 

• フイルム感度を 阳 にセットしてある時は、 DX マー 
ク付フイルムを使用すると、フイルム感度び自動的 
にセットされます （ IS 日2己〜目日日0)。 

• フイルム感度を 阳 にセットして DX マーク付フイ 
ルム政外のフイルムを入れると、上面表示パネル 
とファインダー内表示にレ r び点滅し、背面表示パネルに 「DX ERRJ と表示して警告 
します。この状態ではシャッターびきれませんので、手動でフイルム感度をセットして 
ください （ SBP .4 日)。 

• フイルム感度び 阳 にセットされていない場合は P .4 目をご覧ください。 

E フイルムの感度と規定コマ规ま、フイルム確認窓で確認できまず。 

P フイルム上の撮影画原とコマを号は一致しない場合がおります。 

E 給をモードについての詳細は P .47 をご覧ください。 

CSMd 1 :フィルムの1コマ目までの空送りび、シャッターボタンを巧すことで開始されるよう 
に変更できます（田 P .103)。 
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瓦 フォー カス機能をセツトしまず。 



フォーカスモードセレクトダイヤルを 
S (シングル AF サーポ）にセットしまず。 

•フオーカスモードセレクトダイヤルの操作は、力 
チッと音びするまで確実に行ってください。 



AF エ y アモードセレクトダイヤルを 
["] にセットしまず。 

• 1 ] 力所のフオーカスエリアの中か!5、撮該者自身 
び選択した]つのフオーカスエ U アだけを使用して 
ピント合わせを行ラ、 シングルエリア AF モードと 
なります （ BHP . 己4)。 



マルチセレクター□ジクレバーを回面させて 
ロックを据除し、マルチセレクターで中央の 
フオーカスエ y アを還}只しまず。 


• シャッターボタンを半押しし、マルチセレクターの 
►を巧して中央のフオーカスエリア 
を選択します（マルチセレクターの中央を巧すと、 
中央のフオーカスエ U アび選択されます)。 

• ファインダー内では、選択したフオーカスエリアの 
フレームび赤色に一瞬点灯します。また、背面表 
示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）に 
は、選択したフオーカスエ I 」アび表示されます。 
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ノーマル表示時 

























[5 フオーカスモードを s または c にセットした時のごを意 

•フオーカスモードを S (シング j レ AF ヴーボ）または C (コンテイニユアス AF サーボ）に 
セットした時は、レンズの距離 U ングを手で回さないでください（使用するレンズび 
M/A モードにセットした AF-S レンズおよび AF-I レンズを除く冉 F レンズの場合)。 

P オートフオーカスび苦手な被写化については P .62 をご質くだをい。 


AF エリアモードの特長 


AF エ y ァモード 

特長 

[«•] 

シングルエリア 
AF モード 

選択した1つのフォーカスエ U アだけを使用してピント合わせを 
巧います。 

脚 

ダイナミック 

AF モード 

選択した1つのフォーカスエ U アを使用してピント合わせを行い、 
選択したフォーカスエ1」アからピントを含わせたい被写体び一時 
的にがれてしまった場合でち、他のフォーカスエリアか日のピン 
卜情報を利用して同じ被写体に対してピント合わせを行います。 

[幻 

グループ 

ダイナブック 

AF モード 

選択したフォーカスエ U アグループ（隣り合ラ複数のフォーカ 
スエ U アの組み合わせ）内の中央のフォーカスエ U アを使用し 
て、フォーカスエリアグループ内でダイナ S ック冉 F モードのよ 
ラにピント合わせを斤います。 

[■] 

至近 優先 
ダイナ 5 ック 

AF モード 

11力所のフォーカスエ U アのうち、自動的に最ち手前にある被 
写体に重なっているフォーカスエ U アを使用してピント合わせ 
を行い、被写体び動いてピントの合ったフォーカスエリアか5 
外れた堤合でち、他のフォーカスエ U アを使用してピント合わ 
せを行います。 


囚フォーカスモード、フォーカスエリア、 AF エリアモードなどフォーカス機能の 
詳細は P .50 〜63をご覧くだをい。 
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目.測光モードと露出モードをセツトします。 


測光モードを K (マルチパターン測光）に、露出モードを P (プ□グラム 
オート）にセツトします。 




測巧モードダイヤル□ツクボタンを巧しなび6、 
測光モードダイヤルを=4 (マルチパターン測巧） 
にセツトしまず。 

• ファインダー内表示にマルチパターン表示図び点 
灯します。 

• 10日已分割 RG 巨センサーにより得られるさまざま 
な情報に基づいて、最適な露出値を決定します。さ 
日に G タイプまたは D タイプレンズを装着した場合 
には、画面内の最大輝度、輝度差情報に加え、カメ 
ラか b 被写体までの距離情報を加味して測光の精度 
を高めた 3 D - RG 日マルチパターン測光となります 
C 5 BP .64)。 



围出モードボタンを巧しなび6、ゾインコマンド 
ダイヤルで露出モードを戶（プログラムオート） 
にセットしまず。 

•シャッターボタンを半巧しすると、適正露出び得日 
れるよラにカメラび自動的にセットしたシャッター 
スピードと做り値び、上面表示パネル、背面表示パ 
ネル（拡大表示時および詳細表示時）およびフアイ 
ンダー巧表示に点灯します。 
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gs 測巧について 

•撮影しよラとする被写体（写したい巧象物）の明るさを測ることを測光といいます。測 
光は露出（露光）ま定時の重要な情報源で、これによりフィルムに最適な光量罐正露 
出）を与えるシャッタースピードと絞りの組み含わせび決定されます。通常、被写体び 
含まれる撮影画面内の明るさは必ずしを一様ではないため、このカメラは、画面を 
1日日已分割し、それぞれの部分を独立して測光した情報を利用して適正露出を決める 
「マルチパターン測光」 （aBP.64) と、撮影画面巧中央部の明るさに重点を置いて適正露 
出を決める「中央部重点測光」（田 gp. 目己）、11力巧のフオーカスエ U アのうち選択した 
] つに重なる狭い測光エ U アで測光する「スポット測光」（田 P. 己己）の3つの測光モード 
を備えています。 

語出（露光）について 

•被写体（写したい対象物）を力;ラのレンズを通してフィルムに感光させて記録するこ 
とを「露出（露光)」といいます。その時、被写体の明るさとフィルムの感度に合わせて 
シャッタースピードと絞りを調節し、フィルムに最適な光量（適正露出）を与えること 
び大切です。このカメラは、プ□グラムオート、シャッター優先オート、絞り優先オー 
卜、マニュアルの4つの露出モードを備えています。 


E 3 ち悪出モードの特長 


表示 

露出モード 

特長 • こんな時に馆用すると煩利です。 

P 

P. 巨巨 

プ□グラム 
才ート 

カメラび自動的にシャッタースピードと絞りをセットします。 
また、プ□グラムシフト （田 P.66) や露出補正 （の P.7 日）に 
より、撮影者の意図を反映させることちでをます。 

S 

P. 巨8 

シャッター 優 巧 
才ート 

撮影者び好みのシャッタースピードをセットすると、力;ラび 
絞りを自動的にセットします。動をの速い被写体の瞬間を速い 
シャッタースピードで写し止めたり、遅いシャッタースピード 
で動さを強調したりすることび巧能です。 

円 

P.70 

絞り 優 巧 
才ート 

撮影看び好みの絞りをセットすると、カメラびシャッタースピー 
ドを自動的にセットします。手前か5奥まで鮮明に写す、背景を 
ぼかすなどの被写巧深度（ピントの含ラ前後の範囲 田 P.38) 
を生かした撮影に最適です。 

n 

P.72 

マニュアル 

撮影者びシャッタースピードち絞りを自由にセットできます。 
他の露出モードでは意図した撮影び難しい時などに便利です。 
長時間露出（バルプ）撮影ちこのモードででをます。 


7 .カメラを構え、ピントを合わせまず。 


シャッターボタンを半押しすると、カメラがピント合わせを巧います。 



カメラを正し<«えまず。 


•わさを締めてひじは軽く体につけ、片足を軽く踏み 
出して上半身を安定させます。 

•ち手で、力;< ラのグ U ップを包みこむよラに持ち、 
左手でレンズを支えます。 
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指図を ミ 夫め、シャッターポタンを半がしして、 
ピントをさわせまず。 

• ピントを含ねせたいちのにフ オーカ スエ U アを重 
ねてシャッターボタンを半押しすると、フ オー カス 
フレームび一瞬点灯し、カメラび自動的にピント合 
わせを行います。 

• ピントび含ラとファインダー内のピント表示♦び 
点灯します。 
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^ 手ブレとシャッタースピードについて 

•手ブレを防ぐには、一般にシャッタースピードを「1/装着しているレンズの焦点距離」 
秒より高速にします。たとえば已日 mm レンズの場含、シャッタースピードを1/己日秒よ 
り高速にすると手ブレをある程度防ぐことびできます。シャッタースピードを低速にし 
たい場含は、兰脚または VR レンズのご使用をおすすめします。 

^構回を巧める原のごを意 

•このカメラのファインダーで確認でをる範囲（ファインダー視野率）は、実際に撮影さ 
れる画面の約1日日〇/〇ですび、ネガフイルムをサービスサイズなどでプ U ントした堤合に 
は、実隙に撮影した画面よりち画面の周囲び数 SU カットされる傾向びありますので、 
ご注意ください。 

E ピント表示について 

• ファインダー内のピント表示 ♦ の点灯および点滅については政下のとおりです。 

• (点好）：被写体にピントび合っています。 

► (点灯）：目的の被写体よりち手前にピントび合っています。 

◄ (点灯）：目的の被写体よりち後方にピントび合っています。 

►イ（点滅）：オートフオーカスでピント合わせびできません。 

EI ファインダーの中の表示や被写がびはつきりしない時は、視度を調節してくだ 
さい（田 P .83)。 ファインダーの中の表示や被写体び確認しやずくなりまず。 


EI ピントを合わせたいものびフォーカスエリアか6巧れる場合は、フォーカス 
ロック撮影を行ってください （ SBP •白 0)。 


0オートフォーカスびま手な巧写なについては、 P . 巨2をご覧ください。 

マルチパワーバッテリーパック MB -40 について 

• 縦位置シャッターボタンを備えたマルチパワーバッテ U - パック MB -4 日（別売 
SHP .172) を装着すると、縦位置に構えた時にシャッターびきりやすくなります。 

CSMa 4 :オートフオーカスでピント合わせる時に、シャッターボタンの半巧しではなぐ、 
AF 作動ボタンの操作でのみオートフオーカスが作動するよラに変更できます 
(田 P . 日7)。 


33 




8. ファインダー内表示を確認し、シャツターをきります。 


ピント表示 • を確認し、シャッターボタンをゆっくりと押し込んでシャツ 
ターをさつてください。 



シャッターボタンを半巧しし、ファインダー巧 
表示を確認しまず。 

• シャッタースピードと絞りは1/3段ステップで表示 
されます。 

• BitJ (ネルやファインダー内表示に警告び行われた 
場合、 P.67 を参考に対応してください。 




ピント表示♦の点灯をお詔して、静かにシャッ 
ターポタンを巧し込みまず。 

• シャッターををるとフイルムは自動的に1コマ巻を 
上げられ、次の撮影の準備び完了します。 
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^ セルフタイマー撮影については、 P .84 をご覧ください。 


P リモート撮影については、 P .1 76をご覧くださし、。 


モ測施動フオーカスについて 

• フオーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF サーボの P . 己日）または C (コン 
ティニユアス冉 F サーボ田 P . 己 0) にセットして、シャッターボタンを半巧し、または AF 
作動ボタン（困 P . 己 1) を押し続けてピント含わせを斤っている時、動いている被写体を 
カメラび認識すると、自動的に予測駆動フオーカスに切り換わります。予測駆動フオー 
カス作動時は、被写体びカメラに向かって近づいてくる場含や、遠ざかっていく場合に、 
シャッターびされる時点での被写体の到達位置を予測しなびらピントを追い続けます。 

■S (シングル AF サーボ）の場合は、初めか5動いている被写体に対して予測駆動フオー 
カスび作動し、 被写体び静止した時には、ピントはそこで□ックされます。 

■C (コンティ ニユアス冉 F ヴーボ）の場合は、途中か5動を出した被写体に対してち予 
測駆動フオーカスに切り換わり、被写体び静止してちピントび□ックされることはあ 
りません。 

0撮影データの写し込みと記憶について 

• このカメラは、フィルムの「画面内」、「コマ間」および「日コマ目」に曰時やシャッター 
スピード、絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データ（写し込む場所によって写し込 
める内容は異なります）をフィルムに写し込むことびできます。また、力><ラの巧蔵記 
憶メモ U に撮 f ミ時の撮影データび記憶されます。撮房データの写し込みについての詳細 
は P . 13日を、撮影データの記憶については P .1] 4をご覧ください。 

CSMb 1 :上面表示パネル、背面表示パネル（拡大表示時および詳細表示時）およびファイン 
ダー内に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段に変 
要できます（田 P .9 日)。 


撮影の基本ステップ 
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. フィルムを卷を戻します。 


フイルムの最後のコマが撮影されると、カメラが自動的にフイルムの巻き戻 
しを開始します。巻さ戻しの完了を確認してから、フィルムを取り出してく 
ださい。 



最をのコマび撮影されると、フィルムは自動的 
に巻を戻されまず。 

•フィルムの巻き戻し中は、上面表示パネルおよび 
ファインダー内表示にフイルム巻を戻し表示び 
〇-_一 0- 一 〇の順に点灯し、フィルムコマ数び 
カウントダウン表示されます。また、背面表示パ 
ネルには 「巻き戻し中」 と表示されます。 




2 上面表示パネルの E の点滅を確認し、巻き戻し 
ノブを引き上げて裏ぶたを開け、フィルムを取 
0出しまず。 

•上面表示パネルおよびファインダー内表示に E び 
点滅し、背面表示パネルに r 巻さ戻し完了」 と表示 
されると、巻さ戻しは完了です（半巧しタイマーび 
日 FF になると、上面表示パネルの f び点灯に変わ 
り、ファインダー内表示、および背面表示パネルの 
「巻さ戻し完了」 は消灯します）。必ず E の点滅ま 
たは r 巻さ戻し完了」 の表示を確認してか5、直射 
曰光を避けて裏ぶたを開け、フイルムを取り出して 
<ださい。 
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E フイルムの途中巻き戻しについては、 P .4 日をご覧ください。 


E きき戻しクランクを馆用した手動きき戻しについては、 P .49 をご覧くださし、。 
@巻を戻しノブのごま意 

• このカメラの巻き戻しノブには□ック機構びありませんので、ご注意ください。 

• フィルムの巻き戻しを行う際には、巻き戻しノブび下びっていることを確認してください。 

m フィルムの規定コマ巧を起えて摄影したコマは、現像処理上カットをれること 
びお0まず。 


CSMd 2 :自動的に巻き戻しを開始せずに、ボタン操作により巻き戻しが開始されるように 
変更できまず（田 P .103)。 

CSMd 3 :フィルムを巻き戻す時に、パト□ーネ内にフィルムを全てきき取らずに、フィル 
ムリーダー部を残すように変更できます。（の P .103)。 

CSMd 4 : 3己コマ目、または3已コマ目の撮影が終了した時点でフィルム給送を停止するよ 
うにでさまず（田 P .104)。 


撮影の基本ステップ 
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コラム：被写巧深度 

ここでは、ピントと被写界深度についての基礎知識を説明しまず。 

■被写巧深度 


一点にピントを合わせると、その前後にちピントの合ラ範囲びあります。このピン 
卜の合ラ範囲を 被写巧 深度といい、撮影距離、レンズの焦点距離、絞りなどによつ 
て変化します。 

特にレンズの絞りは、 絞る （大きい数値にする）とピントの合ラ範囲び前後に広く 
なり、 被写巧深度が深くなります。 逆にレンズの 絞りを開く （かさい数値にする） 
とピントの合ラ範囲び前機に狭くなり、 被写巧深度が浅くなります。 

また、他の条件び同じであれば、撮影距離び近いほど、あるいはレンズの焦点距離 
び長いほど被写巧深度び浅くなり、撮影距離び遠いほど、あるいはレンズの焦点距 
離び短いほど被写巧深度び深<なります。さらに、被写巧深度はピントを合わせた 
一点の手前に浅<、奧に深<なります。被写界深度と絞り、レンズの焦点距離、撮 
影距離の関係は表にすると政下のよラになります。 



1 絞り 1 

レンズの焦点距離 

撮影 距離 

被写巧深度が深い 

嘗 

絞る 

(大さい数値） 

嘗 

短い（広角レンズ） 

嘗 

遠い 

嘗 

暴 

被写巧深度が浅い 

開< 

暴 

(ルさい数値） 

暴 

長い（望遠レンズ） 

暴 

近い 



絞りを開いた場合 F 2.8 
(被写巧深度が浅い場合) 



絞りを絞った場合 F 32 
(被写巧巧度が深い場合) 


0 


L 


暴 


U 





このカメラの各機能をレンズ、フィルム、ピント、 
露出、その他の機能の順に詳細に説明しています。 


操作の詳細 


操作の詳細 
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このカメラに使用可能なレンズについて 


このカメラには、 CPU レンズ （ DX ぉよび IX ニッコールを除く） のご使用をおすすめ 
します。特に、 G タイプまたは D タイプ AF レンズを使用すれば、カメラの機 
能が最大限に使用できます。 


■ CPU レンズ 


レンス 

フォーカスモード 

細トド 

ド 

才ート 

フォーカス 

フオーカス 
エイド 

7ニユ乃レ 

尸 

S 

円 


マげバターン巧恍 

重潮晚 

スポット 

ま阶 

3D-RGB 

RGB 

G タイフ AF レンブ 

D タイフ AF レンス w - 
AF5 ぃブ 

AH レンス 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

PC マイク □ 

8 己 mm F2 孤※ 3 

— 

〇※ 4 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

がぶテレコンパー ターぐ c 
AR テレコンバーター 

〇《目 

〇※日 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

G タイフおよび□タイプ 
WiWF ニッコール 
(巧關端。 


〇※ 7 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

AI にッつール 

— 

〇※ 8 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 


:このカメラは 、 VR ニッ コールレンスの VR (手プレ補正）機能に対応しています。 

: DX ニッコールは使用でをません。また、 IX ニッコールは装着できまはん。 

:力;^ラの測光モード、および調光制御機能は、アオ1」操作（シフト、ティルトとを）を行っているとさ、また 
は開巧敝〇拉外に絞りびセットごれている時には、正しく機能しまはん。 

:アオ1」操作を行っていない場合のみ可能。 

※已： AF - S レンズ、 AF - I レンズ専用。 

-使用可能な AF - S および AF - I レンズは攻下の通0です。 

AF-S VR マイクロ ED 10 已 mm 巧. 8 G り 
AF-S VR ED 200 mm F 2 G 
AF-S VR ED 300 mm F 2.8 G 
AF-S ED 300 mm F 2.8 Dn 
AF-S ED 300 mm F 2.8 D 
AF-I ED 300 mm F 2.8 D 
AF-S ED 300 mm F 4 D が 
AF-S ED 400 mm F 2.8 Dn 
AF-S ED 400 mm F 2.8 D 
AF-I ED 400 mm F 2.8 D 
*1: AF 撮影はできません。 

*2 : AF - STC -17 EII 、 AF-S TC -20 EH , AF-I TC -20 E との組み合ねせでは、 AF 撮影はできません。 

■上記 i ； (外のレンズには使用でさません。レンズ後部びテレコンバーターに接帥し、破損する恐れびあ0ます 
ので、取 D 付けないで<ださい。 

:合成絞 D び f / 已.日 L ソ上明るい場合のみ使用可能。 

※フ ： AF 8日-己00 mm F 己. 8 S AF 3已 -70 mm F 2.8 S AF 28-8 已 mm F 3 .己-斗.已 S ( New ) AF 28-85 mm 
F 3 .已 -4 .已 S レンズを使用し、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースク U —ンのマット 
面の像とオートフォーカスのピント表示び合致しない場合びあ0ます。このよラな場合は、マニュアルフォー 
カスによりファインダースク U - ンのマット面を利用してピントを含わせて撮影してください。 

《8 ;開放絞りび17己.日しソ上明るい場合のみ使用可能。 


AF-S ED 已〇 0 mm F 4 Dn *2 
AF-S ED 已日 0 mm F 4 D *2 
AF-I ED 已〇 0 mm F 4 D が 
AF-S ED 600 mm F 4 Dn が 
AF-S ED 600 mm F 4 D *2 
AF-I ED 600 mm F 4 D が 
AF-S VR ED 70-200 mm F 2.8 G 
AF-S EDS 日-200 mm F 2.8 D 
AF-S VR ED 200 -400 mm F 4 G *2 
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■ミ PCPU レンズ他 


モ-ド 

レンて/ 

ァク1巧リ-\\ 

1 フオーカスモード 1 

1 モ-ド 

1 巧既-ド 1 

才ート 

フォーカス 

フォーカス 

エイド 

7ニユ乃レ 

P 

己 

只 

n 

1巧げバターン；1恍 

重就恍 

スポット 
巧恍※2 

3 D-RGB 

惦已※！ 

处5レンズ 

AI レンス 
シ IJ - ス E レンズ 

么※3 

〇※4 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

祗嵩にッ〕ール 

— 

〇※4 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

ミら y 方式レンズ※已 

— 

〇※4 

〇 

— 

— 

〇※日 

〇が 

— 

— 

〇※8 

〇《8 

メディカル1 20 mm F 4 

— 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇》白 

— 

— 

— 

— 

レフレックスレンス※1日 

— 

— 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

防ニッ〕ール※10 

— 

— 

〇 

— 

— 

〇を11 


— 

— 

r 13 

r ^《 i 3 

テレ〕ンバづ一 
TC -16 AS 

r 14 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 

r ^《 i 5 

〇※巧 

r ^《 i 5 

A 1* S テレつン バーター 

AI テレコンパーター 

— 

r ' i 《 i 6 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 


〇※1己 


ベ Q-XPSe 
(接写用リング併用） 

— 

r ^《 i 6 

〇 

— 

— 

が17 

〇》7 

— 

— 

。1《13 


オート接写リング 
( PK -11 A 12.13. PM -11) 

— 


〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 


: r レンス情報」 （田 P .149) でレンスの焦点距離と開放絞 D 値を設定することにより可能です。 ただし、一 
部のレンスでは焦点距離と開放絞 D 値を設定してを巧分な精度び得られない場合びあります。この場合は、 
中央部重点測光またはスポット測光で撮影してくだごい。 

※己:測光ェ I 」アは中巧に固定されます。 

: TC -16 AS を裝着し、合成絞りび175.6政上明るし、場合のみ使用可能。 

※斗:開放絞 D び f / 瓦已拉上明るい場合のみ使用可能。 

※曰：そのままでは装着できませんび、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造することにより装着可能です 
(田 P .43)。 

；絞り込み測光で使用可能（プレビューボタンを押したままシャッターをさってください 巧 P .8 目)。 

網 :絞0込み測光で使用可能。 

《8 :絞り込み測光となります。絞 D び f /4 け/4含まず）より暗い場合は、カスタムメニューの化6 :スク1」一 
ン補正」で「+日.己」にセットしてください（西 P .100)。 

※日：1/12已砂);|下の低速シャッタースピードで博用可能（ただし、カメラの露出計は使用でさません)。 

》10 :—部装着不可能なレンズびあ D ます （田 P .42)。 

》11:絞り込み測光で使用します。レンズ側で絞 D プ1」セットを行い、 AE □ック後アオ U 操作を行ってくだごい。 

《12 :絞り込み測光で使用します。レンス側で絞りプ U セットを行い、アオ U 操作を行う前に測光して露出を決定 
して < ださい。 

《13 :絞り込み測光となります。カスタムメニューの化6:スクリーン捕正」で「+0.已」にセットしてくだごい 
(田 P .100)。 

《14 :一部装着不可能なレンズ（西 P .42) を除き、開放絞りび f /3 .已上明るい AI - S 、 AI 、 シ U - ズ E レンズで使 
用可能。 

已：レンズとの組み合わせによ D 、 露出捕正び必要な場合びあります（ご使用になるテレコンバーターの使用説 
明書をご参,照ください)。 

》1巨：含成絞 D び f / 已.目 L ソ上明るい場合のみ使用可能。 

《17;絞り込み測光で使用可能（ベ□ース側で絞 D 込みを行い、測光後シャッターをさってください)。 心 


操作の詳細 









このカメラに使用可能なレンズについて 一つづさ一 


■巧 CPU レンズの使用にあたって 


巧 CPU レンズ使用時の制約事頃 

•露出モードを A (絞り優先オート）または n (マニュアル） にセットしてください。これ 
し U がにセットした場合は、上面表示パネルの露出モード表示 （ P または S ) び点滅して 
警告すると同時に、自動的に露出モードを円に切り撰えて制御します（ファインダー内表 
示には円び点灯します)。 

• AI ち式レンズの場合、「レンズ情制 （の P.149) でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定 
すると、 RG 巨マルチパターン測光び可能になります。設定を行わないまま、マルチパター 
ン測光 図にセッ 卜した場合は、自動的に中央部重点測光回に切り換えて制御します。 

• AI 方式レンズの場合、「レンズ情報」でレンズの開放絞り値を設定すると、絞り値の表示び 
可能になります。設定を行わない場合は開放か 5 の段数表示（例：如 f [開放か 52 段の場 
合])になります。 

• 絞りのセツトはレンズの絞り IJ ングで巧ってください。コマンドダイヤルによる殺りのセツ 
卜は巧えません。 


ベ□—ズ PB -6 について 


• 接写巧リングを併用すると装着できます（縦横変換を行う場合は P 日-6□び必要です)。 
■ダブルレ U —ズ AR -1 日（変換コード MC -2 已併用）を使用すると便利です。 

ニッコール 13mm F5.6 (AI-S、AI、 巧 AI 方式）の巧用について 

• 力;<ラのグ U ップ部とレンズが周の間隔び狭くなっているため、兰脚のご使用をおすすめ 
します。 

[5 巧用でをない巧 CPU レンズ等について 
•下記の非 CPU レンズ等は使用でさません。無理に装着しよラとすると、カメラやレンズ 
を破損しますのでご注意ください。 

■フィッシュアイ（巨 mm F 已 .6 7.已 mm F 己.日 8 mm F 8 0 P 10 mm F 5.6) 

-旧 2] mm F 4 -旧 PC 3 己 mm F 3 .已 

-旧レフレックス已〇日 mm F 8 -旧レフレックス1日日 0 mm F 巨.3 
■ F 3 AF 用旧日 mm F 2.8 2日日 mm F 3 .己テレコンバータ ー TC -1 日 S ) 

■ K 2 U ング■複写装置 PF -4 

[5 AF テレコンバーター TC-16AS に装着できないレンズについて 

• レンズの開放絞りび f /3 .己政上け/1.2〜3.己）明るい場合は、 TC -16 冉 S に AI ニッコールレ 
ンズを装着して、オートフオーカス撮影び可能となりますび、下記のレンズは TC -1 己冉 S に 
装着でをません。 

■ PC ニッ]-ル全製品•冉啟造ニッコール全製品 ■ AI マイク□ニッ]-ル己已 mm F 3 .已 
■ AI ニッコール 20 mm F 2.8、 3已 mm F 1.4、400 mm F 2.8. 400 mm F 3 .已、 
28 mm F 吕 （ No . 已 40 日 20 政前の製品）、 28 mm F 2.8 ( No . 已日日日0曰前の製品）、 
3日 mm F 2 CNo .93 10日0し:!前の製品）、3曰 mm F 2.8 CNo .88 日日0日しソ前の製品）、 
已日 mmFl .4 ( No . 3980日日に(前の製品)、已日 mm F 2 ( No .3 白4日0日じ(前の製品） 
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非 Al 方式レンズの使用にあたって 


非 AI 方式レンズを使用する場合は、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造 
する必要があります(有料： ニコン サービスセンターにお問い合わせください)。 
改造後は、下記の手順で取り付けて<ださい。 

■ AI 方式レンズと巧 AI 方式レンズの見分けち 


露出計連動の 露出計連動ガイド有り 



’ AI 方式のレンズは、露出計連動ガイドび付いていま 
す。また、露出計連動 n\ は巧のあいたタイプになつ 
ています（ただし、 AF ニッコール レンズ [ F3AF 用 
は除く]、冉 I-P ニッ]-ル等の CPU レンズ、シ U- 
ズ E、 ニッコール 己 0mm F1.8S には露出計連動 m 
は付いていません)。 


AI 方式レンズ 

露出計連動の 露出計連動ガイド無し 



非 AI 方式レンズ 

■露出計連動レバー改造をの巧 AI 方式レンズの取りはけち 


露出計連動レバー 



' 露出計連動レバーを巧し上げます。 



レンズの絞り指標とカメラの着脱指標を合わせて、 
時計と反対回りにカチッと音びして止まる位置 
(絞り指標び真上になる）までレンズを回します。 
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このカメラに使用可能なレンズについて 一つづさ一 


^カメラの»造によ〇巧用可能になるレンズについて 

• 下記のレンズは、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造することによ0使用可能と 
なります（有料)。 

■ A 做造をしてないレンズ（非 AI 方式レンズ） 

- PC2 呂 mm F4 (No. 180900しソ前の製品） 

- PC3 已 mm F2.8 CNo.90 己200しソ前の製品） 

-レフレックス]日日曰 mm F] ] (No. 1423己！〜143日日日） 

-レフレックス2日日日 mm F] ] (No.2001 1 1-200310) 

- ED] 8日-己曰日 mm F8 (No. 174041〜 ] 7418日） 

- ED360-1 200mm F 1 1 (No.l 740 3] 〜 ] 74] 27) 

- 200-白〇曰 mm F9 .己 （No. 280曰0 ] 〜300斗 90) 

※：上記レンズにつをましては、すでに修理可能期間をすぎてお0ますので、修理依頼 
はお受けでさません。 
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フィルムについて 



■フイルムの巻を上げが態の巧認方法 

裏ぶたを開けたまま、フイルムの巻き上げ状態を確認することができます。 

1 電源スイッチを ON にし、卷さ戻しノブを引き上 
ばて棄ぶたを開けまず。 







2 

3 


フイルムを入れ、巻を戻しノブを下げまず。 


フィルムの巧端をフィルム巧端指標に合わせ、 

シャッターポタンを巧します。 

•フイルムの 巧 （パーフォ レー シヨン）を スプール 
の突起部に合わせ、フィルムの先端をフィルム先端 
指標に合わせて指先で軽くフィルムを押しつけたま 
まシャッターボタンを巧すことにより、裏ぶたを開 
けたまま、フィルムの巻を上げ状態び確認できます。 

•確認後、裏ぶたを閉じると、さ b にフィルムの空送 
りび行われ、 ] コマ目びセットされます（カスタム 
；><ニューの rdi : フィルム自動空送」 を 「シャッ 
ター卽全巧し」 にセットしてある場合はシャッター 
ボタンを押してください の P .1 日3)。 

• フィルム巻さ上げ状態確認のため、シャッターボタ 
ンを繰り返し巧すと、シャッターボタンを巧した回 
数分撮影可能なフィルムコマ数びかなくなります。 


操作の詳細 
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フイルムについて-っづき- 


■フイルム感度のセツトと確認 

DX マークの付いていないフイルムを使用する場合や、 DX マーク付きでちフイ 
ルム感度を変更して増感撮影する場合は、下記の操作でフィルム感度を設定し 
て < ださい。 



ISO 感度ボタンを巧しなび6、メインコマンドダイ 
ヤルで巧用ずるフイルムの ISO 感度をセツトしまず。 


• コマンドダイヤルの回転でフィルム感度を阳または 
IS 日日〜日4日日の範囲 （1/3 段ステップ）にセットする 
ことびでをます。 

• DX マーク付フィルムの摇合は、阳にセットしてフィル 
ムを装慎すると旧日2己〜己日日日の範囲でフィルム感度 
は自動設定されます。 

• DX マークびないフィルムの場合は、に日己〜64日日の 
範囲でセットでさます。 

• セットされているフィルムの感度は背面表示パネル 
(ノーマル表示時および詳細表示時）に表示されます 
(拡大表示時はに日感度ボタンを巧すと確認でをます)。 


^フィルムの増感•減感について 

•日Xマーク付フィルムを装墳してを、 阳 LU 外の感度にセットするとその感度び優先され 
ますので、フィルムの増感-減感を行ラ撮該に便利です。 

CSMd 6 :阳にセッ ト して、誤って DX マークびないフィルムを装填ずると、上面表示パネル 
およびファインダー内表示にレ r び点滅し、背面表示パネルに 「DX ERR 」 と表 
示して警告しまずが、通常、フィルムを1コマ目まで空送りしたをに行われるこの 
警告を、電源スイッチ日 N のげ態で裏ぶたを閉じただけで （1 コマ目まで空送りせ 
ずに）行われるように変更できます （の P .104)。 
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■給送モードの選択 


給送モードダイヤルにより 、 S (1 コマ巻き上げ )、 CL (イ氏速連続巻き上げ)、 
CH (高速連続巻き上げ )、 CS (超低速連続巻き上げ)、公（セルフタイマー)、 
M-UP (ミラーアップ）から選択できます。 

給送モードセレクトダイヤル □ ックボタンを}甲しな 
び5、給送モードセレクトタイヤルをセットしまず。 

• 給送モードの種類と特徴は次のとおりです。 


シャッターボタンを巧すごとに、フイルムび1コマずつ巻を上げ5れます。 

CL : 低速連続巻き上げ 

シャッターボタンを巧し続けると、フイルムび最高約2コマ/砂[約4コマ/秒] 
で連続して巻を上げちれます。 

CH : 高速連続巻さ上げ 

シャッターボタンを巧し続けると、フイルムび最高約已.已コマ/秒[約8コマ/秒] 
で連続して巻き上げ日れます。 

CS : 超ほ速連続巻き上げ 

シャッターボタンを巧し続けると、フイルムび最高約1コマ/秒[約2コマ/砂] 
で連続して巻き上げ日れます。巻き戻し速度も遅くなり、巻き戻し音はルさくなり 
ます。 

0 :セルフタイマー 

記念写真など、撮影者自身を一緒に写りたい時などに便利です （の P.84)。 

M-UP : ミラーアップ 

ミラーによる振動などを防止したい場合などに、1回目のレリーズでミラーをアッ 
プさせ、2回目のレ U- ズで露光を行うことびできます （の P.8 己)。 

※：巻き上げ速度は、 フォー カスモード C、 露出モードロ、 シャッ タースピード1/2已〇秒じ( 
上、常温20む、新品 3VU チウム電池使用時の1〜3巨コマ撮影時の平均値です （[] 内 
は別売のマルチパワーバッテ U- パック M 巨-40使用時 の P.172)。 

P 電池消巧時の巻き上げ法度について 

•給送モード S、CH、 およびセルフタイマー時に、電池び消耗している堤合（バッテリー 
チェック表示の点な時）は、通常は S ラーダウン開始時に巧われるフイルム巻を 
上げび、ミラーダウン完了後に斤われるよラに自動的に切り換わるため、巻き上げ速度 
び遅くなります。この場合、早めの電池交換をおすすめします。 



操作の詳細 
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フイルムについて-っづき- 


■ボタン操作によるフィルムの自動巻を戻し 

撮影違中でフィルムを巻き戻す時や、カスタムメニューの rd 2 :自動巻き戻 
し」（田 P .103) を「巻き戻し操作」にセットした場合は下記の操作で巻き 
戻しを行ってください。 

R 1 ボタンカバーを開けて R 1 ボタンを押してか6、 
R 2 ボタンを巧しまず。 

•フィルム巻き戻し中は、上面表示パネルおよびファイ 
ンダー内表示にフィルム巻を戻し表示 0-. が点滅し、 
フィルムコマ数びカウントダウン表示されます。背面表 
示パネルには r 巻き戻し中」 と表示されます。 

•上面表示パネルおよびファインダー内表示に E び点滅 
し、背面表おパネルに r 巻き戻し完了」 と表おされると、 
巻を戻しは完了です（半巧しタイマーび曰 FF になると、 
上面表示パネルの E び点灯に変わり、ファインダー内表 
示、および背面表示パネルの 「巻き戻し完了」 は消口し 
ます)。裏ぶたを開けてフイルムを取り出してください。 


E 巻を戻しを巧ラ隐は、尝を戻しノブび下がっていることを確認して<だをい 

• 巻を戻しノブび上びったままでは、フィルムの巻を戻しびでさません。 

0フィルムの巻さ戻しび行われない場台 

• 電池容量び極端にお下している場合や低温時には、上面 
表示パネルおよびファインダー巧表示に、フィルム卷さ 
戻し表示〇..とフィルムカウンターび点滅し、フィル 
ムの巻を戻しび行われなかったり、巻を戻し途中でモー 
ターび停止したりすることびあります。このよラな時は、 

いったん電源スイッチを日 FF にして電池を交換した後、電源スイッチを日 N にして、再 
度巻さ戻し操作を巧ラか、巻を戻しクランクを使用して手動で巻を戻しを行ってくださ 
い C0SP.49)。 

•フィルムの巻を戻し中に電源スイッチを日 FF にすると、モーターび停止します。このよ 
ラな時は、電源スイッチを日 N にして、再度巻を戻し操作を行ラか、巻を戻しクランク 
を使用して手動で巻き戻しを巧ってください （の P.49)。 

CSMd 3 :フィルムを巻き戻す時に、パト□-ネ内にフィルムを全て巻き取5ずに、フィルム 
リーダー部を残すように変更できまず。（曲 P.103)。 
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■巻き戻しクランクによるフイルムの手動巻き戻し _ 

巻き戻しクランクを使用して、手動でフイルムを巻き戻すことができます。 

1 電源スイッチを ON にし、 R 1 ポタンカバーを開 
けて R 1 ボタンを巧しまず。 


2 きき戻しクランクを起こして ► の方向へ回し、 
フィルムを巻を戻しまず。 

• フィルムの巻を戻しび終わりに近づくと、クランクの 
回転び少し軽くなります（これは、フィルムびスプー 
ルか日離れる時です)。その後、さ5にフィルムを充 
分に巻き取ります。 

•上面表示パネルおよびファインダー内表示に£び 
点滅し、背面表示パネルに 「巻さ戻し完了」 と表示 
されると、巻を戻しは完了です（半巧しタイマーび 
日 FF になると、上面表示パネルの£び点灯に変わ 
り、ファインダー内表示、および背面表示パネルの 
「巻き戻し完了」 は消灯します）。裏ぶたを開けて 
フィルムを取り出してください。 

[5 手動巻を戻し時のごを意 

•フィルムを完全にパト□ーネに巻を取5ないラちは（先端を残したまま）、シャッターを 
き5ないでください。シャッター幕を破損させることびあります。 

P R 1 ポタンについて 

• 撮影達中で誤って R1 ボタンを巧してしまった場含は、シャッターボタンを巧しこむと 
R] ボタンを元に戻すことびでさます（この場合、シャッター幕は開かずにフィルムび 
1コマ送 b れますび、フィルムカウンターは変わりません)。 

P フィルムカウンターについて 

• フィルム巻を戻し中のコマ数をフィルムカウンターに表示しますび、フィルムカウンター 
に表示されるコマ数は実際のコマ数と一致しない場合びあります。 




才ートフォーカス 


■AF ヴーボの選択 


シングル AF ヴーボ（フォーカス優先）とコンティ ニユア ス AF ヴーボ（レリー 
ズ優先）の、2つの AF サーボか5選べます。 



ノーマル表示時 


フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル 
AF サーボ)、または C (コンティニユアス AF サーボ） 
にセットしまず。 

•セットされた AF ヴーボは、背面表示パネル（ノーマル 
表示時および詳細表示時）に、シングル AF ヴーボの場 
含は 「 AF - S 」、 コンティニ ユア ス AF サーボの場含は 
「 AF - C 」 と表示されます。 

• AF サーボの種類と特徴は次のとおりです。 

S :シングル AF サーボ （ AF-S • フォーカス優先モード） 
ファインダー巧ピント表示 ♦ び点打している時のみ 
シャッターびされるフォーカス優先モードです。ピン 
卜表示 ♦ び点灯した状態でシャッターボタンの半押 
しを続けると、ピントはそこで固定（フォーカス□ッ 
ク）されます（連続撮影時にをフォーカス□ックされ 
続けます）。ただし、初めか5動いている被写体には 
予測駆動フォーカス （の P .3 日）に切り撰わり、被写 
体の動きに応じてピントを追い綿ブ、ピントび合って 
いると力方ラび判断するとシャッターびされる状態に 
なります。被写体び静止した時はピント表示 • び点 
なして、ピントはそこでフォーカス□ックされます。 
C :コンティニユアス AF サーボ ( AF - C •レリーズ優ホモード） 
ファインダー巧ピント表示 ♦ の点な、消灯にかかわ 
5ず、いつでをシャッターをさることびでさるレリー 
ズ優先のモードです。いったんピント表示 ♦ び点灯 
してちフォーカス□ックは行われず、シャッターをき 
るまでピント合わせの動作を続けます。また、シャッ 
ターボタンの半巧しを続けると、動いている被写体に 
は予測駆動フォーカス （田 P .3 己）に切り換わり、被 
写体の動をに応じてピントを追い続けます。 
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0 マニュアルフォーカスについて 

• フォーカスモードセレクトダイヤルを M にセットすれ 
ば、マニュアルフォーカス（手動）でピント合わせび行 
えます （0 SP . 目3)。 


P AF 作動ポタンについて 

• オートフオーカスで撮影中に冉 F 作動ボタンを押し続け 
ると、シャッターボタンの半押しを続けた時と同様に力 
メラび自動的に被写体にピントを合わせます。 


巧レンズ測の AF 作動機能について 

• レンズ側でちオートフオーカス動作びでさる AF 作動機能を備えたレンズびあります 
CAF-S VR ED 20 日 mm F 2 G 、 冉 F-S VR ED 2 日 0-40 日 mm F 4 G など）。詳細はレンズ 
の使用説明書をご覧ください。 

CSMa4 :オートフ オー カスでピント合わせる時に、 シャッター ボタンの半巧しではなぐ、 
AF 作動ボタンの操作でのみオートフ オー カスが作動するよラに変更できます 
(困 P.97)。 

-この場合、 AF 作動ボタンを巧し続けてカメラび自動的に被写体にピントを合わ 
せた鶴に、冉 F 作動ボタンか日指をはなせばフオーカス□ック （巧 P .6 日）と同 
じよラな効果び得5れます。 

CSMC3 : AF 作動ボタンと AE/AF □ックボタンの機能を、下記のように変更できます 
(BSP.102)。 

- AF 作動ボタンの機能と AE / AF □ックボタンの機能を入れ換えます。 

- AE / AF □ックボタンを AF 作動ボタンとして機能します （ AF 作動ボタンの機能 
は変更しません)。 

- AF 作動ボタンも AE / AF □ックボタンとして機能します （ AE / AF □ックボタン 
の機能は変更しません)。 




操作の詳細 
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才ートフォーカス-つづき- 


■フオーカスエリアの選択 


このカメラには、撮影画面内の広い範囲をカバーする11力所のフオーカスエ 
リアがあります。被写体の位置や構図に合わせてフオーカスエリアの位置を 
選択できますので、被写体の状況によっては撮影したい構図のままピント合 
わせが行え、フオーカス□ック （の P .60) の手間を省くことができます。 


1 AF エリアモードセレクトダイヤルを [■]!■：( かに 
さわせまず。 

• AF エ U アモードセレクトダイヤルを [■] に合わせる 
と、フオーカスエ U アを選択することびでさません。 




マルチセレクター□ックレバーを回面させて□ッ 
クをおなし、マルチセレクターでフォーカスエリ 
アを遇巧しまず。 

• シングルエ U ア AF モード時およびダイナミック AF 
モード時には1力所、グループダイナ S ック冉 F モー 
ド時には1グループを還択でをます。 

•シャッターボタンを半押しし、マルチセレクターの 
►を巧して希望するフォーカスエ U 
アを選択します(マルチセレクターの中央を巧すと、 
中央のフォーカスエ U アまたは中央のフォーカスエ 
U アグループび選択されます)。 
•ファインダー内では、選択したフォーカスエリアの 
フレームび一瞬点灯します。 

• 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時） 
には、選択したフォーカスエ U アまたはフォーカス 
ェ1」アグ j レープび表示されます。 
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シングルエ U ア AF モード時 























E 背面表示パネルのフォーカスエリア表示について 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）のフォーカスエ U ア表示は政下の 
とおりです。 

["] :シングルエリア AF モード 

選択したフォーカスエリアび表示されます。 

巧 3 :ダイナミック AF モード 

選択したフォーカスエリアび表示されます。 

[〇] :グループダイナミック AF モード 

選択したフォーカスエ U アグループび、 P. 已己のイラストのよラに表示されます。 

[■] :至近優先ダイナミック AF モード 

全てのフオーカスエ U アび「■」で表示されます（フオーカスエリアはカメラび 
自動的に選おします 田 P. 已己)。 

マルチセレクター □ジ クレバーにごいて 

• フォーカスエ U アを選択した後、マルチセレクター□ックレバーを回転させて□ックす 
ると、フォーカスエリアを選択した位置に固定することびでをます。 

ファインダースクリーン巧換時について 

•ファインダースク U- ンを別売の他のタイプ （巧 P.174) に交換しても、フォーカス 
エ U アの選択は可能です。 

CSMaS :マニュアルフォーカス時や連写時に、ファインダー內のフォーカスフレームび点灯 
しないよラに変更できます。また、フオーカスエリア選択時のフオーカスフレーム 
点丹時間を 0.2 秒または 1 秒のいずれかにセットできます（阳 P . 白 7)。 

CSMa 6 :マルチセレクターの巧す位置を変えることなく反对側のフォーカスエリアの選択び 
可能になる循環方式に変更できます （ BSP . 98)。 

CSMf 1 :マルチセレクターの中央を巧したときの機能を、ファインダー内で選択されている 
フォーカスエリアのフレームを点口させるよラに変更したり、中央を巧しても何ち 
機能しないように変更したりできます （西 P .109)。 


操作の詳細 
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■AF ェ ij アモー ドの選択 


オートフォーカス時に、 ] 1力巧のフォーカスエ U アをどのように活用してピント 
合わせを行うか、撮影状況などに応じて4つの AF エリアモードか5選択できます。 



AF エリアモード七レクトダイヤルで、 AF エリアモー 
ドをセットします。 

• AF ェ U アモードの種類と特徴は次のとおりです。 


["] :シングルエリア AF モード 

1 ] 力所のフォーカスエ IJ アの中か日、撮影者自身び選択した1つのフォーカスエ U ア 
だけでピント合わせを行ラモードです。このモードは、動さの少ない被写体に対して 
選択したフォーカスエリア単独で正確にピントを合わせいたい場合などに便利です。 
•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ 
U アび表示されます。 

[•钟：ダイナミック AF モード 

撮影者自身び選択した1つのフォーカスエ U アか5ピントを合わせたい被写体び一時 
的にがれてしまった場合でち、他のフォーカスエ U アか日のピント情報を利用してピ 
ント合わせを行ラことび可能です（ファインダー内のフォーカスエ U ア表示は蜜化し 
ません)。このモードは動いている被写体（特に不規則な動さをする被写体）を追い 
続ける時など、被写体をフォーカスエ U アに正確に捉え続けることび困難な場合に便 
利です。 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ 
U アび表示されます。 

CO ] :グループダイナ S ック AF モード 

隣りを5複数のフォーカスエ U アを組み合わせて、「中央、上、下、左、ち」の己つ 
のフォーカスエリアグループを構成し、撮影者自身びそのラちの1つのフォーカスエ 
リアグループを選択します。選おされたフォーカスエ U アグループ内の中央のフォー 
カスエリア（次ページのイラスト中の ■) を使用してピント含わせを行います。動を 
回る被写体のおおよその位置び予測でをる場合などに便利です。 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ 
U アグループび次ページのイラストよラに表示されます。 

■カスタム;ニュー ra 3 : グループダイナミック AF 」 （田 P . 白日）で次のように変 
更でさます。 

-フォーカスエ U アの組み含わせを、「中央1、中央2、上、下、左、ち」の日つの 
フオーカスエ U アグループに変更でをます[八°ターン2 (中央優先）、パターン2 
(至近優先)]。 
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-選おされたフォーカスエ U アグループ巧で至近優先ダイナ S ック AF モードのよ 
ラにピント合わせを行5よラに変更でをます[パターン](至近優先）、パター 
ン2 (至近優先)]。 

• フォーカスエ U アグループの組み合わせは政下のとおりです。 

■パターン！（中巧優巧）[初期設定] 
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中央 上下を ち 

■パターン2 (中巧優巧） 


中巧1 中巧2 上下を ち 

■バターン2 (置近優巧） 


中巧1 中巧2 上下を ち 

•中巧1と中央2の切り換えは、マルチセレクターの中央を巧して巧います。ただ 
し、カスタムメニュ ー け1 : 中央卽の機能」（田 P .1 日 9) を 「 AF エリア中央リ 
セット」 政外にセットしている場含は切り操えることびでをません。 

[■] :至近 優先 ダイナミック AF モード 

1 ] 力所のフォーカスエ U アのラち、自動的に最ち手前にある被写体に重なっている 
フォーカスエリアを使用してピント合わせを行ラ方法でず。]1力所のフォーカスエ 
U アのいずれかにピントび合いますので、ピントの外れた写真を避けることびでを 
ます。 

•フォーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）の場合、最終的にピントを含わせた 
フオーカスエリアのフレームび一瞬点灯します。また、フオーカスモードび C ( コ 
ンテイニュアス AF ヴーボ）の堤合でを、カスタムメニュ ー ral : AF - C モードの 
優 制（巧 P .96) を 「フォーカス」 にセットすると、同様に点なします。 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には全てのフォーカスエリ 
アび「 ■ 」で表示されます。 

• 望遠レンズ使用時および被写体の輝度び低い時には、至近のフォーカスエ U アび 
選択されない場合びあります。その際にはシングルエ U ア AF モードのご使用をお 
すすめします。 


操作の詳細 
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才ートフォーカス-つづき- 


■オートフオーカス傑能の組みをわせと特長{シングル AF サーポ： AF - S ) 


AF サーボ 


AF ェ U アモード 


背面表お 
パネル*1 


フオーカス フオーカスエリア 

フレームの点灯 の還巧 


AF-S 


シングルエリア 
AF モード 


選巧した フオーカ 
スエ U ア 


任意選巧 


AF-S 


ダイナミック 
AF モード 


選巧した フオーカ 
スエ U ア 


任意選択 


AF-S 


グループ 
ダイナミック 
AF モード 


閱 


選巧したフォーカ任意選択（グル- 
スエリアグループ プ内の中央* 2 ) 


AF-S 


至近優先 
ダイナミック 
AF モード 


最終的にピントを 
合わせたフ オーカ 
スエ U ア 


自動選が 


:表お例は中央のフォーカスエ U アまたはフォーカスエ U アグループを選択した場合（ノー 
マル表お時および詳細表示時）です（至近優先ダイナ S ック AF モード時はフォーカスエ 
U アを選択することはできません)。また、グループダイナミック AF モードのフォーカス 
エリアグループの組み合わせは「パターン](中央優先)」の場合です。 

《2 :カスタムメニューの ra 3 :グループダイナミック AF 」 （田 P. 9日）を「パターン1 
(至近優先)」または「パターン吕（至近優巧)」にセットした場含、選択したフォーカ 
スエ U アグループ内で、自動的に最を手前にある被写体に重なっているフオーカスエ 
リアを使用してピント合わせを行います。 
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ピン ト さわせの動作 

次のよラな被写巧に煩利です 


撮影者自身び選択したフォーカスエリアだけを使用して 
ピント合わせを行います。ピントび合ラとシャッターボ 
タンを半巧ししている間はフォーカス□ックされます。 

静止被写体を撮影する場合な 
ど、一般的な撮影に便利です。 


撮影者自身び選択したフォーカスエリアを使用してピン 
卜合わせを行います。ピントび合ラとシャッターボタン 
を半押ししている間はフォーカス□ックされます。ただ 
し、ピントび合う前に選択したフォーカスエ U アか5被 
写体び外れると、他のフォーカスエリアからのピント情 
報を利用してピント合わせを行います。 

動をのある被写体にち対応す 
るなど、スナップ写真で加用 
的に撮影する場合に便利です。 


撮影者自身び選択したフォーカスエ U アグループ内の中 
央のフォーカスエ U ア*を使用してピント合わせを行い 
ます。ピントび合ラとフォーカス□ックされますび、ピ 
ントび合ラ前にピント合わせを行っているフォーカスエ 

IJ アか5被写体びがれると、選択したフォーカスエリア 
グループ内の他のフォーカスエ U アか曰のピント情報を 
利用してピント合わせを行います。 

スナップ写真などで、ピント 
合わせはカメラまかせにし 
て、構図を工夫して撮影した 
い場合に便利です。 


1 ] 力所のフォーカスエ U アのラち、自動的に最ち手前 
にある被写体に重なっているフォーカスエ U アを使用し 
てピント合わせを行います。ピントび合ラとフォーカス 
□ックされますび、ピントび含ラ前にピントを合わせて 
いるフォーカスエリアか日被写体び外れると、他のフォ 
一カスエリアか5のピント情報を利用してピント合わせ 
を行"います。 

スナップ写真などピント合わ 
せをカメラまかせにして、気 
軽に撮影する場合に便利です。 


CSMa 2 :フォーカスモードが S (シングル AF ヴーボ）の時に、ピントが合つていなくても 
シャッターがきれるようにレリーズ優先に変更できまず（田 P . 日6)。 


操作の詳細 


57 


才ートフォーカス-っづき- 


■オートフ オー カス機能の組み合わせと特長（コンティニユアス AF サ ーボ： AF - C ) 


AF ヴーボ 

AF ェ U ァモード 

背面表示 

A 。 ネル*1 

フオーカス 
フレームの点灯 

フオーカスエ y ア 
の選が 


AF-C 

シングルエリア 
AF モード 

1 

1 

1 

選択したフオーカ 
スエ U ァ 

任意選巧 


AF-C 

ダイナブック 

AF モード 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ ■ 

選択したフオーカ 
スエ U ァ 

任意選巧 


AF-C 

グループ 

ダイナブック 

AF モード 

1 

畳 

1 

選択したフオーカ 
スエリアグループ 

任意選巧（グルー 
プ内の中央* 2 ) 


AF-C 

至近 優先 
ダイナブック 

AF モード 

... 

点灯しません 

自動選巧 



:表示例は中央のフォーカスエ U アまたはフォーカスエ U アグループを選おした場合（ノー 
マル表示時および詳細表示時）です（至近優先ダイナ S ック AF モード時はフォーカスエ 
U アを選択することはでをません)。また、グループダイナミック AF モードのフォーカス 
エ IJ アグループの組み合わせは「パターン](中央優先)」の場合です。 

《2 :カスタムメニューの ra 3 : グループダイナミック AF 」 （田 P. 9日）を 「パターン1 
(至近優先)」 または 「パターン吕（至近優先)」 にセットした場含、選択したフォーカ 
スエ U アグループ内で、自動的に最を手前にある被写体に重なっているフオーカスエ 
U アを使用してピント合わせを行います。 
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ピント合わせの動作 

なのよ5な巧写巧に梗利でず 


撮影者自身び選択したフォーカスエ U アだけを使用して 
ピント合わせを行います。ピントび合ってちフォーカス 
□ックされず、シャッターをきるまでピントを合わせ続 
けます。 

モータースポーツや陸上競技 
などで、 ] つのフォーカスエ 

U ァでと5え続ける場合に便 
利です。 


撮影者自身び選択したフォーカスエ U アを使用してピン 
卜合わせを斤います。ピントび合ってをフォーカス□ッ 
クされません。選択したフォーカスエ U アか5被写体び 
外れると、他のフォーカスエ U アか5のピント情報を利 
用して同じ被写体に対してピント合わせを行います。 

被写体の動をを予想しづ日 
く、 ] つのフォーカスエリア 
でと5え続けることび困難な 
場合に便利です。 


撮影者自身び選択したフォーカスエ U アグループ巧の中 
央のフォーカスエ U アを使用してピント合わせを行い 
ます。ピントび合ってちフォーカス□ックされません。 
ピントを合わせているフォーカスエ U アか b 被写体びが 
れると、選択したフォーカスエ U アグループ内の他の 
フォーカスエリアか5のピント情報を利用して同じ被写 
体に巧してピント合わせを行います。 

動をの激しい被写体を、ピン 
卜合わせはカメラまかせにし 
て、構図を工夫して撮影した 
い場合に便利です。 


] 1力所のフォーカスエ U アのラち、自動的に最も手前に 
ある被写体に重なっているフォーカスエ U アを使巧して 
ピント含わせを行います。ピントび含ってちフォーカス 
□ックされません。ピントを合わせているフォーカスエ 

U アか5被写体び外れると、他のフォーカスエリアから 
のピント情報を利用してピント合わせを巧います。 

動をのある被写体を、ピント 
合わせは力;ラまかせにし 
て、気軽に撮該する場合に便 
利です。 


CSMal :フォーカスモードび C (コンティニユアス AF サーボ）の時、通常よりもピント合わ 
せを優先させる巧態に変更できます。また、ピントが合っている時のみシャッター 
がきれ るようにフォー カス僵先 にも 変更できます （困 P . 日巨)。 


操作の詳細 


59 


才ートフォーカス-っづき- 


■フオーカス□ック撮影 


オートフォーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物やらのなど）が 1] 
力所のフォーカスエリアのいずれからも外れる構図の時に使用します。また、 
r オートフォーカスが苦手な被写体」 （の P .62) にも有効です。フォーカス 
□ックの方法はシングル AF サーボ （ AF - S ) とコンティ ニユア ス AF ヴーボ 
( AF - C ) で異なります。 

1 ピントを合わせたい巧写巧にフォーカスエリア 
を重ねて、シャッターボタンを半巧ししまず。 

• ピントび台ラとピント表示 ♦ び点灯します。 




2 ピント表示 • び点灯した5 、フォーカス〇ツク 
を行いまず。 




■シングル AF サーボ （ AF - S ) の場合 

•シャッター ポタンの半押しを続けると、ピント 
びそのまま固定（フオーカス□ック）されます。 

• AE/AF □ック ボタンを押して フオー カス □ック 
を行ラこともでをます（コンテイニユアス AF 
ヴーボの場含をご覧ください)。 

■コンテイニユアス AF サーボ （ AF - C ) の場合 

•シャッターボタンを半押ししたまま、 AE/AFD 
ックボタンを押し続けると、ピントびそのまま固 
定（フオーカス□ック）されます。 

■シャッターボタンか5指を離してを、 AE/AF 
□ックボタンを押している間はフオーカス□ッ 
クされます。また、 AE □ック （5HP .74) を 
同時に行われます。 
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3 フォーカス□ックを行ったまま、構回を巧めて 
撮影しまず。 

• フォーカス□ック後は、主要被写体との撮影距離 
を変えないで < ださい。 

• シャッターボタンの半押しで フオー カス□ックを 
行った場含は、シャッターをきった鶴をシャッター 
ボタンか日指を離さずに再度シャッターボタンを巧 
し込めば、ピントを固定したまま繰り返し撮影でを 
ます。 AE/ 冉 F □ックボタンで フオー カス□ックを 
行った場合は、 AE/AF □ックボタンを押したまま 
再度シャッターボタンを押せば、ピントを固定した 
まま繰り返し撮影でさます。 

• ピントび固定された後に被写体び動いた（撮影距 
離び変化した）場合は、いったんシャッターボタン 
や AE/AF □ックボタンから指を離して フォー カス 
□ックを解除し、ピントを合わせ直してください。 

CSMC 2 : AE/AF □ックボタンを巧した時に、 AF □ックだけ行われるよラに変更できます 

(asp.ioi )。 

CSMc 3 : AF 作動ボタンと AE/AF □ックボタンの機能を、下記のよラに変更できます 
(0 SP .1 O 2)。 

■ AF 作動ボタンの磯旨目と冉 E/AF □ックボタンの機能を入れ換えます。 

- AE/AF □ックボタンも AF 作動ボタンとして機能します （AF 作動ボタンの機能 
は変更しません)。 

- AF 作動ボタンを AE/AF □ックボタンとして機能します （AE/AF □ックボタン 
の機能は変更しません)。 




才ートフォーカス-っづき- 


■才ートフオーカスが苦手な巧写巧について 

次のよラな被写体では、オートフオーカスでピント合わせがでさない場ちが 
あります。このような場合は、フオーカスモードを M (マニュアルフオーカ 
ス の P.63) に切り換えてマニュアルでピントを合わせるか、おおよそ同じ 
距離の被写体にピントを合わせてフオーカス□ック（田 P.60) を行い、そ 
のまま構図を元に戻して撮影してください。 



■明お是びはつを0しない場合 

• 白壁や背景と同色の服をさている人物など。 


■フォーカスエリア内に遠いちのと近いをのが混在ずる被写体 

• 才 U の中の動物や木の前の人物など。 


■連続した燥り返しパターンの巧写化 

• ビルの窓など。 


■フォーカスエリア内の®写体の輝度是び吾しく異なる場合 

• 太陽び背景に入った曰陰の人物など。 


■フォーカスエリアにがして主更被写体がルをい場合 

• フオーカスエリア巧に遠くの建物と近くの人物び混在する場合 
など。 


■給柄びこまかな場合 

• 一面の花畑など、ルさな被写体や、明暗差びかない被写体など。 


被写巧び巧ちにおい場合 

•マルチェ U アアクティプ補助光 （AF 補助光）またはアクティブ補助光 （AF 補助光）を 
備えた別売のスピードライトを装着することにより、オートフオーカスによるピント合 
わせび行いやすくなります。マルチェ U アアクティブ補助光 （AF 補助光）については 
P.1 已9を、アクティブ補助光 （AF 補助光）については P.1 己7をご覧ください。 
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マニュアル フォー カス 


フオーカスモードセレクトダイヤルを M にセツトすれば、マニュアルフオー 
カス（手動）でピント合わせが行えます。 





■マニュアルフォーカスによるピント合わせ 
フォーカスモード七レクトダイヤルを M {マニュア 
ル）にセットしまず。ピントはレンズの距離リング 
を回して、ファインダースクリーンのマット面の像 
びはつまり見えるよ5に合わせまず。 

• シャッターは、ピント表示 ♦ の点灯、消好にかかわ b 
ずさることびでをます。マニュアルフォーカスは、オー 
トフォーカスび苦手な被写体 （の P. 日 2) を撮影する時 
や、才ートフォーカス撮影びできないレンズ （困 P.4 日） 
を装着している時にご使用ください。 

• ファインダースクリーンを丄 A、L 型刷売 00 P. 174) 
に交換すると、ピント合わせび素早く行えます。 




■フォーカスエイドによるピント合わせ 
フォーカスモード七レクトダイヤルを M {マニユア 
ル）にセットした時、開が絞りび f/5.6 な上明るい 
レンズを装着ずると、ファインダー内ピント表示 • 
によ0を焦げ態を巧詔でまる r フォーカスエイドに 
よるピント合わせ J び行えまず。 

• シャッターボタンを半巧しして、半巧しタイマーび作動 
中にレンズの距離 U ングを回してピント表示 ♦ を点灯 
させます。シャッターはいつでちをることびでさます。 

• AF エ U アモードセレクトダイヤルの位置にかかわ日ず、 
撮影者自身びマルチセレクターでフォーカスエ U アを選 
択することびでを、いずれのフォーカスエ U アを選択し 
てちフオーカスエイドび行えます。 

• ファインダー巧表示に ► 表示び点灯している時は、ピ 
ントを合わせたい被写体よりを手前にピントび含ってい 
ます。◄表示び点打している時は、ピントを合わせた 
い被写体よりち樓方にピントび合っています。いずれの 
場合ち、レンズの距離 U ングを回してピント表示♦を 
点灯させてください。 


CSMaS :装着している AF - S レンズまたは AF - I レンズを M / A モードにセットし、カメラの 
フォーカスモードをマニュアルフォーカスにセットした場合でも、オートフォーカ 
ス撮影ができるように変更できます（田 P.98)。 


操作の詳細 
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測光モード 


■測がモードの選択 


被写体の光の状況に応じて、 3 つの測光モードから選べます。 

測巧モードダイヤル□ジクボタンを巧しなび6、測 
巧モードダイヤルで測巧モードをセツトしまず。 

• ファインダー内に測光モード表示び表示されます。 

• 装着レンズによっては使用でをない測光モードびあり 
ます（田 P.4 日)。 

• 測光モードの種類と特長は次のとおりです。 



K : 3D-RGB マルチパターン測巧 

• 1日日日分割 RG 巨センサーか日得5れる画面全域のさ 
まざまな情報を分類して露出を決定します。特に、 
明るい色（白や黄色）の被写体や、暗い色（黒や濃 
い緑色）の被写体び画面全体を大を<占めている場 
合などにより威力を発揮し、目で見た感じに近い明 
るさを再現します。 

• G タイプまたは□タイプレンズ装着時のみ、画面内の最大輝度、輝度差情報に加え、カメラ 
か b 被写体までの距離情報を加味して測光の精度を高めた 3D-RG 巨マルチパターン測光と 
なります。 G タイプおよび D タイプし U 外の CPU レンズ装着時や、「レンズ情報」 （0SP.14 日） 
でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定した非 CPU レンズ装着時は、レンズからの距離情 
報を用いない RG 日マルチパターン測光となります。 

• マルチパターン測光は、 CPU レンズおよびレンズ情報の設定を行った非 CPU レンズ装着 
時のみ可能です。これじ ( がの場合は、マルチパターン測光にセットしてを、自動的に中央 
部重点測光に切り換えて制御します。 

•冉 E □ック （の P.74) や露出補正 （田 P.7 目）を行う時は、中央部重点測光またはスポッ 
卜測光をおすすめします。 

•ファインダースク U —ンを U 型に交換した場合（別売 の P.174) は、中央部重点測光ま 
たはスポット測光をおすすめします。 
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励：中央部重点測巧 

• 中央部重点測光はファインダー中央部（ゆ] 2mm の 
円内）を重点的に測光して露出値を決定します。ゆ 
12mm の円内の露出を基準に撮影したい場合に適し 
ています。 


CSMb 4 :中央部重点測光設定時の測光節囲を 08mm 、12 mm 、 1 已 mm 、20 mm のいずれ 


かに、または測光方式を画面全体の平均測光に変更できまず（田 P .100)。 


囚： スポジト測巧 

•フォーカスエ U アに重なるゆ 4 mm 相当（全画面の約 
1.己％)を部分的に測光して露出値を決定します。逆 
光時やコントラストの差び激しい時など、フォーカ 
スエリアホ目当の狭い範囲の露出を基準に撮影したい 
場合に適しています。 

• 測光エリアは選択されているフォーカスエ U アに連動するため、撮影したい構図のまま、 
マルチセレクターを操作して測光エ U アを変えることびでをます。ただし、グループダ 
イナミック AF モード時（巧 P. 已 4) は、選択されたフォーカスエリアグループ内の中央 
のフォーカスエリアに相当する部分を測光します。また、政下の堤合、フォーカスエリ 
アの連動は行われず、画面中央のフォーカスエ U アに相当する部分を測光します。 

■至近優先ダイナミック AF モード時（の P . 己己） 

■非 CPU レンズ使用時（西 P .41) 

• わスタ h 乂ニュー 化巨：スクリーン補正」 CBHP .10 日）で 「 BorELU 外」にセットし 
た堤合（測光範囲はゆ 6 mm ホ目当[全画面の約3.3%]に変更されます） 



P 語出倍巧のかかるフィルターの使巧について 

•露出倍数のかかるフィルター （田 P.177) を使用する場合、マルチパターン測光の効 
果び得5れない場合びありますので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影す 
ることをおすすめします。 


CSM 巧：ファンクション部機能を「り3簡易設定」、「匹]簡易設定」、「囚簡易設定」のいず 
れかにセットすると、ファンクションボタンを押している間だけ、一時的にセット 
した測光モードに切り換わるように変更できます（の P .1 10)。 
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各露出モードによる撮影 


■ P : プ□グラムオート 


撮影状況に応じて、最適露出となるようプ□グラム線図に従ってカメラが自 
動的に露出制御を行います。プ□グラムシフトや露出捕正 （の P.76)、 オー 
トブラケティング （の P.77) などの併用により、高度な撮影ら楽しめます。 

- CPU レンズ装着時のみ使用できます。 


1 露出モードボタンを押しなび6、メインコマンド 
ダイヤルで麗出モードを尸にセットしまず。 





巧回をミ夫め、ピントを合わせて撮影しまず。 


■プ□グラムシフトについて 

• プ□グラムオートで撮影中にメインコマンドダイヤルを 
回すと、露出を一定にしたままシャッタースピードと絞 
りの組み含わせを変えることびでさます。この機能によ 
り、プ□グラムオートにセットしたままシャッター優先 
オートや絞り優先オートのよラな使い方びでをます。プ 
□グラムシフト中は上面表示パネルにプ□グラムシフト 
マーク*び点灯します。解除は、プ□グラムシフトマー 
ク * び消打するまでメインコマンドダイヤルを回す、他 
の露出モードに切り換える、電源スイッチを日 FF にする、 
カスタム:>(ニュー [bl : 露出設定ステップ」 (BHP.99) 
の設定の変更を行ラ、ツーボタンリセット （曲 P.1 已 3) 
を行ラなどで可能です。 




P レンズの絞りリングについて 

• 白タイプじ ( がの CPU レンズの絞り U ングび最ル絞りにセツトされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー巧表示に巧 E び点滅し、シャッターびをれません。 
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E 巧 CPU レンズ巧用時について 

•非 CPU レンズを装着すると、露出モードを自動的に A (絞り優先オート）に切り換えて 
制御します。この堤合、上面表示パネルの P び点滅して警告し、ファインダー内表示に 
只び点灯します。「レンズ情報」 （0SP.149) でレンズの開放絞り値を設定した場合は、 
上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー 
内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセットは可能 
ですび、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値表示び開放 
からの絞り段数表示（例：^?[開放から2段の場合])となりますので、絞りのセット 
と確認は、レンズの絞りリングで斤ってください。 

@警告表示について 

•次の警告び上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファ 
インダー内表示に点灯した場含、被写体び明るすざたり（露出オーバー）暗すざたりして 
(露出アンダー)、カメラの制御範囲を超えています。む下のよラに対応してください。 

■ K : : ND (光量調節用）フィルター（別売）を使用してください。 

- io : スピードライト（別売）を使用してください。 

プ□グラム線図について 

• プ□グラム線図はプ□グラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたちのです。 


• フイルム感度に応じた測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

•マルチパターン測光では、 ISO ]0日の時161/3を越える EV 値では、全て16;/3として制 
御されます。 

CSMb 1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段 
に変更できます（田 P .9 日)。 


イ ぶ ぶ 16 2 2 
の帷脚化 W ののの牌 

(絞り) 


操作の詳細 
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各露出モードによる撮影 -つづき一 


■ 5:シャツター優巧才ート 


撮影者がシャッタースピード （3 日秒〜1/8000砂、X)をセットすれば、絞 
りはカメラが自動制御します。スポーツシーンの撮影などで被写体の動きを 
速いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッタースピードで強 
調するなど、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 

- CPU レンズ装着時のみ使用できます。 





2 


露出モードボタンを巧しなび6、メインコマン 
ドダイヤルで露出モードを S にセツトしまず。 


メインコマンドダイヤルでシャッタースピード 
(30 秒〜 1/S000 秒、X)をセットしまず。 



憤図をミ夫め、ピントををわせて攝影します。 


P buib び点滅した場合について 

•露出モードを 巧 （マニュアル）にして buib にセットした後、 huib を解除しないで 
S (シャッター優先オート）にセットすると、 buib 表示び点滅してシャッターはをれ 
ません。 S で撮影する場合はメインコマンドダイヤルを回して buib 政外のシャツター 
スピー ドにセツ 卜してください。 
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E シャッタースピードの□ジクについて 

• 操作手順の2でセットしたシャッタースピードを □ 

ックする場合は、コマンド□ックボタンを巧しな 
び5、メインコマンドダイヤルで上面表示パネル 
およびファインダー巧表示にシャッタースピード 
□ックマーク田を点灯させます。背面表示パネル 
(詳細表示時および拡大表示時）にはシャッタース 
ピードび反転表示されます。解除する時は、コマ 
ンド□ックボタンを押しなび5;>< インコマンドダ 
イヤルでシャッタースピード□ックマーク田を消 
なさせてください。 

E レンズの絞りリングについて 

• G タイプし处外の CPU レンズの絞り U ングび最小絞りにセットされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧£び点滅し、シャッターびをれません。 

^巧 CPU レンズ巧刷きについて 

•非 CPU レンズを装着すると、露出モードを自動的に A (絞り優先オート）に切り換えて 
制御します。この堤含、上面表示パネルの S び点滅して警告し、ファインダー内表示に 
只び点灯します。「レンズ情報」 （5SP.149) でレンズの開放絞り値を設定した場合は、 
上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー 
内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセットは可能 
ですび、表示は1段単位にな0ます。開放絞り値を設定しない場含、絞り値表示び開放 
からの絞り段数表示（例：^?[開放から2段の場合])となりますので、絞りのセット 
と確認は、レンズの絞り U ングで巧ってください。 

P 警告ま巧について 

•次の警告び上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に点なした場合、被写体び明るすざたり（露出オーバー）暗すぎたり 
して（露出アンダー)、力;><ラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダーの 
量を示す露出インジケーターび表示されます)。し iTF のよラに対応してください。 

■ K ::シャッタースピードをより高速側にセットし、それでを警告表示び消えない時は、 
ND (光量調節用）フィルター（別売）を使用してください。 

- io :シャッタースピードをより低速側にセットし、それでを警告表示び消えない時は、 
スピードライト（別売）を使用してください。 

CSMb 1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時およびま広大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/吕段または1段 
に変更できます（曲 P . 日白)。 

CSMf 4 :サブコマンドダイヤルでシャッタースピードのセットび行えるよラに変更できます 
(田 P.1 11)。 



操作の詳細 


的 



各露出モードによる撮影 -つづき一 


■ g : 絞0優巧才ート 


撮影者が絞り（最小絞り〜開放絞り）をセットすれば、シャッタースピード 
はカメラが自動制御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすなど、 
被写巧深度（ピントの含ラ前後の範囲）を優先した撮影に最適です。また、 
スピードライト撮影時には、絞りを変えることにより調光範囲の変更ち巧え 
ます （SHP.16 日)。 




サブコマンドダイヤルで絞0 (最ル絞り〜開放 
絞り）をセットしまず。 




«図をミ夫め、ピントををわせて攝影します。 
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^ 絞りの□ックについて 

• 操作手順の2でセットした絞りを□ックする場合 
は、コマンド□ックボタンを巧しなび弓、サブコ 
マンドダイヤルで上面表示パネルおよびファイン 
ダー内表示に絞り□ックマーク田を点なさせま 
す。背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示 
時）には絞りび反転表示されます。解除する時は、 
コマンド□ックボタンを巧しなび b サブコマンド 
ダイヤルで絞り□ックマーク田を消灯させて<だ 
さい。また、レンズを取り外した場合を解除され 
ます。 



E レンズの絞りリングについて 

• G タイプし处外の CPU レンズの絞り U ングび最小絞りにセットされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧£び点滅し、シャッターびをれません。 

P 巧 CPU レンズ巧巧時について 

•非 CPU レンズを装着時に、「レンズ情報」 （阳 P.149) でレンズの開放絞り値を設定し 
た場合は、上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞り U ングによる中間絞りのセ 
ットは可能ですび、表示は]段単位にな0ます。開放絞り値を設定しない場合、絞り値 
表示び開放か 5 の絞り段数表示（例：^ Ff [開放か 52 段の場合])となりますので、絞 
りのセットと確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 

P 警告ま巧について 

•次の警告び上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に点灯した場合、被写体び明るすぎたり（露出オーバー）暗すぎたり 
して（露出アンダー)、カメラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダーの 
量を示す露出インジケーターび表示されまず)。し iTF のよラに対応してください。 

■ K i :より大きい数値の絞りにセットし、それでも警告表示び消えない時は、 ND (光 
量調節用）フィルター（別売）を使用してください。 

- io :よりルさい数値の絞りにセットし、それでち警告表示び消えない時は、スピード 
ライト（別売）を使用してください。 

CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および}広大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段 
に変更できます（田 P . 日日)。 

CSMf4 : メインコマンドダイヤルで絞りのセットを行えるように変更できます（の P.1 11 )。 

また、 G タイプ LU 外の CPU レンズ装着時に、レンズの絞りリングでのみ絞りのセッ 
卜を行えるように変更できます（の P .112)。 



各露出モードによる撮影 -つづき一 


■け；マニュアル 


シャッタースピード （ buLb 、 30秒〜]/80日0秒、 X )も絞り（最ル絞り〜 
開放絞り）ち、撮影者が自由にセットできるので、上面表示パネルまたはファ 
インタ‘一内の露出インジケーターを見なが5、撮影状況や目的に合わせた震出 
ミ关定ができます。長時間露出（バルブ）ちこのモードでセットします。 



露出モードボタンを巧しなび6、メインコマンド 
タイヤルで露出モードをけにセットし、構回を巧 
めまず。 



露出イジジケーターを確認しなび5、シャッター 
スピードと絞りをセットしまず。 

•シャッタ_スピ_ド （ buLb 、 3曰秒〜1/8日日0秒、 
X )は方インコマンドダイヤルでセットし、絞り 
(最ル絞り〜開放絞り）はサプコマンドダイヤルで 
セットします（どち日を先にセットしてもかまいま 
せん)。 

• シャッタースピードを buib にセットすると長時 
間露出（バルブ）撮影（田 aP .82) となります。 



憤図を巧め、ピントををわせて攝影します。 


P シャッタースピードと絞りのロックについて 

•セットしたシャッタースピードと絞りはそれぞれ□ックでをます。シャッタースピード 
の□ック方法は P . 日9の「シャッタースピードの□ックについて」を、絞りの□ック方法 
は P .71 の「絞りの□ックについて」をご覧ください。 
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^ 語出インジケーターについて 

• 露出インジケーターの見方は政下のとおりです（例：上面表示パネル)。 
-力;><ラの測光範囲を超えると、露出インジケーターび点滅警告します 


菌出植のステップび 

1/3巧の場合 

菌出植のステップび 

1/2巧の場合 

菌出帽のステップび 

1おの場合 

適正藍出の巧態 

適正露出の巧態 

適正露出の状態 

+ . 0 — 

+ . 0 — 

+ . 0 — 

T 

T 

T 

吕 /3 段アンダーの状態 

1/2 段アンダーのげ態 

3 段切上アンダーの状態 



+ - - 0 - ^ 

11111 

liii 

1111111111111111111 

3 段が上オーバーの状態 

1/2 段オーバーの状態 

1 段オーバーの状態 

+ . 0 . - 

+ .0. — 

+ . 0 . — 

ィ1111111111111111111 

nil 

1111111 


P レンズの絞りリングについて 

• G タイプし处列の CPU レンズの絞り U ングび最小絞りにセツトされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧 E び点滅し、シャッターびをれません。 


因巧 CPU レンズ巧用時について 

•非 CPU レンズを装着時に、「レンズ情報」 （の P .149) でレンズの開放絞り値を設定し 
た場合は、上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞り U ングによる中間絞りのセ 
ットは可能ですび、表示は]段単位にな0ます。開放絞り値を設定しない場合、絞り値 
表示び開放か5の絞り段数表示（例 ：^ Ff [開放か52段の場合])となりますので、絞 
りのセットと確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 

AF マイク□レンズ装着時の露出倍数について 

• AF マイク□レンズをこの力；>^ラに装着して、が部露出計の測光値を参考に絞りをサブコ 
マンドダイヤルでセットする場合、露出倍数を考慮する必要はありません。レンズの絞 
り U ングでセッ ト する場含のみ、露出倍数を考慮した補正び必要となります。 

CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および}広大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/吕段または1段 
に変更できます （田 P . 白白)。 

CSMb5 :露出モードび巧（マニュアル）の時に、通常 30 砂まで設定できる低速側のシャッ 
夕ースピードを、最長 30 分まで延長できます （の P.100)。 

CSMf4 :シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセットをメインコ 
マンドダイヤルで巧えるように変更できます （田 P .111)。 また、 G タイプ LU 外の 
CPU レンズ装着時に、レンズの絞りリングでのみ絞りのセットを行えるように変 
要できます （曲 P .1 12)。 


操作の詳細 
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AED ック撮影 


AE □ック撮影は、撮影画面巧の露出を合わせたい部分をスポット測光などに 
より測光し、 AE/AF □ックボタンを巧してその露出をカメラに記憶させて、 
そのまま構図を変えて撮影するち法です。露出モードは巧（マニュアル ）LU 
外にセットしてください。 


1 測巧モードをスポット測巧または中巧部重点測 
巧にセットしまず。 

• マルチパターン測光は充分な AE □ックの効果び期 
待でをないため、おすすめでをません。 


2 露出ををわせたい部分にフォーカスエリア（ス 
ポット測光時）または画面中央部（中央部重点 
測巧時）を重ね、シャッターポタンを半押しし 
たまま AE / AF □ックボタンを巧して、ピント表 
巧 ♦ の点灯を巧詔しまず。 

• AE / AF □ックボタンを押すと、ファインダー巧に AE 
□ック表示 AE-L び点灯します。 





AE / AF □ックポタンを巧したまま、指回を巧 
めて撮影しまず。 

• AE □ック中は、測光モードダイヤルを切り換えて 
を測光モードは変わりません CAE □ックを解除 
[ AE / AF □ックボタンから指を離す]すれば変わ 
ります)。 
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E 測巧モードごとの記憶される露出 

• スポット測光時： 

■シングルエリア AF モード時 （ aSP . 己4)、ダイナミック AF モード時 （0 BP . 己4)、マニ 
ュアルフオーカス時 （阳 P . 巨 3) は、選択したフオーカスエリアにホ目当する部分の露 
出び記憶されます（全て CPU レンズ使用時)。 

■グループダイナミック AF モード時 （の P . 已 4) は、選択したフオーカスエ U アグルー 
プ内の中央のフオーカスエ U アに相当する部分の露出び記憶されます （ CPU レンズ使 
用時)。 

■至近優先ダイナミック冉 F モード時 （0 BP . 已己)、非 CPU レンズ使用時 （田 P .41)、 力 
スタムメニュー 化巨：スクリーン補正」 （ SBP .10 日）で 「 BorELU 外」 にセットした 
場合は、画面中央のフオーカスエ U アにホ目当する部分の露出び記憶されます。 

• 中央部重点測光時： 

-画面中央部ゆ1 2 mm の円内の露出び記憶されます。 

E 語出モードごとの AE □ック中にできること 

• P (プ□グラムオート）：プ□グラムシフト （阻 P .6 目） 

• S (シャッ ター優先才ート） ：シャッ タースピードの変更 

• R (絞り優先オート）：絞りの変更 

-いずれち、変更した後の露出表示はそれぞれ制御されるシャッタースピード、絞り値び 
表示されます。 

E オー トフ オー カス時の AE □ック 

•フオーカス□ック ( BHP .60) を同時に行われますので、ピント表示♦の点灯を確認し 
て < ださい。 

CSMC 1 :シャッターボタンの半押しで AE □ックび行えるように変更できます（の P .101)。 
CSMC 2 : AE / AF □ックボタンを巧した時の機能を、下記のように変更できまず（阳 P . 101)。 

-冉 E □ックだけ行われるよラに変更でをます。 

- AE / AF □ックボタンか日指を離してち AE □ックの状態び保持され、シャッター 
をきる、 半押しタイマーび日 FF になる、または再度 AE / AF □ックボタンを巧す 
と解除されるように変更できます。 

- AE / AF □ックボタンか b 指を離しても AE □ックの状態び保持され、半巧しタイ 
マーび日 FF になる、または再度 AE / AF □ックボタンを巧すと解除されるよラに 
変更でをます（シャッターををっても冉 E □ックは解除されません)。 

-フオーカス□ックだけ行われるよラに変更でをます。 


操作の詳細 
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■. 

露出補正とは、カメラが表示する適正露出値を意図的に変えることをいいま 
す。たとえば、被写体にコントラストの強いちのがある場合、カラースライド 
撮影など適正露出の許容範囲（ラチチュード）がルさい時に段階的に露出をず 
らして撮影する場合などに使用します。測光モードは中央部重点測光または 
スポット測光をおすすめします。いずれの露出モードでらセット可能です。 

露出捕正ボタンを巧しなび6、メインコマンド 
ダイヤルで巧正書 （1/3 段ステップで±5段） 
をセットしまず。 

•露出補正ボタンを巧すと、露出インジケーターび 
露出補正インジケーターとして捕正量を表示し、イ 
ンジケーターの0び点滅表示されます。 

•補正量をセットすると、上面表示パネルとファイ 
ンダー内表示に露出補正マーク 因 び点灯します。 
また、上面表示パネルおよび背面表示パネル（詳細 
表示時および拡大表示時）には常に補正量び表示さ 
れます。 

•露出補正ボタンを巧している間、ファインダー巧 
表示の露出補正マークび、+側にセットしている場 
合は F と、一側にセットしてある場合は^と表 
示されます。 

•露出補正を解除する場合は、露出補正ボタンを巧 
しなび5、メインコマンドダイヤルで補正量を日.日 
にセットするか、ツーボタンリセット （田 P .1 己 3) 
を行ってください（電源スイッチを日 FF にしてを 
解除されません)。 


— 1.0 ほ巧正（詳細表示時） 



— 1.0 ほ巧正 


125 F 5.6 旧- 

ISO 1001 の ~ 


露出補正 



構図をミ夫め、ピントをさわせて撮影しまず。 


m スピードライト巧用時に露出巧正を行5と、同時にスピードライトの巧光量を 
巧正されまず 

0露出巧正の目を 

•被写体（人物など）に対して、背景び明るい場合は+側に、背景び暗い場合は一側に補 
正するのび基本です。 

CSMb 2 : 露出補正量のステップを 1/2 段または 1 段に変更できます （の P .9 日)。 

CSMb 3 : コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正が行えるように変更できまず （の P .9 曰)。 
% 































オートブラケティング（自動段階露出) 


オートブラケティングをセットすれば、カメラが表示する適正露出値（露出 
モードが巧[マニュアル]の場含は撮影者がセットした露出値）に対して、 
シャッターをきるごとにセットした撮影コマ数（最大7コマ）まで、セット 
した補正ステップで自動的に露出をずらした（露出補正なしで最大±3段） 
撮影が巧えます。いずれの露出モードでちセット巧能です。 

オートブラケティングポタンを巧しなび6、メイ 
ンコマンドダイヤルで撮影コマ巧を、サブコマン 
ドダイヤルで補正ステップをセットしまず。 

• オートプラケティングボタンを巧している間は、 
撮影コマ数と補正ステップび背面表示;（ネルに表示 
されますので、背面表示パネルで確認しなび日セッ 
卜して < ださい。 

•撮影コマ数を日コマ政列にセットすると、上面表示パ 
ネルとファインダー内表示にオートブラケティング 
マーク回31び点灯し、露出インジケーターびオー 
トブラケティングインジケーターとしてセット状態 
を表示します（ただし、露出モードびけ[マニュア 
ル]の時は上面表示パネルのみびオートブラケティ 
ングインジケーターになります)。また、背面表示パ 
ネルには補正ステップとオートプラケティングイン 
ジケーターび表示されます。 

• 補正ステップと撮影コマ数の組み含わせと撮影順 
序については P .78、 79の表をご覧ください。 

2 構回を巧め、ピントを合わせて撮影しまず。 

•撮影中は補正されたシャッタースピードと絞り値び表示されます。 

P 露出モードび P (プ□グラムオート）の時はシャッタースピードと絞りび 、 S 
(シャッター厦巧オート）の時は絞0び 、 s (絞0優巧オート）と n (マニュア 
ル）の時はシャッタースピードび巧化しまず。 

P いずれの露出モードでを、スピードライト巧巧時は、スピードライトで照6を 
れた主要巧写巧の TTL 調巧レベル （ SB ブラケティング）と、定常巧で照6さ 
れている背景の語出 （ AE ブラケティング）の両方に捕正び行われまず。 

CSMeS :通常は AE ブラケティングと SB ブラケティングが同時に巧われまずが、 AE ブラケ 
ティングのみ、または SB ブラケティングのみに変更できます （の P.107 )。 
CSMe6 :通常、露出モードが n (マニュアル）の場合はシャッタースピードとスピードライトの 
調光レベルが到ヒしますび、 r シャッタースピードと絞り値と調がレベル」、 r 絞り値と調 
光レベル」、 r 調おレベルの別のいずれかが到ヒするように変更できます （の P.10S )。 
CSMeS : メインコマンドダイヤルでオートブラケティングの日 N/OFF を、サブコマンドダ 
イヤルで補正ステップと撮穀コマ数の組み合わせをセットできるよラに変更できま 
す（田 P.108 )。 で 



ブラケティンブ 


パ〕? ンドタイ刊レ 

補正お JIP 

戒〕? ン阮 巧厂 

爆衫 ]? 致 
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オートブラケティング（自動段階露出） 一つづさ一 


■巧正ステップと撮霞コマ数の組みさわせ一賣表 


巧正 
ステップ 

撮影 

コマ巧 

オートブラケティング 
インジケーター はル） 

撮影順を 

(巧巧 設定） 

組みをわせで選が時 
の設定画面* 

]/3段 

両側 

7コ7 

+ . 0隅 . - 

1111111 

日/- 1. 日/-日.7/-日.3/ 
+0.3/+0.7/+1.0 

— 

]/2段 

両側 

7コ7 

+ . 〇熙 . - 

1 1 1 1 1 1 1 

日/-1万/-1.日/-日万/ 
+0.5/+1.0/+ 1.5 

— 

2/3段 

両側 

7コ7 

+ . 〇熙 . - 

1 1 1 1 1 1 1 

0/-2.0/-1.3/-07/ 
+0.7/+1.3/+2.0 

— 

1段 

両側 

7コ7 

+ . 〇熙 . - 

1 1 1 1 1 1 1 

日/-3.日/-2.日/-1.日/ 
+ 1.0/+2.0/+3.0 

— 

]/3段 

両側 
己 ZI 7 

+ . 〇熙 . - 

11111 

0/-0.7/-0.3/ 
+0.3/+0.7 

— 

]/2段 

両側 
己コ7 

+ . 〇熙 . - 

1 1 1 1 1 

0/-1.0/-日.己/ 

+0.5/+ 1.0 

— 

2/3段 

両側 
己コ7 

+ . 〇熙 . - 

0/-1.3/-0.7/ 
+0.7/+ 1.3 

— 

1段 

両側 
己 ZI 7 

+ . 〇熙 . - 

1 1 1 1 1 

0/-2.0/-1.0/ 

+ 1.0/+2.0 

— 

]/3段 

両側 

3コ7 

+ . 〇熙 ..... - 

0/-0.3/+0.3 


<3い 

]/2 段 

両側 

3 コ 7 

+ . 〇哪 ..... - 

日/一日.己/ +0. 己 

I ^ FO.BEl 

<3い 

2/3 段 

両側 

3 コ 7 

+ . 〇禪 ..... - 

日/-0.7/+日.7 


<3い 

1 段 

両側 

3 コ 7 

+ . 〇聊 ..... - 

0/-1.0/+ 1.0 

田曲クけ 

]/3 段 

-側 

2 コ 7 

+ . 〇熙 ..... - 

11 

日/-日.3 


い 

] 店段 

-側 

2 コ 7 

+ . 〇强 ..... - 

0/-日.已 


い 

2/3 段 

-側 

2 コ 7 

+ . 〇頸 . - 

0/-0.7 


い 

1 段 

-側 

2 コ 7 

+ . 〇熙 ..... - 

0/-1.0 

田—"曲 1 り 
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捕正 撮影 オートブラケティング 

ステップコマ巧インジケーター (曲房巧/はル） 


撮該順序 

(初巧設定） 

組みをわせで選が時 
の設定画面* 

日/ +0.3 

田 由 •! 出。 1 

日/ +0 .已 

M 曲 M 出 <3 1 

0/+0.7 

M 由 M 曲 <3 1 

0/+1.0 

畑 i ク ■ 

一日. 3/- 日. 7/ 日 

"り 

-0.5/- 1.0/0 

"り 

-0.7/- 1.3/0 

IMBtaB 11 。 

-1 .日/- 2 .日/日 


+0.3/0/+0.7 

制が <3 " 

+日.己/日/ +1 .日 

財 JB 出。 " 

+ 日. 7/ 日/ +1.3 

H 曲 M 出 <3 " 

+ 1.0/0/+2.0 

田曲ク " 


※：カスタムメニュ ー re 8 ; BKT 設定ち法」（田 P .1 日召）を r 組み合わせで選択」にセット 
した場合、補正ステップと撮影コマ数の組み合わせを選択する時に表示されます。この 
場含、表中 の補正ステップと撮影コマ数の組み合わせは選択することびでさません。 

• 撮影コマ数び2コマしソがの堤合、]コマ目はオートプラケティングインジケーター上の中間 
の補正値か b 撮影され、2コマ目政降はマイナス側か5プラス側へ順番に撮影されまず。 

•補正ステップはカスタム;ニユ ー 化1:露出設定ステップ」（曲 P .99) の設定にかかわ 
5ずセットでさますび、オートブラケティング撮影中に上面表示パネル、背面表示パネル 
(詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー内表示に表示されるシャッタースピー 
ドおよび絞り値は化1:露出設定ステップ」の設定に従って表示されますので、実際に制 
御されているシャッタースピードおよび絞り値と、表示されているシャッタースピードお 
よび絞り値び異なる場含びあります。 


CSMe 7 :補正順序を、マイナス側か！5プラス側へ順番に撮影されるよラに変更でさます 

(BBP.ios )。 
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オートブラケティング（自動段階露出） 一つづさ一 


■オートブラケティングの解除方法 

• オートプラケティングボタンを押しなび5、メインコマンドダイヤルで撮該コマ数を日 
コマにセットしてください（セットした補正ステップは保持されます)。また、カスタム 
六ニュー re 8: BKT 設定方法」 （BHP .108) を 「組み合わせで選択」にセットした場 
合は、；><インコマンドダイヤルで「撮影日 FF」 にセットしてください（セットした補正 
ステップと撮該コマ数は保持されます)。 

• ツーボタンリセット（の P.1 百3)、カスタムメニューの 「C :カスタム切換え」（の P.93)、 
「 R : カスタムリセット」（の P.94)、 化1:露出設定ステップ」または化2:露出補正 
ステップ」の設定変更（田 P.99) を行った場合ち解除されます。 

P オートブラケティングとその他の機能 

• 露出補正（田 P .7 色）が同時にセットしてある場合： 

-両方の補正値び加算されたオートブラケティング撮影び行えます。±3段を超えるオー 
トブラケティング撮影を行ラ場合に便利です。 

• フィルム給送モードを CL りま速連続巻き上げ)、 CH (高速連続巻さ上げ)、 CS (超お速 
連続卷さ上げ）にセットし撮影している場合： 

-シャッターボタンを巧し続けると、セットした撮影コマ数び終了した時点でいったん 
自動的に停止します。ただし、カスタム六ニュー rf 3 :フアンクシヨン卽機能」 
^田ド.110)を 「 BKT 自動連写」にセットすると、ファンクションボタンを巧しなび 
5シャッターボタンを押し続けている間は、セットした撮影コマ数び終了してを繰り 
返しオートブラケティング撮影を行います。 

• フィルム給送モードを S (1 コマ巻き上げ）にセットし撮影している場合： 

-カスタム;ニュ ー け3 :ファンクシヨン部機能」（田 P.1 1日）を 「 BKT 自動連写」に 
セットして、フアンクションボタンを巧しなび日シャッターボタンを巧し続けると、 
セットした撮影コマ数だけ連続撮影を行い自動的に停止します。 

•セルフタイマー撮影時 （0 BP .84) : 

■セットした撮影コマ数のオートブラケティング撮影び1コマずつ行われます。 

P オートブラケティング中にフィルムび終わった場合など 

•フィルム交換後に残りの撮影び行えます。また、撮影中に電源スイッチを日 FF にした場 
合ち再び日 N にすれば残りの撮影び行えます。 

P シャッタースピードの補正び行われない場合について 

• 下記の場合、オートプラケティングによるシャッタースピードの補正は行われません。 
いずれの場合も、カスタムメニュー re 巨：巨 KT 変化要素 J (田 P .108) を「絞り値」、 
「シャッタースピードと絞り値」、または rSB 」 にセットすることにより、絞りまたは 
TTL 調光レベルを変化させたオートブラケティング撮影び可能です。 

■カスタムメニュー化已：シャッタースピード延長」（田 P.1 日日）を roNj にセット 
し、低速側に4日秒政上のシャッタースピードびセットされている場含 
-露出モードび巧（マニュアル）の時に、シャッタースピードび X にセットされている場合 
-スピードライト使用時に、シャッタースピードび bulb にセツトされている場合 
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E 撮影中のオートブラケティングインジケーター表示について 

• 撮影中のオートブラケティングインジケーターは、補正値を示す表示び]コマ撮影する 
ごとに消灯します。 



な正ステップ：1/3段 
撮影コマ巧：両測3コマ0場合 

撮彰コマ巧：一側3コマの場合 

撮影状態 

上面表示パネル 

調表おバネル 
(ノ-巧扇^時） 

上面表示パネル 

背^5^バネル 
(ノ-巧席研き） 

セット時 

+ ■ ■ ■ 0^^ , ■- 

品016 

+ . op ?^..... - 

dm 1" 

1 コマ 撮影後 

+ . . . 0呼. .- 

dm C C 

+ . 〇禪 ..... - 

dm 1り 

2 コマ 撮影後 

+ . . . 0呼，■- 
1 

1^。 

+ . 〇聊 ..... - 

0.? 1 

lasii 1 

3 コマ 撮該後 

+ . . . 0呼. .- 

0.3 

[ a!ii 

+ . . . 0呼. .- 

〇.フ 

lagi 

3 コマ 撮影鶴か 
日約日.5秒鶴 

+ . . . - 

1^ り 1 C 

+ . 〇聊 . - 

1^ 1" 


E 語出補正時のオートブラケティングインジケーター表示について 

• 露出補正時の上面表示パネルおよびファインダー内表示のオートブラケティングインジ 
ケーターは、補正値を示す表示びセットした露出補正量分を加味して表示されます。た 
だし、最大補正値の表示びインジケーターの表示範囲外になる場合は範囲外表示4ま 
たはを表示します。 


露出捕正量 

な正ステップ：1/3段 
撮影コマ巧：両側3コマ0場合 

な正ステップ： 2/3段 
撮影コマ巧：一側3コマ D 場合 

補正無し 

+ . 〇颗 . — 

+ . 〇熙 . — 

Mi 

1 i i 

+ 1.0 

+ . . . n [ n ^ ..- 

+ . 〇禪 . — 

III 

1 1 1 

+ 2.7 

+ . . . — 

+ . 〇颗 . - 

ill 

1 1 1 

-3.0 

+ . op ™. - 

+ . . . oHffl . . _ 


1 1 1> 

-4.0 

+ . . . nOIffl — 

+ . 〇熙 . — 

iii > 

1 1 » 
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長時間露出撮影 


長時間露出（バルブ）は夜景や天体撮影など、30秒を超えるシャッタースピー 
ドで撮影したい時に便利です。シャッターボタンを巧している間、シャッター 
が開いたままになります（兰脚のご使用をおすすめします)。 



露出モードボタンを巧しなび6、メインコマン 
ドダイヤルで露出モードを M にセツトしまず。 

•イルミネーター （巧 P .83) を使用すると、暗い所 
で上面表示(ネルおよび背面表示くネルの表示び見 
やす< な0ます。 




メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを 
buib にセットし、サブコマンドダイヤルで絞り 
をセットしまず。 

• 露出モードを n (マニュアル）にして buib にセッ 
卜した縷 、 S (シャッター優先オート）にセットする 
と、 buLfe 表示び点滅してシャッターはきれません。 
•連続撮影可能時間は、新品 3 V CR 123 A リチウム 
電池を使用して約己時間です。ただし、低温時には 
電池の性能び低下しますので短くなります。 


3 構回をミ夫め、ピントををわせて撮影しまず。 

• シャッターボタンを押すと、押している間はシャッターび開いたままとなります。 
•シャッター ボタンを指で押し続けるかわりに、別売のリモートコード、 MC -3 日ま 
たは MC -3 日などを使用すると手プレを軽減できます （の P . 17 巨)。 

E 長時巧露出時の電源について 

• シャッタースピードを buib にセットして長時間露出撮影をする場合は、撮影中の電池 
切れを防ぐため、新品電池のご使用をおすすめします。また、別売のマルチパワーバッテ 
U —パック M 巨-4日 （田 aP .172) を使巧すると、さ日に長時間の撮影び可能になります。 

CSMbS :露出モードがけ（マニュアル）の時に、通常 30 秒まで設定できる低速側のシャッ 
タースピードを、最長 30 分まで延長できまず （の P.100)。 
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視度調節機能/イルミネーター 


■巧度調節機能 

視度調節機能により、視力に合わせてファインダー内の像を見やす < でさます。 

視度調節ノブを引を上げ、ファインダーをのぞまなび 
6ファインダー巧のフオーカスエリア、またはファイ 
ンダー内表示び最ち鮮明に見える位置まで回しまず。 

•視度調節は一2 .日〜 (近視〜遠視）の間で可能 
です （+ — び水平になる位置び一]. Om-i です）。また、 
別売の接眼補助レンズ （DK-17C ) は一3 .日〜 +2 .日 m-i 
の間で日種類び用意されています （の P.173)。 

n 巧度調節ノブを回ず際のごを 意 

• ファインダーをのぞをなび5視度調節ノブを回す際、目に近い位置での操作となります 
ので、指先やつめで目などを傷つけないよ5に注意してください。 

0接お補®レンズを取り付ける場合 

•接眼補助レンズ（別売）は、付属アイピース DK-17 を 
取り外して取り付けます。 

1. アイ ピースシャッターを閉じ、 アイ ピース□ックを 
解除します①。 

2. 付属アイピースをイラストのように反時計回りに回 
転させ、外します感。 

3. 接眼補助レンズを、イラストとは逆の方向（時計回り）に回転させなび5、ねじ込 
んで固定します。 

4. アイピースシャッターを開を、アイピース□ックをします。 

-取り付ける際はアイピース□ックを解除する必要はありません。アイピースシャッター 
の開閉にかかわ日ず取り付けることびでをます。 

■イル5ネーター _ 

イルミネーターを点なさせると、暗い所で上面表示パネルおよび背面表示パ 
ネルの表示が確認しやす<なります。 

電源スイッチをイルミネーター午まで回ずと、半巧 
しタイマーび作動ずるとともに上面表示パネルおよび 
背面表示パネルにブルーグリーンのイル5ネーターび 
点なしまず。 

• 電源スイッチは指を離すと元の位置に戻りますび、イル 
S ネーターは半巧しタイマーの作動中は点灯し続けま 
す。ただし、シャッターををった 直後には消な します。 





操作の詳細 
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セルフタイマー撮影 


セルフタイマーは記意写真など、撮影者自身ら一緒に写りたい時などに便利 
です。兰脚等を使用し、カメラを安定させてから行ってください。 




給ちモード七レクトダイヤル□ックボタンを巧 
しなび 6、 給送モード七レクトタイヤルを 公に 
セットしまず。 




構図を ミ 夫め、ピントを合わせてシャッターボタン 
を巧しまず。 

•冉 F (オートフオーカス）でピントを合わせる場合 
は、セルフタイマーを作動させる時にレンズ前を体 
でさえぎ b ないよラにミち意してください。 

•セルフタイマーび作動すると、セルフタイマー表 
お LED び8秒間点滅、2秒間点灯して含計10秒後 
にシャッターびをれます。 

•フ オーカ スモードび S (シングル AF ヴーボ）の場 
合でピントび合っていない時など、力;ラのシャッ 
ターびをれない状態ではセルフタイマーは作動しま 
せん。 

•解除するには、給をモードセレクトダイヤルをの 
政がにセットしてください。 

•露出モードび n (マニュアル）の場合でシャッター 
スピー ドび buib にセットされている時は、約 
1/10砂でシヤッターびをれます。 


P アイ ピースシャッターに ついて 

• 適正露出に影響を与える接眼部か日の逆入光を防ぐた 
め、け（マニュアル）がの露出モードで撮影する場合 
は、シャッターボタンを巧す前にアイピースシャツター 
レバーを回してアイ ピースシャッターを閉じてください。 



CSMC 5 :セルフタイマーの作動時間を2秒、己秒、20秒のいずれかに変更できます 

(asp.io2 )。 
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■プレビューボタン 



ファインダーで被写界深度が確認できます。 

ファインダーをのぞをなが6プレビューボタンを巧 
しまず。 

•プレビューポタンを巧し続けると、露出モードび 
P (プ□グラムオート ）、 S (シャッター優先オート）の 
時は制御される絞りまで、露出モードび A (絞り優先 
オート）、口（マニュアル）の時はセットしてある絞り 
まで、レンズの絞り羽根び絞り込まれ、おおよその被写 
巧深度（ピントの合う前後の範囲田 P .38) び確認で 
をます。 

• 別売のスピー ドライ ト S 巨-80 日-白日日 使用時は、モデ 
U ング発光も同時に行われます（困 P .1 己7)。モデ U 
ング発光を行いた<ない場合は、スピードライトの電源 
を日 FF にするか、カスタムメニュー re 4: モデリング 
発光 J を rOFFj にセットしてください （0 SP .1 O 7)。 
• CPU レンズ使巧時は、絞り込む前に AE □ック（田 P .74) 
も同時に巧われますので、そのままシャッターボタンを 
巧して撮影でさます。 


■距離畳準マーク 


距離基準マークは、カメラ内のフィルム面の位置を示しています。 



距離基準マークは撮影距離の基準となるマークで、力 
メラ巧のフイルム面の位置をおしています。接写などで 
カメラか日被写体までの距離を実測する場合、このマー 
クび基準となります。 

レンズ取り付け面（レンズマウント）からフイルム面 
までの寸法（フランジバック）は4日.已 mm です。 


. ーホタン/距離基準マーク 
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ミラーアップ撮影 


望遠レンズ使用時や接写などでミラーによる振動を防止したい場合に、]回目の 
レリーズでミラーをアップさせ、2回目のレリーズで露光を行うことができます。 

I I なをモードセレクトダイヤルロックボタンを巧し 
ながら、 給ちモードセレクトダイヤルを M-UP 
にセットしまず。 


2 構図を巧め、ピントを合わせてシャッターポタン 
を巧し込むと、ミラーアップが態になりまず。 

• S ラーアップ中は、測光値およびピント（オート 
フオーカス時）はミラーアップ直前の状態で□ック 
されます。また、ファインダーによる構図の確認は 
でさません。 

〇 もう一度シャッターボタンを巧し込むとシャッターびきれ、ミラーび戻りまず。 
■ミラーアップ撮影のお除 

•シャッターをきった（撮影した）後に、給送モードセレクトダイヤルを M - UP しが^にセッ 
卜します（ミラーアップ中に M - UP しが^にセットしても解除できますび、自動的に直ちに 
シャッターびされてフイルムび1コマ巻を上げ日れます)。 

• 下記の場合は自動的にシャッターびされてフイルムび]コマ巻さ上げ5れますび、 S ラー 
アップ撮影は解除されません。 

-ミラーアップ状態び約3日秒間続いた時 
-ミラーアップ状態で電源スイッチを日 FF にした時 



P 吉ラーアップ中のごミち意 

• S ラーアップ状態のまま、太陽光にレンズ面を向けて放置しないでください。太陽光び 
レンズ面より直接入射して、シャッター幕び焼けるおそれびあります。特に、大口径の 
望遠レンズを使用する際には注意してください。 

• ミラーアップ状態で R 1 ボタンを巧すと、シャッターびきれて上面表示パネルとファイン 
ダー内表示に Err び点滅し、背面表示パネルに 「 ERR 」 と表示して警告します。シャッ 
ターボタンを巧して警告表示を解除してください（フイルムび]コマ送られますび、フイ 
ルムカウンターは変わりません)。 

リモートコードについて 

•別売の U モートコード、 MC -3 日または MC -3 白などを使用すると、さらに撮該時の振動 
を軽減することびできます （の P .17 日)。 
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ファインダースクリーンの交換 


このカメラには B 型クリアマツトスクリーンが装着されていますび、別売の 
ファインダースクリーン （ U 、 E 、 M 、 J 、 A 、 L 型 BSP . 174) に交換できます。 


1 

mt 

可画 

1 


B 


11 

1 


2 


3 


P スク y —ン補正について 


電源 スイッチを OFF にし、カメラか6レンズを 
取り巧して、スクリーン交換レパーをき巧ピン 
セットで手前に引をまず。 

• ファインダースクリーンび枠ごと下びります。 


ファインダースクリーンの突起部をピンセット 
ではさんで取り出し、装着ずるファインダース 
クリーンを巧に載せます。 

• ファインダースク U —ンは確実に枠の上に載せて 
<ださい。 

カチッと音びずるまで好を巧し上げ、ファイン 
ダースクリーンを固定しまず。 

•ファインダースク U —ン交換の際は、カメラのミ 
ラーやファインダースクリーン面に舰れないよラに 
して < ださい。 

• ファインダースク U —ンは必ず F 己専用のちのを使 
用してください（他機種のファインダースクリーン 
は使用でをません)。 


I 巨型（標準装備）および E 型のファインダースク U —ンを使用する場含やマルチパターン 
測光時は必要ありませんび、巨型および E 型し^外のファインダースクリーンを使用する場 
合は、レンズやテレコンバーター等との組み合わせにより測光値の補正び必要となる場 
合びあります。 九スタ h 乂ニュー 化巨：スクリーン補正」（田 P .1 日日）を 「 BorEW タリ 
にセットして、補正量を設定してください（補正量はファインダースクリーンの使用説 
明書をご覧ください)。 

■巨型および E 型じ ( 外の場含は、補正量び0でち、 「 BorE む外」にセットしてください。 
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シャツターモニター機能 


このカメラは、シャッターをさるごとにシャッタースピードを自動的にチエッ 
クして精度を捕正する、「シャッターモニター機能」を内蔵しています。 

シャッターモニター機能により、シャッタースピードの誤差を最小に抑えて制御ず 
ると同時に、シャッター畐に万一何6かの亮常を巧出した場合には、上面表示パネ 
ルとファインダー巧表示に frr 表示を点滅させて警告しまず。 


盤 


• シャッター精度やシャッター幕の異常を検出した場合は、上記の警告を巧います。この場合、 
再度シャッターををってください。この操作で警告表示びいったん锅除され、撮影は継続で 
きますび、頻繁に警告び表示される場合は、ニコンサービスセンターにご相談ください。 

• 警告び表示された撮影コマは、正常に撮影されていないおそれびあります。 

• シャッターに不具含びある場合でち、ごくまれに警告び表示されない場含びあります。 



游 




















ここでは各メニューの詳細を説明しています。 


■カスタムメニュー [0 BP .92 〜 112] 

•カメラの各機能の働をや セット 内容を、撮影 
者自身の好みに合わせて変更でをます。 


r 

c 細扣!188»みん 

d 绿も.•表示 
e S 目.目 KT 擦お 
f 按作 

R カスウムリわ卜 

a が 

b 露化•測光 

A ： A 

詳細 ブこュ- をで 


■セットアップメニユー [00 P .1 13〜12日] 

•撮影データの記憶に関する設定や、曰時の設 
定を行います。 


曰時巧ち 

年ち日表を設定 


§ モ細ブ ^ ュ-巧で 


■撮影メニユー[の P .12 目〜148] 

•撮影データの写し込み、多重露出撮影、イン 
ターバルタイマー撮影の設定を行います。 


イ戻を .みち!^ 

をま擦を 
ィンタ-バルタが- 


■レンズ情報[田 P .149 〜 151] 

• 非 CPU レンズの焦点距離および開放絞り値の 
設定を行います。 


イちる ぶ定> 


レンス Nci . 
慢正. 


50 F1. 


■言語 （ Language ) [の P . 1 52] 

• 背面表示パネルに表示される表示言語の設定 
を行います。 


ィ戻る 決定 ► 

Oeutsch 中文 
English (f 司イ本 J 

Espaho I ■正ま 
Franca IS_ 


韵 


















メニューの操作 (さメニュー共通) 



メニュー画面では、マルチセレクターの▼または▲で反転表示されている部 
分を移動させて項目を選択し、 ► (またはマルチセレクターの中央部）を巧 
して設定またはミ夫定を行います。 

■ y ニユーの設定方ミち（例：カスタムメニュー ra 3: グループダイナミック AFJ の場合） 
i 電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表示させまず。 


セットアッブメニュ- 
廣彭タニ： L- 
レンズ情報 
豈琵 （Language) 




2 


• マルチセレクターび□ックされている場合は、□ックを解除してください。 

設定したいメニューを表示をせまず。 



セットアバメニュ - 
擦ぉか 
レンス情報 
言0さ （Language) 




カスタム 1,1 セット 
a AF 

露お•測化 


3 


• マルチセレクターの▼または▲で設定したいメニューを選択し、►を巧すと選択した 
メニュー画面び表示されます。 

設定したい巧目を表示をせまず。 



C カスタム切撰え 


1 MBga の " 民 おか 

R カスタムリセット 

主 

2 AF-S モ- ドの懷先 

a 

W 

3 ブル-ブタイナミックが 

b 露化•測光 


4 キ巧しが犯勤 

詳細メこユ-表で 


レソース 


• ▼または▲で設定したい項目を選択し、►を巧すと選択した項目の詳細（サブメニュー) 
び表おされます。 


4 


設定したい機能を表示させまず。 



1 AF- な-ドの優先 

2 AF-S モ-ドの場先 

3 

4半巧しが郎動 


狀ン1(中央 H ^) 


バタ-ン1(や决暖先） 


バタ-ン1(至近優先） 
バタ-ン2(中央優先） 


▼または▲でサブメニューの中か日セツトしたい機能を選択し、 
卜内容び表示されます。 


►を巧すと機能のセツ 
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• カスタムメニュー 「 a 已：フオーカスフレーム設定」およびけ4 :コマンドダイヤル設定」 
の場含、さらにサプメニューびあります。 


5 


煤能を設定します。 




バタ-ン1(中央優先） 
パタ-ン1(至ぶ優先） 


夕-ン2(や央僖先） 



1 AF- な-ドの優先 
2 AF-S モ-ドの優先 

4半巧しが跑動 
バタ-ン2(申巧樓先） 


• ▼または▲で設定したいセツ ト 内容を選択し、►を巧すと機能のセツト内容び決定し 
て、手順3で選択したメニュー画面に戻ります。 


P 設定を終了します。 

U •イを巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。 


P メニュー画面について 

• ；>^ニュー画面内の表示は、それぞれ政下の事項を表しています。 


が I 


わトア ッブメ ニ： L - 
爆おメニュ- 
レン X 情 幸辰 
夏-薄（し anguage) 


梅 




•* 化/が日‘ソク，タィ?- 

e S8.BKT 撮お 
f 操が_ 


め!詳細メこ: L - 表示 




|6 フォ-カス I 巧情璋 
縱位這 AF-ON ミ0 
18 M/A 設定 
め!詳細夕こ: L - 表示 



①： メニューの 階層[^] 

ニュー 画面上部にある横線の本数は、 メニューの 階層 
を表しています。本数び多いほど深い階層になります。 
感： サブメニュ ー/ 選 巧項目 [►] 

選択している項目のち側に表示されている►は、サブ 
メニューまたは選択項目びあることを表しています。 
感： 初期設定むがの設定[本] 

項目の左側に表示されている 本は、 初期設定政がに設 
定されている項目を表しています。 

④： 設定状態 

選択している項目の設定状態び、メニュー画面の下部 
に表示されます。ただし、選択している項目にサブメ 
ニューびある場合は、 「詳細 メニュー 表示」 と表示さ 
れます。 





カメラの各機能の働きやセツト内容を、撮影者自身の好みに合わせて変更で 
さます。 

■カスタム y ニュー 頂 目 一覧 


C 而も畑"^^ HT 

r Mm 口! iffiB か A 

R カスタムリセット 
a AF 

b 露化•測光 

d 攘彩 • 表を 
e SB •目 KT 捧お 
f 操作 

fl ： fl 

詳細メこュ-を示 


• a 〜 f のを項目にそれぞれサブメニューびあります。 


カスタムメニュー頂目 

の 

C 

:カスタム切換え 

P .93 

R 

:カスタムリセット 

P .94 

a 

: AF 



a] 

AF-C モードの優先 

P.96 


a2 

AF-S モードの優先 

P.96 


a3 

グループダイナ S ック AF 

P.96 


a4 

半押し AF 駆動 

P.97 


a 己 

フオーカスフレーム表巧 

P.97 


a 巨 

フオーカスエ U ア循環 

P.98 


a7 

縦位置 AF-ON 卸 

P.98 


aS 

M/A 設定 

P.98 

b 

:露出-測光 



bl 

露出設定ステップ 

P.9 白 


b2 

露出補正ステップ 

P.99 


b3 

露出補正簡易（設定） 

P.9 白 


b4 

重点測光範囲 

P.100 


b 己 

シャッタースピード延長 

P.100 


b 白 

スクリーン補正 

P.100 

c 

: AE/AF □ック.タイマー 



cl 

半す甲し冉 E □ック 

P.101 


c2 

AE-L/AF-L 卸 

P.101 


c3 

AF-ON - AE-L 卸 

P.102 


c4 

半押しタイマー 

P.102 


c 己 

セルフタイマー 

P.102 


カスタムメニュー頂目 

巧 

d 

:撮影.表ル 



dl 

フイルム自動空送 

P.103 


d2 

自動巻さ戻し 

P.103 


d3 

フイルム U —ダー残し 

P.103 


d4 

フイルム終端コマ 

P.104 


d 己 

M 巨- 4 日 CH コマ速（変更） 

P.104 


d6 

DX 警告表示 

P.104 


d7 

背面情報表示 

P.10 己 


服 

写し込み濃度 

P.10 已 


d9 

M 己- 4 日電池（設定） 

P.10 己 

巨 

: SB- BKT 撮影 



el 

同調速度変更 

P.106 


e2 

SB 時低速制限 

P.10 白 


e3 

SB 絞り連動 

P.107 


e4 

モデ U ング発光 

P.107 


e 己 

オート巨 KT のセット 

P.107 


e6 

巨 KT 変化要素 

P.108 


e7 

巨 KT 補正順序 

P.108 


e8 

BKT 設定方法 

P.108 

f 

:操作 



fl 

中央節の機能 

P.109 


f2 

マルチセレクター起動 

P.109 


f3 

フアンクシヨン茹機能 

P.1 10 


f4 

コマンドダイヤル設定 

P.1 11 


巧 

節設定方法 

P.1 12 
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■カスタムメニユー頂目の詳細 （太宇は初期設定) 


C： カスタム切換え _ 

カスタムメニュー a 〜 f の機能を、操作しやずいよ5にを更した設定の組み合わせを、 
rAJ 、 TBJ 、 に J 、 TDJ に記憶させておくことができ、化要に応じて一巧して簡単 
に巧び出ずことびできます。また、 TAJ 、 TBJ 、 rcj 、 TDJ には、それぞれ巧致 I き 
でち前をつけることびでをまず。 


[セット内容] 

A :カスタムを A にセットします。 
B :カスタムを B にセットします。 
C :カスタムを C にセットします。 
D :カスタムを D にセットします。 


•希望する設定状態を記憶させているカスタムを 「 A 〜 D 」 の中か5選択し、►を巧すと 
「名称の変更」画面び表示されます。名称の変更を行わない場合は、さ日に►を巧してカス 
タムを決定します。名称の変更を行ラ場合は下記の r 名称の変更方法」をご覧ください。 



■ちがのを更方法 

カスタムのち称はそれぞれ6文きの巧教字、アルファベットの大文字 （ A 〜 Z ) と教字 
(0-9) で名前をつけることびできます。また、空白{スペース）ちほ用できます。 

•反転表示を▼または▲で「しない」か5「 A 」 に移動させ、 
►を巧すと、左か b ] 文字目び反転表示されます。 

• 反転表示されている、 ] 文字目を▼または▲で設定します。 

• ►を押して「2又字目」〜「6文字目」を順次反転表示させ、それ 
ぞれ設定します。 

• 「己文字目」の設定後、►を押すと名前とカスタムび確定し、カス 
タム;ニュー画面に戻ります。 

E カスタムメニューの設定内容を巧更してち、その時選}只されているカスタム 
( A 〜 D のいずれか）における設定のみ巧更され、化のカスタムの設定はを更さ 
れません。 


m カスクム切換え m 
\ を称の変更 

◄房; 

b ホ疋^ 


[ B 9 il 

A ； 

A 


カスタム A の場を 


gj カスタムメニューの設定内容を密更した場さの表示について 

•選択されているカスタム （ A 〜 D ) の設定内容び初期設定か曰変更 
されている場合は、背面表示パネルにカスタム表示(側： 画 a 
[カスタム A の場合])び表示されます。 


ISO 

r 

100 随 

化 

mm\i 

I n I 
iF-S 







R: カスタムリセット 


カスタムメニューの設定内容を初期設定に戻ず場合に使用しまず。 還 おしている力 
スタム （ A 〜 D のいずれか）の設定内容のみびリセットされまず。 

[セット内容] 

しない：カスタムをリセットしません。 

ずる：カスタムをリセットします。 


• U セットしたいカスタムを 「 A 〜□」の中か日選択し、►を押すとカスタム U セットの確 
認画面び表示されます。 

• 「する」を選択し、►を巧すと U セットされます。 

■各 I 頁目の初期設定 一覧 


カスタムメニユー頂目 

初期設定 

a 

: AF 



al 

冉 F - C モードの優先 

レリーズ 


a 2 

冉 F - S モードの優先 

フォーカス 


a 3 

グループダイナ S ック AF 

パターン](中央優先） 


a 4 

半巧し AF 駆動 

ON 


a 已 

フォーカスフレーム表巧 



MF 時表示 

ON 



連写時表示 

ON 



選択時表示時間 

日.2秒 


a 己 

フオーカスエ U ア循環 

OFF 


a 7 

縦位置 AF - OI \ l 卸 

AF-ON 


aS 

M / A 設定 

AF 駆動しない 

b 

:露出-測光 



b 1 

露出設定ステップ 

1/3段 


b 2 

露出補正ステップ 

1/3段 


b 3 

露出補正簡易（設定） 

OFF 


b 4 

重点測光範囲 

ゆ1 2 mm 


b 已 

シャッタースピード延長 

OFF 


b 己 

スク U —ン補正 

OFF 


◄戻る 


カスタムリセット 


決疋^ 


A ： 


しなし、 


する 
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カスタムメニュー項目 

初期設定 

C 

: AE/AF □ック.タイマー 



cl 

半す甲し AE □ック 

OFF 


c 2 

AE 丄 / AF-L 節 

AE - L / AF-L 


c 3 

AF-ON • AE - L 卸 

変更しない 


c 4 

半押しタイマー 

8秒 


c 5 

セルフタイマー 

1 日秒 

d 

• 撮影 • 表ル 



dl 

フイルム自動空送 

裏ぶた閉じ操作 


d 2 

自動巻を戻し 

フィルム終端検出時 


d 3 

フイルム U —ダー残し 

OFF 


d 4 

フイルム終端コマ 

OFF 


d 己 

M 巨- 40 CH コマ速（変更） 

8コ7 


d 6 

DX 警告表示 

空送り後 


d 7 

背面情報表示 

ノーマル画面 


服 

写し込み濃度 

0 


d 9 

M 己-40電池（設定） 

単3形アルカ U 

巨 

: SB.BKT 撮影 



el 

同調速度変更 

1/250 


e 2 

SB 時低速制限 

1/60 


e 3 

SB 絞り連動 

OFF 


e 4 

モデリング発光 

ON 


e 己 

オート目 KT のセット 

A 亡. S 巨プラケティング 


e 6 

己 KT 変化要素 

シャッタースピード 


ら 1 

己 KT 補正順序 

初期設定 


eS 

己 KT 設定方法 

補正値とコマ数選択 

f 

:操作 



fl 

中央卸の機能 

AF エ U ア中央1」セット 


を" 

マルチセレクター起動 

半押し起動しない 


百 

フアンクシヨン卸機能 

FV □ック 



1 ] マンドダイヤル設定 1 



回転方向 

ノーマル 



メインとヴプ入操え 

OFF 



絞り値設定 

サブコマンドダイヤル 



メニューでの使用 

OFF 


忘 

卸設定方法 

デフオルト 



a1 : AF-C モードの優巧 阳 P.50 

レリーズ厦巧のコンティニユアス AF サーボを、レリーズ優巧でちピントを合わせる 
ために化要に応じてフィルム巻上げ速度を落とず巧態に巧更でをまず（ほ輝度菜件で 
モ測驱動ずる場合などに効果的でず)。また、ピントび合っている時のみシャッター 
がきれるよ5にフオーカス匿巧にも変更できまず。 

[セット内容] 

レリーズ ：シャッターボタンを巧すとシャッターが 

きれまず。 

レリーズ/フオーカス：シャッターボタンを押すとシャッターが 
きれまずが、できるだけピントが合ラよ 
ラにが要に応じてフィルム巻上げ速度を 
落とします。 

フオーカス ：ピント表示 ♦ が点灯するまでシャツ 

ターはされません。 



レリ-ス/7ォ-カス 
フホ-カス 


a 2 : AF-S モードの優巧 


困 P .50 


フォーカス優巧のシングル AF サーボを、レリーズ優巧に巧更でをまず。 

[セット内容] 

フォー カス：ピント表示♦が点！丹するまでシャッターはきれま 
せん。 

レリーズ：シャツターポタンを巧ずとシャツターがされまず。 




イ戻る 

ホ定> 

フォ-カス 


レリ-齐 



百3: グループダイナ S ック AF 


SBP .54 


フオーカスエリアグループの組み合わせをを更でをまず。 



み定> 


バタ-ン1(中央優先） 


バタ-ン1(まぶ優先） 
バタ-ぶ（中央優先） 



バタ-ン2(至近優巧） 


[セツト内容] 

パターン1冲巧優先） 

パターン1(至近優先) 
パターン2 (中央優先) 
パターン2 (至近優先) 


パターン1(中央優先）にしまず。 
パターン！（至近優巧）にします。 
パターン2 (中央優巧）にします。 
パターン2 (至近優巧）にします。 


• フオーカスエ U アグループの組み合わせについては P . 己己をご覧ください。 
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a 4 :半}甲し AF , 駆動 阳 P .32、 51 

シャッターボタンの半がしではオートフォーカスび作動しない { AF 作動ボタンの操 
作でのみ作動）ようにを更できまず 

[セット内容] 

ON : シャッ ターボタンの半巧しでも才ートフ ォー カスが作動し 
ます。 

OFF : AF 作動ボタンのみで才ートフ オー カスが作動します。 



◄ちる 巧走> 


m 


lOFF 


a 百：フオーカ A フレーム表巧 _ BBP.sg 

マニュアルフォーカス時や連写時に、ファインダー内のフォーカスフレームび点な 
しないよラに巧更でさまず。また、フォーカスエリア還択時のフォーカスフレーム 
点灯時巧を 0.2 砂または1巧のいずれかにセツトできまず 



速写時表示 
遽巧時表示時間 


I 师 


[セツト内容] 
MF 時表示 


連写時表示 


マニュアルフォーカス時、シャッターボタンを半 
押しした時にファインダー内のフ オーカ スフレー 
ムを点灯させるか、させないかを選択しまず。 
連続巻さ上げ撮影時にファインダー内のフォー 
カスフレームを点丹させるか、点巧させないか 
を選択しまず。 


選巧時表示時間：フオーカスエリア選択時のフォーカスフレーム 
点灯時間を選択しまず。 


a 5-1 : MF 時表示 



MF 時表示 


ON 


OFF 


[セット内容] 

ON :マニュアル フォー カス時にファインダー内の フォー カスフ レー 
ムを点灯させまず。 

OFF :マニュアル フオー カス時にファインダー内の フオー カスフ レー 
ムを点灯させません。 



a 5-2 :連写時表示 

[セツト内容] 

ON :連続巻さ上げ撮影時にファインダー内のフオーカスフレーム 
を点灯させます。 

OFF :連続きさ上げ撮影時にファインダー内のフオーカスフレーム 
を点灯させません。 



逢写時表示 


ON 


OFF 
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a 5-3： 選が時表示時巧 



邊巧時表ち時巧 


0. 2お，' 


[セット内容] 

0.2 巧：フォーカスフレームの点灯時間を約 0.2 秒にします。 

1砂：フォーカスフレームの点灯時間を約1秒にします。また、 
オートフォーカスが作動している間、選択したフォーカス 
エリアのフレームが点滅し続けまず。 


a 白：フオーカスエ U ア循環 _ BBP .5 g 

マルチセレクターの巧ず位置ををえることなく反対側のフォーカスエリアの還択ぴ 
可能になる循廣方式に巧更でをまず。 

[セット内容] 

OFF :フオーカスエリアの選択を循環方式にしません。 

ON :フオーカスエリアの選巧を循環方式にしまず。 



◄戻る_み走 ► 


的 


ON 


a 7 :縦位置 AF - ON 茹 


田 P .172 


マルチパワーバッテリーパック MB -40 (別壳）の織位置 AF 作動ボタンの煤能を、 
AE/AF ロックボタンの機能に巧更できまず。 



AE - L / AF-L 


[セツト内容] 

AF-ON : AF 作動ボタンとして機能します。 
AE - L / AF-L : AE / AF □ックボタンとして機能しまず。 


• rAE - L / AF - Lj にセットした場合、カスタムメニュー re 吕： AE 丄 /AF 丄卽」（田 P .101) 
の設定状態で機能します。 


a 目： M / A 設定 


田 P . S 3 


装着している AF - S レンズまたは AF - I レンズを M / A モードにセツトし、カイラの 
フォーカスモードをマニュアルフォーカスにセツトした場合でち、オートフオーカ 
ス撮影がでをるよ5にを更でをます。 



◄ちる_みち ► 


臣 F 祀動しない 


AF - C モ-ド AF 駆動 
AF - S モ-ド AF 駆動 


[セツト内容] 

AF 駆動しない 
AF - C モード AF 駆動 

AF - S モード AF 駆動 


マニュアルフォーカスになりまず。 

コンテイニュア ス AF サーボでオー トフ ォー 
カス撮影ができまず。 

シングル AF サーボ で才ートフオーカス撮 
影ができます。 
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bl :露出設定 ステ ジプ 田 P . ち6、ち曰、70、72 

通甫1/3段ステップで設定、表示されるシャッタースピードと絞りを、1/2段ステ 
ップまたは1段ステップに変をできまず。 

[セット内容] 

1/3段：1/3段ステップで設定、表示します。 

1/吕段：1/吕段ステップで設定、表示します。 

1段：1段ステップで設定、表示します。 



ィ戻;る ホ走> 


防お 


1/2段 
1段 


b 2: 露出捕正ステップ 


SBP .76 


通甫1/3段ステップで設定される露出捕正を、1/2段ステップまたは1段ステップ 
で設定でさるよ5にを更でをます。 



1/3段 


1/2 IS 
1段 


[セット内容] 

1/3段：1/3段ステップで設定しまず。 
1/吕段：1/吕段ステップで設定しまず。 
1段：1段ステップで設定します。 


b 3： 露出巧正簡易（設定) 


SBP .76 


露出補正ボタンを巧さな < てち、. 口 {プ□グラムオート）時 、 S (シャッター優巧オー 
卜）時はサブコマンドダイヤル、只{絞り優巧オート）時はメインコマンドダイヤル 
のみで露出補正びセツトでまるよ5にを更でをまず。 



[セット内容] 

OFF :露出補正ボタンとコマンドダイヤルで露出補正をセットし 
ます。 

ON :コマンドダイヤルのみで露出補正がセットできます。 


•露出モードび n (マニュアル）政外の場含、 「 ON 」 にセットすると、上面表示パネルおよ 
びファインダー巧表示には常に露出補正インジケーターび表示され、インジケーターの0 
び点滅表おします（カメラの制御範囲を超えた場合、インジケーターの0び点灯に変わり、 
同時にオーバー、アンダーの量を示す露出インジケーターび表示されます)。また、巧（マ 
ニュアル）時は roN 」 にセットしても機能しません。 

•カスタムメニューけ4 :コマンドダイヤル設定」 （ BBP . lll ) の「メインとサブ入換え」 
を 「 ON 」 にセットしてある場合は、それぞれ操作するダイヤルび P (プ□グラムオート） 
時を除を逆になります。 














b 4 : 重点測光廚囲_田 P . 已 5 

中央部重点測巧時の、画面中央の重点測光轟囲{重点度75%)をををできまず。ま 
た、画面を化の平巧測巧にらお更でさまず。 

[ セツト内容 ] 

08 mm : 重点測光韓囲をや 8mm にしまず。 

♦ 12mm : 重点測光韓囲をや 1 吕 mm にします。 

¢1 已 mm : 重点測光範囲を 0 1 已 mm にします。 

02Omm : 重点測光範囲を 020 mm にします。 

平均測光：画面全体を平均測光しまず。 


◄戻る 


み疋^ 


み 8mm _ が 0mm 
KI ■平均測光 I 
や 15mm 


b 已：シャツタースピー ド延長 _の P .7 g 

露出モードび む （マニュアル）の時に、通甫30巧まで設定できる低速側のシャッター 
スピードを、最長30分まで延長でをまず。 

[ セット内容 ] 

OFF : 延長しません。 

ON : 延長しまず。 


• rONj にセットしたときに 3 日秒を超えるシャッタースピードの設定はメインコマンドダ 
イヤルで次のよラに延長で去ます。 

40 秒已〇秒 1 分 1 .已分 2 分 3 分 4 分 已分 

色分 S 分 10 分 13 分 1 己分 20 分 2 已分 30 分 

■上記のシャッタースピードをセットした場合は、オートブラケテイングによるシャッター 
ス ピー ドの補正は行われません。 また、露出インジケーターは消灯します。 



b 白：スブリーン捕正_困 P .87、 174 

巧用ずるファインダースクリーンやレンズ、テレコンバーター等により測光値を捕 
正ずるが妄びおる場合に補正量を設定しまず。 

[ セツト内容 ] 

OFF : 補正しません。 

BorEJii が：補正しまず。 


帖 F 


8orE.L リ外 補正 


•補正量の設定方法は次ページの r 補正量の設定ち法」をご覧ください。 

•使用するファインダースクリーンび巨型および E 型政がの場合、補正量び 0 でを、 「BorEU 
タリ にセツ ト して<ださい。 
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■巧正書の設定方ミち 

1/2段ステップで±2段の補正び行えまず（補正量はファインダースクリーンの® 
巧説明書をご覽< ださい)。 

•「BorEm 州を選択し、►を押すと設定画面び表示されます。 

• ▼または▲で補正量を設定し、►を巧すと補正量び確定します。 


cl : 半 J 甲し A ヒ□ツブ aSP.74 

通甫は AE / AF □ツクポタンを巧した時に AE □ツクび行われまずび、シャツターボ 
タンを半巧しした時にを AE □ツクび行われるよ5にを更できまず。 

[セツト内容] 

OFF : AE/AF □ツクボタンのみで AE □ツクを行いまず。 

ON :シャッターボタンまたは AE/AF □ックボタンで AE □ッ 
クを行います。 


C 2 : A ヒ -L/AF-LiP SBP.BO、 74 

通甫は AE / AF □ックボタンを巧した時に AE □ジクとフォーカス□ックを同時に行 
いまずび、下記のよ5にを更でをまず。 

[セット内容] 

AE-L/AF-L : AE □ックとフォーカス□ックを同 

時に巧います。 

AE-L : AE □ックのみ巧います。 

AE 丄（レリーズリセット）： AE/AF □ックボタンか 5 指を離して 
も AE □ックが態が維持され、シャッ 
ターをきると解除されます。また、 
半巧しタイマーが OFF になるか、再 
度 AE/AFn ックボタンを巧しても解 
除されまず。 

AE 丄（ホールド） ： AE/AF □ックボタンか 5 指を離して 

も AE □ック巧態が維持され、シャッ 
ターをきっても解除されません。半 
巧しタイマーが OFF になるか、再度 
AE/AF □ックボタンを巧ずと解除さ 
れまず。 

フォーカス□ツクのみ行います。 


= c2(1) 
AE-L/AF-L 10 


AE-L 

化 - L (レリ-ズリセット） 


c2(2) 
AE-L/AF-LI0 


：!ちる _ ホ定> 




AF-L 













——つづき一 


c3 : AF-ON • AE-L 抑 


SEP ■ 己 1 、巨 0、74 


AF 作動ボタンと AE / AF □ックボタンの機能を、下記のように S 更でをまず。 



決疋> 


変ちしない 


入換文 
巧で AF -0 N ま日 



両方 AE / AF - U 0 


[セツト内容] 

巧更しない ：変更しません。 

入換え ： AF 作動ボタンの機能と AE / AF □ツクボタン 

の機能を入れ換えます。 

両方 AF - ON 節 ： AE / AF □ツクボタンも AF 作動ボタンとして 
機能しまず （ AF 作動ボタンの機能は変更しま 
せん)。 


両方 AE / AF - U 日： AF 作動ボタンも AE / AF □ックボタンとして 
機能します （ AE / AF □ックボタンの機能は変 
要しません)。 


• AE/AF □ックボタンとしての機能は、カスタムメニユ ー rc 吕： AE - L / AF - L 卸」（田 P.1 日 1) 
の設定状態で機能します。 

例： r 両方 AE 丄 / AF - L 節」にセットした場合、 rc 吕： AE 丄 / AF - L 記」を fAF-Lj にセット 

すると、どちらのボタンでをフ オー カス □ック のみ行います。 


C^ :半巧しタイマー 田 P .22 

通甫8砂の半巧しタイマー作動時聞を、4巧、1己巧、30巧のいずれかにを更でままず。 

[セツト内容] 

4秒：半巧しタイマーが4秒で OFF になりまず。 

8巧:半巧しタイマーが S 秒で OFF になりまず。 

1已秒：半巧しタイマーび1已砂で OFF になります。 

30秒：半巧しタイマーが30砂で OFF になります。 


•半巧しタイマーの作動時間を長い時間に設定すると、電池の消辞び早まり、撮影可能本数 
び減る場含びあります。 

C 。 ：セルフタイマー 0 BP .84 

通ち10巧のセルフタイマー作動時間を、2秒、己巧、20秒のいずれかにを更でままず。 

[セツト内容] 

吕秒：セルフタイマー作動時間が2秒になります。 

已秒：セルフタイマー作動時間が己秒になります。 

10巧：セルフタイマー作動時間が10秒になります。 

20秒：セルフタイマー作動時間が20秒になります。 
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4お' 30秒 


8秒 


15秒 





















dl :フイルム自動空を の p .2 已 

フィルム装慎時、電源スイッチび ON の時に裏ぶたを巧じると開巧されるフィルムの 
1コマ目までのを送日を、シャツターボタンを}申すことで開あされるよ5にを更で定 
まず。 



シ朽夕 - S 日を巧 I 


[セツト内容] 

裏ぶ た閉じ操作 : 裏ぶたを閉じると空送りを開始します。 

シャッター卽全押し：裏ぶたを閉じ、シャッターボタンを巧ずと 
空送りを開始します。 


d2: 自動巻を戻し 


BBP .48 


フイルム後了時に、自動的に巻さ戻しを開始せずに、ボタン操作により巻を房しび 
開おされるよラにを更でをまず。 



◄ちる ホち ► 


にイルム終端模あ時 


をぎ戻し操イ乍 


[セツト内容] 

フイルム按端巧出時：フイルムが終了ずると自動的に巻き戻しを 
を開始しまず。 

巻き戻し操作 ：ボタン操作により巻き戻しを開始します。 


• ボタン操作による巻を戻しについては P .48 をご覧ください。 

d3 :フイルム y —ダー巧し 阳 P .36、 48 

フイルムを尝を戻す時に、パトローネ巧にフイルムををて巻さ取6ずに、フイルム 
リーダー部を残ずよ 5 にを更できまず。 




[セツト内容] 

OFF : フィルムを全て巻き取りまず。 
ON :フィルムリーダー部を残します。 


P ON にセットした場さのご注意 

•巻を戻し機、フイルム U —ダー部を残したフイルムび、カメラ巧に入ったままの状態で、 
シャッターをさ b ないでください。シャッター幕を破損する原因になります。 
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——つづき一 


d 4 :フイルム 終端 コマ_ BBP .36 

远甫はフイルムををて撮り終わるとフイルムの营を戻しを開姑しまずび、 36 枚撮り 
フイルムの場合に、フイルムの巻さ戻し開姑を 3 巨 コマ 目撮影艳了時、または 35コ 
マ 目撮該沒了時に巧までをまず（フイルムを 6コマ スリーブまたは 5コマ スリーブで 
はをずる場さに煩利でず)。 

[セット内容] 

OFF :フイルムび全て終了すると自動的に普さ戻 

しを開始しまず。 

3白コマ撮影終了時： 3色コマ目の撮影が終了ずると自動的に巻 
き戻しを開始しまず。 

3已コマ撮影終了時： 3已コマ目の撮影が終了ずると自動的に巻 
き戻しを開始しまず。 

• カスタム;<ニュー rd 2 :自動卷き戻し」（田 P .103) を r 卷き戻し操作」にセットした場 
合は、3目コマ目または3已コマ目でフイルム給送を停止します。 

d 已： MB -40 CH コマ 连（を更） 阳 P .47、 172 

マルチパワーバッテリーパック MB-40 (別売）店巧時のフイルムお送モードび CH 
(高速連続卷を上げ）の場合、通甫卷を上げ法度は最高約 8 コマ/抄でずび、約 7 コ 
マ/我、 約巨コマ/巧におをでさまず。 

[セット内容] 

百コマ： 最高約8コマ/砂で巻き上げまず。 

7 コマ： 最高約7コマ/秒で巻き上げまず。 

色 コマ： 最高約巨コマ/秒で巻き上げまず。 


d 白： DX 警告表示 西 P .27 

ほ甫はカメラのフイルム感度をのにセットして DX マークびないフイルムを装慎ずる 
とフィルムを1コマ目まで空をりしたをに警告を行いまずび、その警告を電源スイッ 
チ ON の巧態で裏ぶたを閉じた時点で （1 コマ目まで空送りせずに）行われるよ5に 
巧ちでさまず。 

[セット内容] 

ま送日を：フィルムを空送りしたをに警告を行います。 

電源 ON 時：電源スイッチ ON の状態で裏ぶたを閉じた時点で 
(フィルムを空送りせずに）警告を行いまず。 



◄ちる_み定> 


匡送り後 


電:源 ON 時 




◄ちる_決定 ► 




3む？撮技終了時 
35]?振お終了時 
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d 7 :背面情報表示 _ 

背面表示パネルの情報表示を、詳細表示または拡大表示にを更でさまず。 


BBP .14 



◄戻る_み定> 


に-引 k 画あ 


詳細画お 
惦大面面 


[セツト内容] 
ノーマル画面 

詳細画面 
拡大画面 


ノーマル表示を表示します。 
詳細表示を表示します。 

ま広大表示を表示します。 


dS ： 写し込み濃度 


田 P .140 


データの写し込み濃度を調壁ずることびでをまず。濃度は5段階で調壁でをまず。 

[セツト内容] 

+2 :より濃く写し込みます。 

+1:濃く写し込みます。 

0 :標準の濃さで写し込みます。 

-1 :薄く写し込みます。 

-2 :より薄く写し込みます。 



■写し込み濃度の設定方法 

• 「写し込み濃度」を選択し、►を巧すと設定画面び表示されます。 
• ▼または▲で濃度を設定し、►を巧すと濃度び確定します。 


d 目： MB -40 電池馈定) 


田 P ■呂3、172 


マルチパワーバッテリーパック MB -40 (別亮）巧巧時のバッテリーチェック表示を、 
巧用ずる電池になじて正しく表示させるために、巧巧ずる電池を還択しまず。 



◄民:る ホお ► 


岸3お乃レカリ 


単3 お NiMH 
単3あがウム 


[セツト内容] 

単 3 おアルカリ： アルカリ電池を使用する場合に選択します。 

単3お NiMH :ニツケル水素巧電池を使用ずる場合に選択し 

まず。 

単3おリチウム：リチウム電池を使用する場合に選択しまず。 



• 別売の Li-ionU チャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / EN - EL 4 (別売のバッテ U - 室カバー 
巨 L -3 を併用）使用時は設定する必要びありません。 
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el :同調法度をち_ BBP .168 

スピードライト撮影時の高速側の同調シャッタースピードの限巧を、1/巨0巧〜 
1/250秒の中か6還択できまず。 

[セット内容] 

1/250 : 1 /2己0お)にします。 

1/250 FP :1/吕己〇お)にしまず。また、 SB -800 •巨00使用日寺 
に、シャッタースピードが1/2己0秒よりも高速の 
場合は、自動的にオート FPA イスピードシンク □ 
を行うようにしまず。 

1/200 :1/吕〇〇秒にします。 

1/160 :1/1巨日秒にしまず。 

1/12已 ：1/12已秒にします。 

1/100 :1/100秒にします。 

1/80 :1/80砂にしまず。 

1/色〇 :1/色0秒にしまず。 


巧詢透度変更 


ィちる み足 ► 

巧調速度_ 


57250 


• 露出モードび S (シャッター優先才ート）またはけ（マニュアル）の場合にシャッタースピー 
ドを X にセットすると、「同調速度変更」で設定したシャッタースピードにセットされます。 
• 才ート FPy V イスピードシンク□については P . 1己9をご覧ください。 


■同調法度の設定方法 

• 「同調速度変更」を選択し、►を押すと設定画面び表示されます。 

• ▼または▲で同調速度を選択し、►を巧すと同調速度び確定します。 


eS : SB 時低速制お 


田 P .168 


露出モードび P (プログラムオート)、円（絞り優巧オート）時の、スピードライト 
撮影時のほ速側の同調シャッタースピードの限巧を、30技?〜1/目0巧の中か6選択 
でをまず。 



シサッタ-スピ-ド 

剛 


[セツト内容] 


1/60 

1/色0秒にします。 

1" 

1秒にします。 

1/30 

1/30秒にしまず。 

吕 II 

吕秒にします。 

1/15 

1/1己秒にしまず。 

4" 

4秒にします。 

1/8 

1/8秒にします。 

扫 II 

S 秒にします。 

1/4 

1/4秒にします。 

1已" 

1己秒にしまず。 

1/2 

1/2秒にします。 

30" 

30秒にしまず。 


•ス□-シンク□モード時は、自動的に30砂まで延長されます（田 P .1 目4)。 


■シャッタースピードの設定方法 

•「 SB 時ほ速制限」 を選択し、►を巧すと設定画面び表示されます。 

• ▼または▲でシャッタースピードを設定し、►を巧すとシャッタースピードび確定します。 
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: SB 絞日連動 

スピードライト SB -80 DX • 2 SDX で W 部調巧を行う場を、絞りに連動しないか部 
自動調巧 （ A ) になりまずび、絞り連動か部自動調巧 ( AA ) にを更できます。 

[セット内容] 

OFF :絞りに連動しない外部自動調光 （ A ) になります（絞り 
のセットはスピードライトで行ってください）。 

ON :絞り連動外部自動調光 ( AA ) になりまず。 


•絞り連動が部自動調光 CAA) については P.1 目1をご覧ください。 

• SB- 800の場含は、ここでの設定にかかね b ず、スピードライト側の設定び優先されまず。 

e 4: モデ U ング 発光 _ 田 P.1S7 

スピードライト SB - 日00 • 600装着時にカメラのプレビューポタンを巧ずと、通 
甫はモデリング発光と絞り込みび同時に行われまずび、モデリング発光せずに絞り 
込みのみ行5よ5にを更でをまず。 

[セット内容] 

ON :モデリング発光と絞り込みを行いまず。 

OFF :絞り込みのみを巧います。 


e ら：才ート BKT のセット_阳 P.77 

通甫のオートブラケティングセット時には、 AE ブラケティングと SB ブラケティン 
グが同時にセットをれまずび、 AE ブラケティングのみのセット、 SB ブラケティン 
グのみのセットに変更でをまず。 

[セット内容] 

AE-SB ブラケティング： AE ブラケティングと SB ブラケティ 
ングを同時にセットしまず。 

AE ブラケティング ： AE ブラケティングのみをセットしまず。 

SB ブラケティング ： SB ブラケティングのみをセットします。 















——つづき一 


e 巨： BKT を化要素 


田 P .77 


ほ常、オートブラケティング時に露出モードびけ{マニュアル）の場合はシャッター 
スピードとスピードライトの調巧レベルび巧化しまずび、 r シャッタースピードと絞 
り値と調がレベル J 、 r 絞0値と調巧レベル J 、 r 調がレベルのみ J のいずれかびを化ず 
るよ5に変更できまず。 


◄戻る 決定 ► 


シかソタ-スピ-ド 


おり値 

S6 


[セツト内容] 


シヤ ジタースピー ド：シャッタースピードおよび調光レベルが 
変化します。 


シャツタースピード/: 
絞り値 

絞り値 
SB 


シャッタースピード、絞り値および調光 
レベルが変 f ヒします。 

絞り値および調光レベルが変化しまず。 
調光レベルのみが変化します。 


• スピードライト使用時に、カスタム;>< ニュー re 已：才ート BKT のセット」を 「 AE ブラケ 
ティング」にセットしてある場合は、調光レベルの変化を行いません（阳 P.1 日7)。 


e 7 :己 KTfi 怔順庙_の P .77 

通甫は初期設定の順（阳 P .7 日、 79) で行われるオートブラケティング時の捕正順 
巧を、マイナス側か6プラス側へ順ちに攝影されるよラに変更でままず。 



◄ちる_み定> 


画期設定 


-側から+側へ 


[セツト内容] 

初期設定 :巧期設定の順で撮穀します。 

一側か5+側へ：マイナス側か5プラス側へ順番に撮穀しまず。 


e 目： BKT 設定方法_の P .77 

ほ常オートブラケティングをセットずる場合は、メインコマンドダイヤルで撮影コマ 
巧を、サブコマンドダイヤルで捕正ステップをセットしますび、メインコマンドダイ 
ヤルでオートブラケティングの ON / OFF を、サブコマンドダイヤルで巧正ステップ 
と撮影コマ巧のおみさわせをセットでをるよ5にを更でをまず。 

[セット内容] 

捕正値とコマ没[選択： メインコマンドダイヤルで撮影コマ数を、 
サブコマンドダイヤルで補正ステップを 
セットします。 

組み合わせで選択 :メインコマンドダイヤルでオートブラケ 
ティングの ON / 日ドドを、サブコマンドダ 
イヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み 
合わせをセットします。 

•組み合わせで選択する場含の組み合わせについては、 P.78、 79をご覧ください。 
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組合わ甘で遠お 

















f1 :中巧细の機能 _ BBP.5g. 90 

マルチセレクターの中央部を巧した時の機能を下記のよラにを更でをまず。 


:撮影時にマルチセレクターの中央部を 
巧すと、中央のフォーカスエリア（グ 
ループダイナミック AF モードの場合は 
中央のフォーカスエリアグループ）を 
選択します。 

:撮影時にマルチセレクターの中央部を 
押すと、ファインダー内で選巧されて 
いるフォーカスエリア（グループダイ 
ナミック AF モードの場合はフォーカス 
エリアグループ）のフレームが点灯し 
ます。 

:撮影時、メニュー操作時などにマルチ 
セレクターの中央部を巧してち、機能 
しません。 



AF エリアや央リわ卜 


磋巧 AFI リ7表示 
巧用しない 


[セツト内容] 

AF エリア中央リセット 


選択 AF エリア表示 


使用しない 


f2 :マルチセレクター起動 


田 P.S 呂 、32 


マルチセレクターの操作で、半巧しタイマーが ON 、 またはオートフォーカスび作動 
ずるよ5にを更でをまず。 



ホ定> 


半巧しお動しない 


半巧し起動する 
が起動ずる 


[セツト内容] 

半巧し起動しない 


半押し起動ずる 


AF 起動ずる 


半押しタイマーが OFF の時にマルチセレク 
ターを操作しても、半巧しタイマーは ON に 
なじません。 

半巧しタイマーが OFF の時にマルチセレク 
ターを操作すると、半押しタイマーび ON に 
なじます。 

マルチセレクターを操作するとオートフオー 
カスが作動します（マニュアルフオーカス時 
を除ぐ）。 












f 3 :フアンクシヨン细機能 


0HP.1O 


ほ甫はフアジクシヨンポタンを}申ずと FV □ツク（西 P .1 已 7) を巧いまずび、下記 
のいずれかにフアンクシヨンボタンの糖能を変まで走ます。 



ィちる_決定 ► 


むロック 


レンス 情報誌を 
霜化値1お邊巧 



◄ちる_決定 ► 


區 - L / AF-U 日 


S 8 発ホ票止 
8 KT 有勤逢ち 



◄ちる_決定 ► 


◎簡易設定 


应]簡易設定 

囚簡易設定 


[セット内容] 

FV ロツク ： SB -800■ 已〇0 . 400使用時は、ファンクシヨ 
ンボタンを押ずと、 FV □ックを行います。 

FV □ック/ : SB - 800•色00.400使用時は、ファンクシヨン 

レンズ情報設定ボタンを押すと、 FV □ックを行います。また、 
SB -80 G - 600- 400の不使用時および電源 OFF 
時は、非 CPU レンズ使用時の焦点距離と開放絞り 
値の組み合わせ（レンズ No.) をセットできます。 

露出値1段選択：カスタムメニュー 「 bl :露出設定ステップ」 
(0 BP .99) の設定にかかわらず、ファンク シヨ 
ンボタンを巧しながらメインコマンドダイヤル 
またはサブコマンドダイヤルを操作すると、 
シャッ タースピードまたは絞りを1段ステップ 
でセツトずることがでさまず。 


AE - L / AF-L 卽:ファンクシヨンボタンが AE/AFD ックボタン 
として機能します。 

SB 発光禁止：スピードライト撮影時、ファンクシヨンボタン 
を押している間、スピードライトをお光禁止に 
しまず。 


BKT 自動連写 


り^簡易設定 
区]簡易設定 
区]簡易設定 


:オートブラケティング撮穀時にフアンクシヨン 
ボタンを巧しながら、シャッターボタンを巧す 
と、フィルム給送モードが S (1 コマ普さ上げ） 
の場合、セットした撮影コマ数だけ連続撮影を 
行い自動的に停止しまず。また、フィルム給送 
モードが CL 、 CH 、 Cs (連続巻き上げ）の場 
合、セットした撮影コマ数が終了してち繰り返 
しオートブラケティング撮影を行います。 

:フアンクシヨンボタンを巧している間、測光 
モー ドびマルチパターン測光に切り換わります。 

:フアンクシヨンボタンを押している間、測光 
モードび中央部重点測光に切り換わります。 

:フアンクシヨンボタンを巧している間、測光 
モードがスポット測光に切り換わりまず。 


• 「レンズ情報設定」は単独で選おすることはできません。「レンズ情報設定」を選択する場 
合は fV □ック」とともに選択されます。 

•「 AE 丄 / AF - L 卸」にセットした場合、カスタムメニユー rc 2 : AE - L / AF - L 部」 （0 BP .1 日 1) 

の設定状態で機能します。 
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f 4： コマンドダイヤル設定 _ 

コマンドタイヤルに関ずる下記の設定を行えまず。 


[セット内容] 

回転方向 ：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンド 

ダイヤル操作時の回転ち向を変更できます。 
メインとサブ入換え：シャッタースピードのセットをサブコマン 
ドダイヤルで、絞りのセットをメインコマ 
ンドダイヤルで巧えるように変更できます。 
絞り値設定 : G タイプ LU 外の CPU レンズ装着時に、レ 

ンズの絞りリングでのみ絞りのセットを巧 
えるよラに変更できます。 

メニューでの使用：通常メニューの操作はマルチセレクターを 
使用しますが、コマンドダイヤルも使用で 
きるよラに変更できます。 

• 「コマンドダイヤル設定」の鲁設定を変更すると、別売のマルチパワーバッテ U —パック 
M 己-40 (田 P.172) の、縦位置^インコマンドダイヤルおよび縦位置サブコマンドダイ 
ヤルの機能や、絞り値の設定方法ち同様に変更されます。 

f 4 -l :回転方向 

[セット内容] 

ノー7ル：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルび 
通常どおりの回転操作（初期設定の;!犬態）になります。 
逆方向 ：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルび 
通常とは逆の回転操作になります。 

f 4-2： メインとサブ入換え 

[セット内容] 

OFF :シャッタースピードのセットをメインコマンドダイヤルで、 
絞りのセットをサブコマンドダイヤルで行います。 

ON :シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞 
りのセツトをメインコマンドダイヤルで行います。 



◄戾る ホを ► 

別 ■ンと パ 入 換え 

ON 



= f4(1) ^ 
]? シドタイタル設定 
I 画?云で巧 _ 


,，一 とパ入換え 
较リ値設定 
ノー7¢ 










f 4-3： 絞り値設定 


◄戾る 


み定^ 


おり値設定 
絞りリンク 


[セツト内容] 

サブコマンドダイヤル： 

絞りリング ： 


サブコマンドダイヤルで絞りのセツトを巧 
います。 

G タイプ L ソ外の CPU レンズ装着時に、レ 
ンズの絞りリングでのみ絞りのセツトを行 
いまず。 


•露出モードび P (プ□グラムオート）または白（シャッター優先オート）の場合は、「絞 
りリング」にセットしても、絞りリングによる絞りのセットは行えません。 


f 4-4 : メニューでの使用 



メニュ-での使用 


OFF 


ON 


[セツト内容] 

OFF : メニユーの操作をマルチセレクターでのみ行いまず。 
ON : メニューの操作をコマンドダイヤルでも行えます。 


•「 ON 」 にセットすると、方インコマンドダイヤルびマルチセレクターの▼および▲と、サ 
ブコマンドダイヤルびマルチセレクターの◄および►と同じ機能になります。 


f 5 :卸設定方法_ BBP .16 

通甫は各操作ポタンを巧し続けている聞のみ設定可能が態になり、コマンドダイヤ 
ルを操作して設定を巧いまずび、各操作ポタンを巧ずと設定可能状態び約20巧巧 
ホールド（維持）され、コマンドダイヤルを操作して設定を行えるよ5にを更でき 
まず（再度ボタンを巧ずか、シャッターポタンを半巧しずると、設定可能巧態びお 
除をれまず)。 


[セツト内容] 

デフオルト：初期設定のげ態になります。ボタンを押し続けない 
と設定可能げ態びホールド（維撤されません。 
ホールド：ボタンを巧すと設定可能げ態がホールド（維持）さ 
れまず。 


•カスタム方ニュー rc 4: 半巧しタイマー」 casp.i 日 2 ) を 「30抄」 にセットすると、ホー 
ル ド (維持）される時間び約3 日 秒になります。 



ホ-ルド 



















撮影データの記憶に関する設定や、日時の設定を行います。 

■セットアップメニュ ーI 具目の詳細 

撮影データメニユー_田 P .1 14 

撮彰データの記憶に関ずる設定を行いまず。詳細は P. 114〜12目の「撮影データ 
の記憶 J をご覧ください。 

[セット内容] 

記憶設定 ：撮影データを記憶しないか、記憶する場合は 

言己憶モードの選択を行います。 

データ消去 ：記憶された撮影データの消去を巧いまず。 

記憶警告 ：撮影データを記憶でさるフィルム本数を超え 

た場合の動作（警告表示無しで上書き記憶を 
ずるか、または警告を表示してシャッターを 
きれなくし、記憶も停止ずる）の選巧を巧い 
ます。 

フィルム番号設定：識別番号（カメラの）およびフィルム番号の 
設定を行いまず。 


デ-が肖去 

き P I 巧塑化 
0し I ル、^^ <^bP 

7イルム番号設定 


Inl しない 


曰時設定 


0BP.127 


攝影データの記憶 {0BP.n4) および撮影データの写し込み （0BP.13O) に馆用 
ずる曰時の設定を行いまず。設定方ミ去は P.1 27の r 曰時の設定 J をご覧<ださい。 

• 「年」、「月」、「曰」、「時」、「分」を設定します。 


イ戻る 


ホ定^ 


函/〇?/巧 
yy mm dd 
0?:00' 


年月日表术設定_ BBP.IgS 

r 年月日 J が背面表示 A’ ネルにま示される場合や、 r 年月日 J を写し这む時（田 P.130) 
の表示順岳の設定を巧いまず。 

[セツト内容] 

年月日： 年月日の順序で表示し、写し込みます（初期設定)。 

月日年：月日年の順序で表示し、写し込みます。 

日月年：日月年の順序で表示し、写し込みます。 


年ち日表示 


ィ戻る 


をち曰 


巧曰年 
日巧年 


決定 ► 
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■ 


撮影時のシャッタースピードや絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データを 
カメラに記憶し、背面表示パネルに表示したり、別売のデータリーダー MV -1 
を使用してコンパクトフラッシュカード au 下 CF カードといいます）に保存 
し、パソコンで活用したりできます。 

■記憶モードと記憶項目 

記憶巧目は異なる2つの記憶モードより還べまず。13頃目の基本的な情巧を記憶ず 
る r 簡易情報記憶 J 。 さ引こ詳細な情報を加えた21巧目を記憶ずる r 詳細情拓記憶 J 。 
を記憶モードの記憶頃目は下表のとおりでず。 


記憶 I 頁目 

記おモード 

面 易" g 

詳細情巧 

⑩ 

露出モード 

〇 

〇 

返) 

シンク□モード 


〇 

颇 

露出補正量 

〇 

〇 


露出偏差 

〇 

〇 

颇 

調光補正量 


〇 

祗 

スピードライト設定 


〇 

⑩ 

多重露出撮影 

〇 

〇 

颇 

AE □ック 


〇 

願 

VR 機能 


〇 

t §) 

撮影曰 

〇 

〇 

留) 

撮影時刻 


〇 


記憶頂目 

記憶モード 

miiKi 

註細情法 

① 

フイルム感度 

〇 

〇 

感 

フイルム番号 

〇 

〇 

⑨ 

識別番号（カメラ ID ) 

〇 

〇 

④ 

フイルムカウント数値 
ロマ番号） 

〇 

〇 

感 

シャッタースピード 

〇 

〇 

衝 

絞り値 

〇 

〇 

@ 

設定焦点距離 

〇 

〇 

® 

レンズの焦点距離 


〇 

感 

開放絞り値 


〇 

願 

測光モード 

〇 

〇 


• ①〜感： フィルム情報 フィルム]本ごとの情報 
• ④〜领： コマ 情報 撮影コマ]コマごとの情報 
•各記憶項目の詳細は、 P.1] 己をご覧ください。 

• 撮影データの記憶の設定については、 P.1 18をご覧ください。 
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■記憶項目の詳細 

① フイルム感度 

フイルムを装慎して]コマ目のシャッターをさった時に設定されているフイルム感度を記憶 
します。 

• フイルム感度を 阳 にセットして DX マーク付フイルム使用した場合は、自動的にセットさ 
れたフイルム感度を記憶します。また、手動でフイルム感度をセットした場合は、セット 
したフイルム感度を記憶します。 

感 フイルムま号 

セットアップ;ニューの「撮影データメニュー：フイルム番号設定」（阳 P .123) で設定し 
たフイルム番号 （4 おの数字）を記憶します。 

• フイルムを装慎して1コマ目のシャッターををった時にフイルム番号を記憶します。新た 
にフイルムを装慎して1コマ目のシャッターをさるごとに、設定した数値か日]ずつ加算し 
て記憶します。 

• 「9目9目」までカウントした後は、再び「日0日1」か日カウントします。 

感 識別を号（カメラ ID ) [データ記憶のみ行いまず] 

セットアップ；><ニューの「撮影データメニュー：フイルム番号設定」（阳 P .123) で設定し 
た識別番号 （3 おの数字）を記憶します。 

•別売のデータリーダー MV-l (0 SP .172) を使用して撮影データを CF カードに保存する 
隙のフォルダ名になります。 

( 4 ) フイルムカウント巧値（コマ番号） 

撮影時に上面表示パネルおよびファインダー内表示に表示されるフイルムカウンターの数値 
(コマ番号）を記憶しまず。 

感シャジタースピード 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー巧表示に表示されるシャッタースピードを記憶します。 

衝 絞り帽 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示される絞り値を記憶します。 

( Z ) 設定焦点距離 

撮影時の設定焦点距離（ズーム位置）を記憶します。 

• ズームレンズ装着時はズーム位置を、単焦点レンズ装着時はレンズの焦点距離を記憶します。 

(8) レンズの焦点距離 

撮影時に装着していたレンズの焦点距離を記憶します。 

•ズームレンズ装着時は、最広角側および最望遠側の焦点距離（ズーム範囲）を記憶します。 

感 開放絞り帽 

撮影時に装着していたレンズの開放絞り値を記憶します。 

• 開放絞り値び変化するズームレンズ装着時は、最広角側および最望遠側の開放絞り値を記 
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颇測巧モード 

撮影時の測光モードを記憶します。 

⑩ 露出モード 

撮影時の露出モードを記憶します。 

猶 シンク□モード[データ記憶のみ行いまず] 

撮影時のシンク□モード （の P.1 日 3) を記憶します。 

• スピードライトを使用していなくても、背面表示パネルに表示されているシンク□モード 
を記憶します。 

颇露出捕正量 

撮影時にセットした露出補正量 （の P.7 日）を記憶します。 

•露出補正をセットしていない場合は「日」を記憶します。 

•オートブラケティング撮影時 （の P.77) は、ブラケティング補正量を加算して記憶しま 
す。詳細は、 P.1 目4の r 露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧 
ください。 

颇露出扁是[データ記憶のみ行います] 

撮影時に力;<ラび制御した露出値、または力方ラにセットした露出値と、カメラび適正露出と 
判斬した露出値との差（露出偏差：露出オーバー量または露出アンダー量）を1/6段ステップ 
で記憶します。 


祗 調が捕正量 

スピードライト撮影時にセットした調光補正量を記憶します（調光補正については使用する 
スピードライトの使用説明書をご覧ください)。 

•調光補正をセットしていない場合は「日」を記憶します。 

•スピードライト使用時に露出補正 (BHP.76) やオートブラケティング撮影 （の P.77) 
を行5と、同時にスピードライトの発光量ち補正されます。この場合、スピードライトで 
調光補正をセットしていない場合でも調光補正量として記憶します。詳細は、 P.1 已4の 
「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧ください。 


祗 スピードライト設定[一部データ記憶のみ行います] 

政下の己項目の、スピードライトの設定状態を記憶します。 

a :お光モード （ TTL ) 

スピードライト撮影時の発光モードび TTL (i-TTL) モードか、 TTL モード政がかを記憶します。 
•調光方式び n-TTL- 巨 L 調光」、「スタンダード i-TTL 調光」、「マルチェ U ア巨1_調光」、「スタ 
ンダード TTL 調光」の場合 （BBP.1 己6、 ] 日日）、 TTL モードと記憶します。 

• スピードライトを使用していない場合は、発光モードを TTL モード政外と記憶します。 

b :スピードライト使用有無 

撮影時にスピードライトを使用したかどラかを記憶します。 

• スピードライトの使用び判別可能なスピードライトは TTL 調光可能なスピードライトの 
みです（田 P.16 己、16巨)。 

• スピードライトの電源び日 FF の場含には、スピードライト不使用として記憶します。 
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c :アドバンストワイヤレスライティング撮影[データ記憶のみ巧います] 

スピードライト撮影時にアドバンス ト ワイヤレスライティング撮影 （阳 P .1 已 7) を行っ 

たことを記憶します。 

d :オート FP 八イスピードシンク □ ( FP 発光）[データ記憶のみ巧います] 

スピードライト撮影時に才ート FP 八イスピードシンク□撮該 （田 P .1 已目）を斤ったこと 

を記憶します。 

• FP 発光機能を備えたニコンク U エイティプライティングシステム自巧が^スピードライト 
C 0 BP .166) を装着し、 FP 発光撮影を行った場合ち記憶します。 

e : FV □ック 

スピードライト撮影時に FV □ック機能 （田 P .1 己 7) を使用したことを記憶します。 

祗 を重露出撮該 

撮影時に多重露出撮影 （ BBP .143) を斤ったかどラかを記憶します。 

颇 AE □ジク 

撮影時に冉 E □ック （0 BP .74) を行ったかどラかを記憶します。 

(§) VR 機能[データ記憶のみ行います] 

VR レンズ ( BHP .40) を装着した場合、撮該時に VR 機能を使用したかどラかを記憶します。 

• VR 機能を備えていないレンズを装着した場合は、 VR 機能不使用として記憶します。 

娜撮該曰 

撮影時の年月曰を記憶します。 

風 撮該時刻 

撮影時の時分を記憶します。 

E データ記憶のみ行われる記憶 I 頁目について 

•記憶項目のち側に [データ記憶のみ行います] と表記されている記憶項目は、背面表示 
パネルに撮影データを表示する場合 （の P .124) には表示されません。データとしては 
記憶されていますので、別売のデータ U —ダー MV -1 (0 SP .172) を使用すると CF カー 
ドに保存することびできます （の P . 12巨)。 

P 絞り値および焦点距離について 

• r 衝絞り値」、 r ® 設定焦点距離」、 r ® レンズの焦点距離」、「感開放絞り値」は cpu レ 
ンズのみ記憶でをます。 

•非 CPU レンズの場合は、「レンズ情報」 （阳 P .14 目）で設定した値を記憶します馈定 
を行っていない場合、絞り値は開放か5の絞り段数を、開放絞り値および焦点距離は空 
白を記憶します)。 

•冉 F - S 、 冉 F - I テレコンバーター使用時は含成値を記憶します（巳 PU レンズのみ)。ただし、 
AF - S テレコンバータ ー TC -17 EII と AF-S EDSOOmm F 2.8 D 、 AF-S ED 4 日 0 mm 
F 2.8 D を組み合わせて使用すると、焦点距離び正しく記憶されません （ AF-S ED 
300 mm F 2.8 Dn 、 AF-S ED 400 mm F 2.8 D 打使用時は正しく記憶されます)。 
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■撮影データの記憶の設定方法 


1 カメラにフイルムび乂コていない巧態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ボ 
タンを巧してメニュー画面を表巧させまず。 


揪タムタニユ- . 

撮おメニユ- 

レ > ス情牵反 
s'oS( Language) 

•カメラにフイルムび装慎されたままでは、記憶設定の変更は行えません。フイルムを 
取り出してか日行ってください。 

• 撮影データび記憶されている状態では、記憶設定の変更は行えません。撮影データを 
消去してから行ってください（田 P .12 日)。 



2 


r セットアップメニュー J の r 撮影データメニュー J を表示させます。 



inriib " り' 


-M …お WKffF 

日時設定 

A にだ 

デ-が肖ま 

年月日表示設定 

♦ にじノ勞 

き P ■階なと 

0し I ル、〇 〇 



7 ィルム番号設定 

詳細夕こュ-表お 


1 日惜しない 


•マルチセレクターの▼または▲で「セッ • ▼または▲で「撮影データメニュー」 

トアップメニュー」を選択し、►を押す を選択し、►を巧すと、撮影データメ 

と、セットアップメニュー画面び表示さ ニュー画面び表示されます。 


れます。 
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r 記憶設定 J で記憶モードを選がします。 



◄戻る_みぞ ► 


転憶しない 


簡寫情報記憶 
詳細情報記情 





記憶しない 


區易情報記憶 


詳細情報記憶 


• ▼または▲で「記憶設定」を選択し、 
►を巧すと、記憶設定画面び表示され 
ます。 


• ▼または▲で「簡易情報記憶」、または 
「詳細情報記憶」を選択し、►を巧すと 
記憶モードびセットされ、撮影データメ 
ニュー画面に戻ります。 


• 「記憶しない」を選択し、►を巧すと撮 
影データは記憶されません。 
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4 設定を沒了しまず。 

>•◄を巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮該情報表示に戻ります。 

P 化ず曰時の設定 （ SBP .127) を行ってか6記憶設定を行ってくだをい。 

P 記憶容量（撮影データを記憶できるフイルム本な： 3已枚撮りフイルム） 

• 「簡易情報記憶」：約57本 
•「詳細情報記憶」：約31本 

■セットアップ;<ニュー r 撮影データメ ニュ ー: 記憶警告」（田 P .121) で、撮影データ 
を記憶でをるフイルム本数を超えた場含の動作（警告表示無しで上書を記憶をするか、 
または警告を表示してシャッターをされな<し、記憶ち停止する）を選択でをます。 


^撮影データの表示側 

•背面表示パネルに撮影データを表示する場合 （の P .124)、 「フィルム情報」と「コマ 
情報」に分けて表示します。 

•政下の項目は表示されませんび、データとして記憶されています （の P .12 目)。 


•識別番号（カメラの） 

-シンク□モード 
■ 露出偏差 

•スピードライト設定の「アドバンストワイヤレスライティング撮該」、「オート FP 八イ 
スピードシンク □ ( FP 発光)」 

- VR 機能 


H 1 I ! 




100 

0008 

100 

0007 

400 

0006 

100 

0005 

400 


区009 □*]? をち 


250 F 5.6 因 +0.3 
80 mm 四 M 


05/07/25 


^009〇*]?垂号0|^ 


250 F 6.6 因 +0.3 
80 rmi の M 夕 -0.6 
AE-L F り- L TTL 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 21:09' 


フイルム情邦 


コマ情巧（商易情巧記憶時）コマ情巧（詳細情巧記憶時) 



P 多重露出撮影時 （0 BP .143) は、1回目の露光の時の撮影データを記憶しまず。 
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[撮霞 データの 記憶] -つづき一 


■撮影データの消去方法 


1 カメラにフィルムび乂コていない巧態で、 電源 スイッチを ON にし、 MENU ボ 
タンを}甲してメニュー画面を表示をせ、 r セットアップメニュー J の r 撮影 デー 
タメニュー J を表示させます。 

• 「撮影データ;ニュー」の表示方法は、「撮影データの記憶の設定方法」の操作手順1、 
2をご覧ください C 0 BP .1 1召)。 

•カメラにフイルムび装慎されたままでは、撮影データの消去は行えません。フイルム 
を取り出してか日行ってください。 



• ▼または▲で「データ消去」を選択し、 
►を巧すと、データ消去画面び表示さ 
れます。 



◄戻る み定> 


全デ-夕消去 

を実巧しまず 


I ►を巧すと「全データ消去を実行しま 
す」と表示されますので、►を巧して 
全データを消去します（◄を巧すと消 


去されずに、撮影データ_><ニュー画面 
に戻ります)。 

•消去後、撮影データメニュー画面に戻 


じます。 


〇設定を後了しまず。 

^•◄を巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。 


P 撮影データを CF カードに巧巧した場合 
•別売のデータリーダー MV-1 (田 P.172) を使用して撮影データを CF カードに保存し 
た場合、自動的に力;><ラ巧の撮影データを消去します（カメラに撮影途中のフイルムび 
装慎されている場合は、撮影途中の撮影データは CF カードに保存されず、カメラ内に残 
ります)。 
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■記憶警告の設定方法 


撮影データを記憶できるフィルム本数 （の P .119) を超えた場合の動作（警 
告表示無しで上書き記憶をするか、または警告を表示してシャッターをきれ 
なくし、記憶ち停止する）の選択を行います。 

1 カメラにフィルムび入つていないが態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ポ 
タンを巧してメニュー画面を表示をせ、 r セットアップメニュー J の r 攝影デー 
タゾニュー J を表示させまず。 

• 「撮影データメニュー」の表示方法は、「撮影データの記憶の設定方法」の操作手順1、 
2 をご覧ください （ asp.l 18 )。 

•カメラにフィルムび装慎されたままでは、記憶警告の設定は変更でをません。フィル 
ムを取り出してから行ってください。 

• 撮影データび記憶されている状態では、記憶警告の設定は変更でさません。撮該デー 
夕を消去してか日斤ってください（阳 P .120)。 



• ▼または▲で「記憶警告」を選択し、 
►を巧すと、記憶警告の設定画面び表示 
されます。 


• ▼または▲で「警告無し/上書を」ま 
たは「警告/記憶禁止」を選択し、 ► 
を巧すと、記憶警告びセットされ、撮 
影データメニュー画面に戻ります。 


〇設定を終了しまず。 

d •イを 巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮該情報表示に戻ります。 



P 記憶麵告の設定内容 

•撮影データを記憶でをるフィルム本数を超えた場合、記憶警告の設定により、し iTF のよ 
ラに動作します。 

•警告無し/上書き（初期設定）： 

警告表示無しで上書き記憶します（最も古いフィルムの撮影データか日消まして、新 
しい撮影データを記憶します)。 

-警告/記憶禁止： 

警告を表示してシヤッターをきれなくし、記憶も停止します。 
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L —[撮霞 データの 記憶] -つづき一 


Pr 警告/記憶禁止 J にセットした場合の警告表示について 



撮おデ-夕 
記憶吞量不ぞ 

電源スイッ手 
ON -► OFF 


• r 記憶警告」を r 警告/記憶禁止」にセットした場合、撮影データを記憶でさるフイルム本 


数（田 P .119) を超えると、フイルムを入れた時に上面表示パネルおよびファインダー内 


表示に FuL び点滅伴巧しタイマーび曰 FF になるとお灯）し、背面表示パネルにイラスト 
のよラな警告び表示（半押しタイマーび日 FF になると消灯）され、シャッターびされなく 
なりますので下記のよラに対応してください。 


-電源スイッチを日 FF にし、再び日 N にするとシャッターびきれるようになりますび、 
撮該データは記憶しません。 

•撮影データの消去（阳 P .12 日）を行ラと、シャッターびきれるよラになります。ま 
た、新たに撮影データを記憶し始めます。 

•別売のデータリーダー MV -] ( BHP .172) を使用して撮影データを CF カードに保存す 
ると、シャッターびきれるようになります。 CF カードへの保存と同時に力;^ラ巧の撮 
影データは消去され、新たに撮影データを記憶し始めます（カメラに撮該產中のフィ 
ルムび装慎されている場合は、撮影途中の撮該データは CF カードに保存されず、カメ 
ラ内に残ります)。 
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■識別番号（カメラ ID ) およびフイルム番号の設定方法 


1 カメラにフイルムび入つていない巧態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ポ 
タンを巧してメニュー画面を表示をせ、 r セットアップメニュー J の r 攝影デー 
タゾニュー J を表示をせまず。 

• 「撮影データメニュー」の表示方法は、「撮影データの記憶の設定方法」の操作手順し 
2 をご覧ください （田 P .] 18)。 

• カメラにフイルムび装慎されたままでは、識別番号およびフイルム番号の変更は行え 
ません。フイルムを取り出してか5行ってください。 

• 撮影データび記憶されている状態では、識別番号およびフイルム番号の変更は行えま 
せん。撮影データを消ましてから行ってください （田 P .120)。 


2 


r 撮影データメニュー J の r フィルム番号設定 J を選択しまず。 



樣？^デ-タタニュ- 


記憶訪疋 
デ-が肖ま 

き P ■ 巧泣化 

0し • し。、 

000 0001 


▼または▲で「フイルム番号設定」を選択し、►を巧します。 


3 


識別ま号（カメラ ID ) およびフイルムま号を設定します。 



•左側の3おの数字び識別番号（カメラ 
ID ) です。 

•反転表示されている、左か51巧目を 
▼または▲で設:定します。 

• ►を巧してにお目」、「3巧目」を順次 
反転表示させ、それぞれ設定します。 

• 「3巧目」の設定鶴、►を巧すとち側の 
4巧の数字（フイルム番号）の1お目び 
反転表示されます。 


• ち側の4おの数字びフイルム番号です。 
•反転表示されている、左か51お目を 
▼または▲で設定します。 

•►を巧してにお目」〜「4巧目」を順 
次反転表示させ、それぞれ設定します。 
• 「4巧目」の設定鶴、►を巧すと識別番 
号（力;ラの）およびフイルム番号の 
数値び確定し、撮影データメニュー画 
面に戻ります。 


公 設定を終了しまず。 

^•◄を巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。 







[撮霞 データの 記憶] -つづき一 


[撮影データの表示方法] 

i 電源スイッチを ON にし、 INFO ボタンを巧してフイルム情預を表示させまず。 




■flll 

，巧^ 


m 

100 

0008 

100 

000? 

400 

0006 

100 

0005 

400 


フイルム情報は最新の情報か5表示されます。 


2 


マルチセレクターでコマ情巧を表示さはたいフイルムを還巧しまず。 



I フィルムをち / 感度 I 

0009 

100 

丽 

100 

000? 

400 

0006 

100 

0005 

400 


roosn ]? 番号 3^ 


125 F8 囚 -0.3 


35mmS M ろ +1 .0 
F り - L TT し 
24-120/3.5-5.6 


05/07/25 20:34’ 


• ▼または▲で表示させたいフイルム情報を選択し、►を押すと選択したフイルム情報 


の〕マ情報び表示されます。 


• コマ情報は選択したフイルム情報の中の最新のコマ情報か5表示されます（コマ情報 
を表示した後に、◄で一度フイルム情報表示に戻り、再度►を押すと、最後に表示し 
た]マ情報び表示されます)。 

•コマ情報は記憶モード（イラストは詳細情報記憶時）により表示する項目数び異なり 
ます。 


〇 マルチセレクターでコマ情報を表示させたいコマを還巧しまず。 


10008 □ ]? を号 36 


10008 □ ]? を号 3 巨 1 

125 F8 因- 0.3 
35mm の M ろ +1 .0 
F リ -L TT し 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 20:34* 

♦ 

125 F8 因- 0.3 
目 0mm 四 M ろ +1 .0 
F り - L TT し 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 20:33’ 



• ▼または▲で表示させたいコマ情報を選択します。 

• ◄または►を巧すと、フイルム情報表示に戻ります。 

• ◄を2回押すか、 INFO ボタンを巧すと、撮影情報表示に戻ります。 
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[撮影データ表巧の詳細] 



簡易情報記憶時の表示例 詳細情巧記憶時の表示研 

※：表示例の番号、記号は P .1 14〜]17の記憶項目の説明に準じています。 


記憶頃目 

表示例の意味 

感 

フイルム番号 

0009 

0 

フイルムカウント 
数値（コマ番号） 

3 コマ 目 

面 

シャッタースピード 

]/2已〇秒 

面 

絞0値 

巧.6 


設定焦点距離 

80 mm 

帝 

レンズの焦点距離 

24-1 20 mm 

承 

開放絞0値 

F 3 .日-己.日 

颇 

測光モード 

マルチパターン測光 

面 

露出モード 

マニュアル 


記憶頃目 

表お例の意ほ 

频 

露出補正量 

+0.3 

频 

調光補正量 

-0.6 

a 

発光 f ー ド （ TTL ) 

TTL モード使用 

b 

スピードライト 
使用有無 

使用 

e 

FV □ック 

使用 

面 

多重露出撮影 

実行 

颇 

AE □ック 

使用 

娜 

撮影曰 

20日已年7月2已曰 

领 

撮影時刻 

21 時目分 


• 数値外で表示される記憶項目は、それぞれ政下の内容を示します。 

顾：凹（マルチパターン測光)、回（中央部重点測光)、囚（スポット測光） 

⑩： P (プ□グラムオート ）、 S (シャッター優先オート ）、 A (絞り優先オート）、 
M (マニュアル） 

a : TTL (TTL [ i - TTL ] モード使用）、表示無し （ TTL モード政がを使用） 
b : 4 (スピードライト使用）、表示無し（スピードライト不使用） 
e : FV-L ( FV □ック使用）、表示無し （ FV □ック不使用） 

⑩： t (を重露出撮影)、表示無し（通常撮影） 

颁： AE-L ( AE □ック使用）、表示無し （ AE □ック不使用） 

• m 撮影日」は、セットアップメニユーの「年月日表示設定」 casp .128) を 「月日年」 
または「日月年」に変更すると、変更した順序で表示します。 

•記憶項目の内容については、 P .1] 己〜117の「記憶項目の詳細」をご覧ください。 
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L —[撮霞データの記憶] -つづき一 


[撮影データの CF 力ードへの巧巧] 

別亮のデータリーダー MV -1 (0 BP .172) を®用して撮影データを CF カードに巧 
巧ずることがでをまず。巧巧したデータは、 CF カードか6パソコンへ面送してミ舌巧 
でをまず。詳細はデータリーダー MV -1 の巧用説明書をご賣ください。 

• CF 力ードべま 、 CSV (Comma Separated Value ) 形式のテキストファイルとして保存 
されます。 Microsoft ® Excel などの表計算ソフトを使用して見やすく整理できます。 

• パソコンへ転送する場合、別売の PC 力ードアダプター EC - AD 1 や市販の PC 力ードアダプ 
ターまたは CF カード U —ダーなどび必要になります。 


P 撮影データの巧巧例 

•下表は、 CF 力ードに保存したデータを、 I \/ lic 「 oscift ® Excel を使用して表にしたものです。 


1 巧 Microsoft Excel - n00002 



口序眩1| 

を）乃イルのおおり表示姐巧入® きがのツ — , 

ものデ-ががか:/阳<® へ)口 (が 

が。巧： 

-- 田X 


□が田お昼技ク电口’を Z ’ き i 化け识 •回ご MS P コのク -11- B / U 看きミ圍巧％窜_ -々•么，ご 
A 41 ， を 


^771003933331 1 1 17 

^r+r+ror- r+r+r+r+r+F+rorororo»+- 

cccccccccccccccc 

WSSSSGS 83 s 吕 SSSSS5 

川，の.の.の'の'の h 'g , の'の，の.の'の'の'の.の.の 

山けけけけけけけ t け円けけけけけ t 

^uuuuuuuuuuuuuuuu 

WCCCCCCCCGCCCCCCC 

SMtwts n n が化げ nrt 化が n n 

一而.！ h 耐而而怖怖扣扣而而耐怖 .E 


p d d d d d 

w e e e e 巨 

似ゎ .w が：！■がげ时 

s|| w i I i w 

WM stt'p 前 ^ 前化化か .™ tttt 
bo 。 口 & eeeee がおお & 

mccsscccccmmmssss 


№55555 55 
円 w 件町 竹化 
化卜 lIJSJ 5588 44888卜5 
円巧阿巧 raR に円 H 円鬥 REE 巧巧 

I■ のののの © かの 

~ ^ づづづづづ づづ 

rate じ巧 bteoooo 0 00 feu 

£已02220000 0000055 
4 6 6 6 5 r 3 r 3 r 6 r 6 r 5 r 5 r 1 r 1 r 1 5 5 

，ので 

>-i W 

m 〇 e 名 3 J 8 ぶ0=1 fi- fl- op ぶ40 
—户 g 侣 U 円円鬥円 R 巧 H 巧巧巧巧円 A 


m u 5000000000 05550 

刊を如，。，巧， 2,2, 巧扣站站如，ぉ， §, 巧， ^^, に，け ’ け . 

1 I 

HO E1G 日 466 口 日 601234 日 6 
円飞_ F1 ひ ra「a 「ひ 「a ら ，0「 〇飞 

丄2 | 3 | 4 5 | 6 y 8 9 2屯晋り巧五止けけ 
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[日時の設赶 


撮影データの写し込みや記憶、インターバルタイマー撮影のために、日時の 
設定を巧います。 


■曰時の設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを}甲してメニュー画面を表示をせます。 




カスクムメこ 


セットアップ； C ュ- 


撮彩タニユ- 

レ >を情報 
言话 （Language) 


2 


r セットアップメニュー J の r 曰時設定 J を表示をせまず。 


療おデ-タメこュ- 



時誌定 


年月日表ち設定 


04/01/01 00:00, 



I マルチセレクターの▼または▲で「セッ 
トアップメニュー」を選択し、►を巧す 
と「セットアップ六ニュー」び表示され 
ます。 


• ▼または▲で「日時設定」を選択し、 
►を巧すと曰時の設定画面び表示され 
ます。 


〇日時を設定しまず。 


日時設定 


日時設定 

◄戻る 決定 ► 

イ戻る 決定 ► 

80/01/01 

♦ 

05/07/25 

yy mm dd 


yy mm dd 

00:00’ 


0?:阳’ 



• ►を巧して設定したい部分を反転表示させ、▼または▲で設定します。 

•「分」び反転表示の時に►を巧すと時計の計時び開始（日日秒か5スタート）され、セッ 
トアップメニュー画面に戻ります。 

•セットアップメニューの 「年月日表示設定」 を 「月日年」 または 「日月年」 に変更す 
ると（次ぺージ手順4、己）、「年」、旧」、「日」の設定順序も変更されます。 
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[曰日寺の設定] -つづを一 


[年月曰表お順の設定] 

4 r セットアップメニュー J の r 年月日表示設定 J を表示をせまず。 

j 戾る 決定>1 



年ち曰 


• ▼または▲で「年月曰表示設定」を選択し、►を巧すと年月曰表示設定画面び表示さ 
れます。 

[年月日表示順の設定] 

曰付の表示順岳を設定します。 


5 



年月日表示設を 


◄戻る 


をち曰 


巧日年 
曰ち年 


;決定 ► 


6 


• ▼または▲で設定したい表示順序を選択し、►を巧すと表示順序びセットされ、セッ 
トアップメニュー画面に戻0ます。 

• 「月曰年」または「曰年月」にセットすると、背面表示パネルに表示したり、写し込ん 
だり（西 P.13 日）する曰付の順序ち変更されます。 

設定を終了しまず。 

•◄を巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。 


松 カメラの内蔵時計について 

•カメラの内蔵時計は一般的な時計（腕時計など）ほど精度は良くありません。定期的に 
曰時設定を斤ラことをおすすめします。 
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写し込み、多重露出撮影、インターバルタイマー撮影の設定を巧います。 

■撮影メニュー項目の詳細 


写し込みメニユー 


QSP .130 

撮影時にフイルムの画面内、コマ巧、0コマ目に撮影曰時などの撮影データを写し込む 
ことびでをまず。詳細は P .1 30〜142の r 撮影データの写し込み J をご覽<ださい。 

白互•し1人み厂ュ-当 

L でツト円容 J 


イ戻る 決定 ► 

画面内写し込み 

撮影 データを画面巧に写し込みまず。 

極あ巧写し込み 日 

コマ間写し込み 

撮影 データをコマ間に写し込みまず。 

]? 巧ちし込み 

0]? デ-が写しをみ 

0 コマデータ写し込み 

撮影 データを 0 コマ目のコマ間、または 
0 コマ目の画面内に写し込みます。 

OFF 



を 重撮霞 


0 BP .143 


を重露出撮影の設定を行いまず。詳細は P . 143〜144の r を重露出撮影 J をご覧 
<ださい。 


を重療彭 


イ戻る ぶ定> 

回 


•多重露出の回数を2〜1日回の中か5選択し、設定します。 


インター/りレタイクー_ BBP .145 

インターバルタイマー撮影の設定を行いまず。詳細は P . 145〜148の[■インター 
バルタイマー攝影 J をご覧ください。 



インタ-/ i ルタ-巧- 


I 戻る 


決定 ► 


回お ]? 教 

田] 01 

摄駭開始しない 


1512:40, 


•「撮該開始日時」、 r 撮影間隔」、「繰り返し回数」、「1回の撮影コ 
マ数」を設定します。 
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L — [撮影データの写し込み] 


撮影時にフィルムの画面内、コマ間、0コマ目に撮影日時などの撮影データ 
を写し込むことができます。 

■画面巧写し込み 

r 年月日 J 、 r 日時分 J 、 r 固定巧値 J 、 r フィルムカウント教値（コマを号) j 、 r アップ 
カウント敎値 J のいずれかをフイルムの画面内に写し込むことびでをます。 

■写し这み内容 
年月日： 

撮影曰を、「年月日」の順序で写し込みます。 

•セットアップメニューの r 年月日表示設定」 を 「月曰年」 または 「日月年」 に変更する 
と、変更した順序で写し込みます （0 BP . に8)。 

曰時分： 

撮影日時（曰時分）を写し込みます。 

固定な帽： 

撮影者自身び任意に設定した己巧の数値を写し込みます。 

•固定数値は、コマ間写し込み （田 P .134) と共通の数値です。 

フイルムカウント巧値（コマを号）： 

撮影時に上面表示パネルおよびファインダー内表示に表示されるフイルムカウンターの数 
値（コマ番号）を写し込みます。 

アップカウント巧値： 

撮影者自身び任意に設定した6おの数値 （田 P .133) か日、シャッターをきるごとに1ず 
つ加算した数値を写し込みます。総撮影フィルムコマ数の確認等に便利です。 

•「99 99 9 目」 までカウントした後は、再び「0 日 00 日日」 からカウントします。 
•アップカウント数値は、コマ間写し込み （困 P .134) と共通の数値です。画面内、コ 
マ間、いずれかの写し込み項目としてセットしてある限りカウントを続けます。写し込 
み項目としてセットされていない場合はカウントしません。 

• フイルムび入っていない時や、フイルムの空送り中はカウントしません。 

•アップカウント数値は、フイルムの巻を戻しや、フイルム交換等で裏ぶたを開けてを U 
セットされません。 

•多重露出撮影時 （田 P .143) は、1回目の露光時にのみカウントします。 
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E データの写し込み位置と写し込み例 


写し込み煩目 

写し込み例 

年月日* 

'05 01 es 

曰時分 

巧： S . 3扫 

固定数値 

G3 W 己 f 

フイルムカウント数値 

FC 巧 

アップカウント数値 

己扫己 J ピ3 



•データは画慷のち下（イラストの--の位置）に写し込まれます。 

•写し込み位置に白、赤、オレンジ、黄色などの明るいをのびあると、写し込まれたデー 
夕び読み取りにくくなることびありますのでを意してください。 

•写し込み例は、年月日および曰時分び「2日0己年7月2已曰1己時3日分」、固定数値び 
「312日2」、フィルムカウント数値（コマき号）びに引、アップカウント数値び 
「123」の場含です。 

※：年月曰は、セットアップメニューの 「年月日表示設定」 で 「月日年」 にセットする 
と「日'!巧で5」と、 「日月年」 にセットすると「巧日"？'日5」と写し込みます 
(SHP. に8)。 


县し込みのを意事頃については P . 140をご覧ください。 



[撮影データの写し込み] -つづき一 


■画面巧写し込みの設定ち法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ポタンを}甲してメニュー画面を表示させます。 



2 


3 


r 撮影メニュー J の r 写し込みメニュー J を表示させます。 



•マルチセレクターの▼または▲で「撮 
影メニュー」を選択し、►を巧すと、 
r 撮影メニュー」び表示されます。 


• ▼または▲で「写し込み^ニュー」を選 
択し、►を押すと、 r 写し込みメニュー」 
び表示されます。 


r 号し込みメニユ ー J の r 画面巧写し込み J を還択します。 



写し込み夕こュ- 


◄戻る ：夭走 ►. 

[EaniilMIHMl 瓜 

]? 問写し込み 
0]?デ-夕写しをみ 

OFF 


4 


• ▼または▲で「画面内写し込み」を選択し、►を押します。 

写し込み項目を選がしまず。 






◄戻る 決定 ► 


ィ戻る 決定 ► 

OFF 



年月日 


フィルム於 > 卜款値 

日時が 


アッブカウ >卜飲イ度 
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•▼または▲で「年月曰」、「曰時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値」、「アップ 
カウント数値」のいずれかを選択し、►を巧すと写し込み項目びセットされます。 



































• 「年月曰」、「曰時分」、「フィルムカウント数値」セット時は写し込みメニュー画面に戻 
ります。 

• 「固定数値」、「アップカウント数値」セット時は数値設定画面び表示されます。 

■ r 固定巧値 J を還巧した場合は巧値を設定しまず。 

•反転表示されている、左から1巧目を▼また 
は▲で設定します。 

• ►を押して「2お目」〜 r 日村旧」を順次反 
転表示させ、それぞれ設定します。 

• 「6お目」の設定後、►を巧すと数値び確定 
し、写し込みメニュー画面に戻ります。 

• 数値の設定を行わない場合は ro 日0日0日」 
び写し込まれます。 



■ r アップカウント数値 J を還択した場をは最初の数値を設定します。 




◄戻る 決定 ► 

アッブカウントお値 


1800000 


•反転表示されている、左から1お目を▼また 
は▲で設定します。 

• ►を巧して「2お目」〜 r 目村旧」を順次反 
転表示させ、それぞれ設定します。 

• 「6お目」の設定後、►を巧すと数値び確定 
し、写し込みメニュー画面に戻ります。 


• 最初の1コマは設定した数値を写し込みます。 
その後、フイルムを巻き上げてシャッターを 
をるごとに設定した数値か日1ずつ加算して 
写し込みます。 

• 数値の設定を行わない場含は r 日日日日日日」 
か5写し込みび始まります。 



設定を終了しまず。 

(Tso 100 随 


管口 

_ ftF-S _ 

•◄を巧してI画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮該情報表示に戻ります。 
• 画面内写し込みをセットすると、背面表示パネルに画面内写し込みマーク□び表示さ 
れます。また、画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットしている場含は、写 
し込みマーク!□び表示されます。 
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— [撮影データの写し込み] 


一つづさ一 



■コマ巧写し込み 

画面巧写し込みと同様の r 年月曰 J 、 r 曰時分 J 、 r 固定な値 J 、 r フィルムカウント巧 
値{コマを号) J 、 r アップカウント巧値 J や、さ6に詳細な撮影データをフィルムの 
コマ巧に写し込むことがでさまず。 

■写し込み内容 

年月曰/曰時分/固定巧値/フィルムカウント巧帽/アップカウント没 I 値： 

P .130 の r 画面巧写し込み」の写し込み内容をご覧ください。 

シャッタースピード： 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイ 
ンダー内表示に表示されるシャッタースピードを写し込みます。 

絞日値： 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイ 
ンダー内表示に表示される絞り値を写し込みます。 

•非 CPU レンズ使用時に「レンズ情報」 （阳 P .149) で開放絞り値の設定を巧っていない 
場合は開放か日の絞り段数となり、絞り段数の前に「4」び写し込まれます。 

露出モード： 

シャッタースピードおよび絞り値の前に写し込まれる「■」の有無は、撮該時にセットし 
ていた露出モードを示します。 

•戶 （プ□グラムオート）時は、「■」はいずれの前にも写し込まれません。 

• S (シャッター優先オート）時は、シャッタースピードの前に「■」び写し込まれます。 
•円 （絞り優先オート）時は、絞り値の前に「■」び写し込まれます。 

• n (マニュアル）時は、シャッタースピードと絞り値の前に「■」び写し込まれます。 

露出補正 量： 

露出モードび 戶 （プ□グラムオート ）、 S (シャッター優先オート）または 只 （絞り優先 
オート）の場含はセットした露出捕正量 （田 P .76) を写し込みます。また、露出モード 
び 巧 （マニュアル）の時は適正露出か5の露出オーバー量または露出アンダー量を写し込 
みます（写し込める範囲は ±9.7 の範囲で、それし处上の場合は「一目.7」または「+9.7」 
と写し込まれます)。 

•露出補正をセットしていない場合は「日.日」び写し込まれます。 

•多重露出撮影時 （ BHP .143) は r -- j び写し込まれます。 

•オートブラケティング撮影時 （の P .77) は、ブラケティング補正量を加算して写し込 
みます。詳細は、 P .1 日4の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」 
をご覧ください。 

調が補正 量 （ち因）： 

スピードライト撮影時にセットした調光補正量を写し込みます（調光楠正については使用 
するスピードライトの使用説明書をご覧ください)。 

•調光補正をセットしていない場合は「日.日」び写し込まれます。 
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•スピードライト使用時に露出補正 （田 P .76) やオートプラケティング撮影 （の P .77) 
を斤ラと、同時にスピードライトの発光量ち補正されます。この場合、スピードライト 
で調光補正をセットしていない場合でを調光補正量として写し込みます。詳細は、 
P .1 已4の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧ください。 

• スピードライトの電源び日 FF の場合には、何ち写し込まれません。 

測巧モード： 

撮該時にセットした測光モード （田 P .64) を写し込みます。 

焦点距離： 

撮影時の設定焦点距離（ズーム位置）を写し込みます。 

• ズームレンズ装着時はズーム位置を、単焦点レンズ装着時はレンズの焦点距離を写し込 
みます。 

•非 CPU レンズの場合は、「レンズ情報」 （0 SP .14 目）で設定した値を写し込みます（設 
定を行っていない堤合は何ち写し込みません)。 

■ AF - S 、 AF - I テレコンバーター使用時は含成値を写し込みます （ CPU レンズのみ)。ただ 
し、 AF - S テレコンパ‘ータ ー TC -1 7 EII と AF-S ED 30 日 mm F 2.8 D 、 AF-S ED 
400 mm F 2.8 □を組み含わせて使用すると、焦点距離び正しく写し込まれません ( AF-S 
EDSOOmm F 2.8 DII 、 AF-S ED 400 mm F 2.8 Dn 使用時は正しく写し込まれます)。 

時刻： 

撮影時刻を写し込みます。 


@写し込まれる撮該データについて 

• 写し込みメニューで写し込み項目をセツトすると、下表に示す組み合わせで撮影データ 
を写し込むことびでをます。 


写し込み I 頁目 

写し込み内容 

+年月曰 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露拙甫正書、年月日 

+日時分 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露地 i 正書、日時分 

+固定数値 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露拙甫正書、固^値 

フイルムカウント数値 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露拙甫正量フイルムカウント数値 

アップカウント数値 

シャッタースピーに絞り値、露出モーに露地 i 正書、アップカウント数値 

>因 + 測光モード 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露出補正量調光補正量測光モード 

>因 + 焦点距離 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露地 i 正書、調光補腫、焦点距離 

偶 +時刻 

シャッタースピーに絞り値、露出モード、露地 i 正書、調光補腫、時刻 

年月日 

年月日 

曰時分 

曰敝、 

固定数値 

固:^値 


《：写し込み項目び「+年月曰」、「+曰時分」、「+固定数値」の場合、同時にシャッタース 
ピード、絞り値、露出モード、露出補正量ち写し込まれます。 
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— [撮影データの写し込み] 


一 つづ さ一 


P データの写し込み位置と写し込み例 



お日値 

■夕ースピード思出正 S 


七ジトした写し込み巧目は 
この部巧に写し込まれまず。 


• データは画撒の左側コマ間にイラストのよラに写し込まれます。 

•写し込み例は、シャッタースピード n /12 已秒」、絞り値 「 F 目.6」、露出モード*1 
「月（絞り優先才一り」、露出補正量「+1.3」、年月日がに日日己年7巧2巳日」の場合です。 
; P (プラグラムオート）時は「：？5巧ぶ」、白（シャッター優先オート）時は 
「■1•巧巧.巨」、巧（マニュアル）時は「■:巧■巧ぶ」と写し込みます。 

《2;年月曰は、セットアップメニューの 「年月日表示設定」 で 「月日年」 にセットす 
ると 「日1巧 I 日5」 と、 「日月年」 にセットすると r 巧 I 日5」 と写し込みま 
す （田 P . に8)。 

•セットした写し込み項目（イラストのこつ内）び 「年月日 （+ 年月曰）」 し心外の場合は 
下表のよラに写し込みます。 


写し込み頃目 

写し込み例 

4因 +測光モード*3 

—と日 L LU 

4因 +焦点距離 

—と己 3 日日 

4因 +時刻 

—と己 6.3 己 


写し込み頂目 

写し込み例 

曰時分 （+ 曰時分） 

巧 6 . 3日 

固定数値 （+ 固定数値） 

扫3 邮 

フイルムカウント数値 

FZ が 

アップカウント数値 

扫己扫 J es 


•表中の写し込み例は、曰時分および時刻び「2已曰1己時3 日 分」、固定数値び「312 日 2」、 
フイルムカウント数値（コマ番号）びに8」、アップカウント数値び「123」、調光補 
正量 け因） び「一2 .0」、 測光 モードび 「中央部重点測光」、焦点距離び「3 日日 mm 」 
の場合です。 

《3 ;マルチパターン測光時は「 RmP 」、 スポット測光時は「 SP 」 と写し込みます。 


P 写し込みのミモ意事巧については P . 140をご質くだをい。 
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■コマ巧写し込みの設定方法 


1 電源スイッチを ON にし、 MENU ポタンを巧して y ニュー画面を表示をせ、 
r 撮影メニュー J の r 写し込みゾニュー J を表示させまず。 

• r 写し込み;><ニュー」の表示方法は、 r 画面内写し込み」の操作手順1、2をご覧くださ 
い C 0 BP .13 S )。 


2 


r 写し込みメニユ ー J のロマ M 写し込み J を選}只しまず。 



3 


• ▼または▲で「コマ間写し込み」を選択し、►を巧します。 

写し込み I 頁目を還がしまず。 


P 写し込みメこュ- M 
]? 巧写し込み 

1 

E 写し込みブこュ-鸣 
]? 巧写しをみ 

ィ戻る ，|ホ定> 

1 


OFF 

■ 

+因定敎値 a 

+年月日 


フィルムカウント敎値 

+日時が 


アッブカウント数値 


= 写し込み メニユ - = 
]? 巧写し込み 


=写しをみ メこュ - = 
]? 巧写し込み 

◄戻る みち ► 


◄ちる ホ定> 

夕因 + 測 ホモ-ド 

■ 

年月日 

夕因+ 焦是お魏 


日時 巧 

夕因 + 時刻 


面定お懼 


• ▼または▲で「+年ち曰」、「+曰時分」、「+固定数値」、「フイルムカウント数値」、 


「アップカウント数値」、「4 因 +測光モード」、「4 因 +焦点距離」、「4 因 +時刻」、「年月 
曰」、「曰時分」、「固定数値」のいずれかを選択し、►を巧すと、写し込み項目びセツ 
卜されます。 


• 「+年月曰」、「+曰時分」、「フィルムカウント数値」、 巧因 +測光モード」、 巧因 +焦点 
距離」、「4 因 +時刻」、「年月日」、旧時分」セット時は写し込み;<ニュー画面に戻ります。 


• 「+固定数値」、「アップカウント数値」、「固定数値」セット時は数値設定画面び表示さ 
れます。数値の設定方法は「画面内写し込み」の手順4をご覧ください（田 P .132)。 


A 設定を終了します。 

，[ほ0100脚 

•◄を巧して I 画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮該情報表示に戻ります。 
• コマ間写し込みをセットすると、背面表示パネルにコマ間写し込みマーク!□び表示さ 
れます。また、画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットしている堤合は、写 
し込みマーク!□び表示されます。 












— [撮影データの写し込み] 


一つづさ一 



■0 コマデータ写し込み 

フィルム装慎時にフィルムの空送りを3コマでいったん停止し、0コマ目 （1 コマ目 
の1コマ前）に写し込みを巧ったを、1コマ目まで空送りしまず。 

0コマデータ写し込みは、0コマ目のコマ間には r 識別番号（カメラ iD ) j 、 [フィル 
ムま号 J およびフィルム装填時の r 年月日 J を、0コマ目の画面内にはフィルム装填 
時の r 年月日 J または r フィルム番号 J を写し込むことびできまず。 

■写し这み内容 
識別を号（カメラ ID ) : 

「撮影データの記憶」で設定した識別番号けメラ ID ) を写し込みます （0 BP .123)。 

フイルムま号： 

「撮影データの記憶」で設定したフィルム番号を写し込みます （の P .123)。 

年月日： 

フィルム装慎時の曰付を、「年月日」の順序で写し込みます。 

•セットアップメニューの r 年月日表示設定」 を 「月日年」 または 「日月年」 に変更する 
と、変更した順唐で写し込みます （田 P .128)。 


0データの写し込み位置と写し込み例 
[コマ巧の場を] 




哉 jfi 言）フィ,听涅号 


年月日* 


I データは0コマ目左側のコマ間ホ目当部分に上のイラストのよラに写し込まれます。 


[画面巧の場合] 


写し込み巧目 

写し込み阴 

画面内年月日* 

で S 日'!巧 

画面内フイルム番号 

己己己3 


•データは日コマ目ち下（イラストの ■=- の位置）に写し込まれます。 

•写し込み例は、識別番号（カメラの）び「123」、フィルム番号び「0日0引、年月が 
び「20日已年7月2已曰」の摇合です。 

《：年月日は、セットアップメニューの 「年月日表示設定」 で 「月日年」 にセットする 
と「日1巧 I 日5」と、 「日月年」 にセットすると r 巧日1で5」と写し込みます 

(aSP. 128 )。 


P 写し込みのを意事項については P . 140をご覧<ださい。 
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10 コマデータ写し込みの設定方法 


1 電源スイッチを ON にし、 MENU ポタンを巧して y ニュー 画面を表示をせ、 
r 撮影 メニュー J の r 写し込みゾ ニュー J を表示させまず。 

• r 写し込み;ニュー」の表示方法は、 r 画面内写し込み」の操作手順1、2をご覧<ださ 
い C 0 BP .132)。 



• ▼または▲で「0コマデータ写し込み」を選択し、►を押します。 


Q 写し込み項目を還がしまず。 



• ▼または▲で「コマ間」、「画面内年月曰」、「画面内フィルム番号」、のいずれかを選 
おし、►を巧すと、写し込み項目びセットされ、写し込みメニュー画面に戻ります。 

公 設定を終了しまず。 

^•◄を巧して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。 


P フィルム装慎時のご注意 

•日コマデータ写し込みはフイルム装慎時に写し込みます。フイルムを装慎して、 ] コマち 
撮影を行わずにフイルムを抜を出してを、日コマデータは写し込まれていますのでご注 
意 < ださい。 

• フィルム装慎時にフィルムを引き出しすぎると、日コマデータを写し込む位置まで感光 
してしまい、写し込んだデータび判読でをない堤合びありますのでご注意ください。 






— [撮影 データの写し込み] 


一 つづ さ一 


[写し込みについてのごミち意] 


P データの写し込み濃度について 

•データの写し込み濃度は、自動的にセットされた、または任意にセットしたフイルムの 
感度に合わせて設定されます。ただし、写し込みはフイルムの裏側から行いますので、 
同じ感度のフイルムでを裏側か日の感度に違いびあるため、写し込んだデータび薄<て 
判別でをない場合や、濃すぎてにじんでしまラ堤合びあります。あ5かじめ試し撮りさ 
れることをおすすめします。濃度び適切でない場含は、 わスタ h 乂ニュー rd 8: 写し込 
み濃度」（の P .10 己）の設定を変更して調整してください。 

■裏側からの感度び特に低い「コダク□ーム64」、「コダク□ーム2日日」、「フジク□一 
ム Velvia 」 などを使用する場合は、写し込み濃度を「+1」または「+2」にセット 
してください。 


P 特巧フィルム®巧時について 

• 赤外線および複写用などの特殊フイルムは、フイルム感度び低いため写し込みはでをま 
せん。 


P 化ず日時の設定を行ってか6写し込みの設定を行ってください （ SBP .127)。 

P を重露出撮影時の写し込み 

•多重露出撮影時（の P .143) は、1回目の露光時に写し込みます。 

•画面内写し込みの場合、多重露出の回数びをい時は背景や被写体び重なって、写し込ま 
れたデータび判読しにくくなることびありますのでご注意ください。 

P コマ巧写し込みを行った撮影フイルムを規像ずる際のごを意 

• 現傲処理作業の段階でホルダー収納のためフイルムを裁断する隙、フイルムのコマの間 
に写し込まれたデータや、場合によっては撮影画面び切断されてしまラことびあります。 
このよラなことを避けるために現像をご依頼の際は、コマ間データや撮影画面び切断さ 
れない長巻さなどの処置を事前に指示してください。 
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0 画面巧写し应みとコマ聞写し应みの両方をセットずる場合 

• 画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットする場合、写し込み項目の選択に制限 
びある、または画面内写し込みび斤えない場合びあります。セットしたい項目び選択で 
をない時や、画面内写し込みび行えない場合は、写し込みの設定を変更してください。 

画面内写し込みび巧に設定されている場合： 

■画面内写し込みび「年月曰」、「曰時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値」、 
「アップカウント数値」のいずれかにセットしてある場含、コマ間写し込みの項目は、 
画面内写し込みの項目と同じ項目に(外にセットでをません。ただし、「年月曰」の堤合 
は「+年月曰」に、「曰時分」の場合は「+曰時分」に、「固定数値」の場含は「+固 
定数値」にはそれぞれセットでをます。 

コマ間写し込みが巧に設定されている場合： 

■コマ間写し込みび「年月日 （+ 年月曰)」、「曰時分 （+ 曰時分)」、「固定数値 （+ 固定 
数値)」、「フィルムカウント数値」、「アップカウント数値」のいずれかにセットしてあ 
る場合、画面内写し込みの項目は、コマ間写し込みの項目と同じ項目に(がにセットで 
をません。 

■コマ間写し込みび「4 因 +測光モード」、「4 因 +焦点距離」、 巧 因 +時刻」のいずれか 
にセットしてある場合、画面内写し込みはでをません。 

E ほ温時のごを意 

•写し込みには液晶を使用しています。液晶の応答性の関係上、日む未満の低温時に写し 
込みを行ラ場含はし苗下の事項にを意してください。 

画面内写し込みおよびコマ間写し込みの場合： 

■電源スイッチを日 N にしてか5 (または半押しタイマーび ON になってか日）、2砂政上 
経過機、半押しタイマーび日 FF になる前にシャッターををってください。2秒しソ上経 
過する前にシャッターををると、正常に写し込みび行われない場合びあります。 

■ 2秒程度の間隔を開けて撮影してください。間隔を開けないと、データの切り換わり 
と撮該動作び重複した場合に、切り換わる前のデータび写し込まれたり、データび二 
重に写し込まれることびあります。 

0コマデータ写し込みの場合： 

-フィルム装慎時に電源スイッチを日 N にしてか5 (または半押しタイマーび日 N になっ 
てか5)、2秒し乂上経過鶴、半巧しタイマーび日 FF になる前の間にフィルムの装慎 （1 
コマ目までの空送りまで）を売了させてください。2秒しソ上経過する前にフィルムの 
装慎び完了すると、正常に写し込みび行われない場含びあります。 



— [撮影データの写し込み] 


一 つづ さ一 



P 写し込み時間について 

•写し込み撮影時は、写し込みに使用する液晶の応答時間に含わせるため、常温でち写し 
込みに時間びかかります（ほ温下ではさ b に時間びかかります)。また、写し込み撮影時 
には写し込み完了後にフィルムの巻を上げを行いますので、フィルム給送モードを Cl 
(低速連続巻を上げ）または CH (高速連続巻を上げ）にセットして連続巻を上げ撮影を 
行う場合に、巻き上げ速度び遅くなることびあります。 

-写し込み項目の組み合わせと写し込み時間については下表をご覧ください。 

■気温び低いほど、フィルム感度び低いほど、写し込み濃度（カスタムメニュー rds : 
写し込み濃度」で設定 阳 P .1 日已）び濃いほど写し込みに時間びかかります扇温の 
低下び最ち大をな要因です)。 

■写し込み I 頁目の巧みさわせと写し込み時聞 



〇の場含は通常の撮影時（◎:写し込み無し）とほぼ同じよラな状態で撮影でをますび 、 A 
の場合は撮影コマごとに変化する撮影データを写し込むため、写し込みに時間びかかります 
C は設定不可)。 

•0 の場合でち、フィルム給送モードを CH (高速連続巻を上げ）にセットして連続巻を上げ 
撮影を行う際、フィルム感度び旧日日4政下、写し込み濃度び「+1」または「+2」の場 
合は、若干巻を上げ速度び遅くなる場合びあります。 
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多重露出撮影では、フィルムの同ーコマ上に画像を何回ち重ねて撮影するこ 
とができます。いずれの露出モードでちセット可能です。 

■を重露出撮影の設定方法 



2 


r 撮影メニュー J の r を重撮該 J を表示をせまず。 




ィ戻る 決足 ► 

写し込みタニ- 


區重塡お 


インタ-川レタイ?- 



を重療お 


◄ちる ホ定> 


W 回 


•マルチセレクターの▼または▲で「撮 
影;ニュー」を選択し、►を押すと、 
「撮影;ニュー」び表示されます。 


• ▼または▲で r 多重撮影」を選択し、 
►を巧すと、多重撮該画面び表示さ 
れます。 


〇 を重围出の回巧を七ットしまず。 



ISO 100阻 



rn-i —9 

AF-S 


• ▼または▲でを重露出の回数を2〜10 
回の中か日選択し、►を巧すとセット 
されます。 


•多重露出びセットされると、ファイン 
ダー内表示にを重露出マーク@び、 
背面表示パネルに多重露出マーク0 
とを重露出の回数び表示されます。 











































L — [多重露出撮霞]-つづき- 


4 構回を巧め、ピントを合わせて撮影しまず。 

■フイルム給送モードび S (1 コマ巻さ上げ）の場合、シャッターポタンを巧すと1回目 
の露光び行われ、ファインダー巧表示のを重露出マーク0び点滅します。フィルム 


の給送は行われず、2回目にシャッターボタンを押すと多重露出撮影となります。セッ 
卜した回数分シャッターボタンを巧すとフイルムの給送び行われ、多重露出び解除さ 


れます。 


• フィルム給送モードび CL (低速連続巻を上げ )、 CH (高速連続巻を上げ )、 CS (超ほ 
速連続巻き上げ）のいずれかの場合、シャッターボタンを押し続けると、連続して露 
光び行われます。セットした回数び終了すると多重露出び解除され、フィルムの給送 
び行われます。 

• 多重露出びセツトされている間は、フイルムカウンターのカウントアップは行われま 
せん。 


■る重露出のおお方法 

•操作手順3のを重露出の回数を日にセットするか、ツーボタンリセット （巧 P .1 已 3) を 
行ってください。この時、多重露出の途中の場合はフィルムは給送されますび、多重露 
出のセット後に一度を露光を巧っていない場合は、フィルムは給をされません。 

• を重露出の途中や多重露出のセット樓に、フィルムの巻を戻しび行われるとを重露出び 
解除されます。また、 R 1 ボタンを巧して、シャッターボタンを押し込んだ場合ちを重露 
出び解除されます（この場合、シャッター幕は開かずにフイルムび]コマ送日れます)。 


P を重围出回规こ巧じた露出補正について 

• 多重露出はフィルムの同ーコマ上に何度も露出を与えますので、背景や被写体び重なっ 
ていく場合、多重露出の回数に応じた露出補正を撮影前に行ラ必要びあります。 

-一般的な補正量の目安は次のとおりです。 


を重露出の回な 

補正量の目安 

2回 

-1.0 

3回 

-1 .己 

4回 

-2.0 

8〜9回 

-3.0 


• 実隙の補正量は条件によって変わりますので、試し撮りをおすすめします。 

•背景び完全に黒<、被写体び画面内で重ならないよラな場合は、露出補正を行わず、各 
露出ごとに適正露出で撮影するのび基本です。 


P 画面のずれについて 

•を重露出の際、画面びわずかにずれることびあります。特にフイルムの最初と最後のコ 
マはフイルムの巻をぐせびありますので、おすすめでさません。 
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. —[インターバルタイマー撮影] 


設定した日時から一定時間ごとに、設定した回数の撮影を自動的に繰り返し 
行えます。 


■設定でをる頃目と節囲 


設定頂目 

設定骑囲 

撮影開始曰時 

曰 

- -、1〜31 

時 

00-23 

分 

00〜百9 

撮影間隔 

時 

00〜99 

分 

00〜百9 

砂 

00〜百9 

繰り返し回数 

]〜99 

1回の撮影コマ数 

1-36 


•撮影開始日時の「曰」を「--」にセットした場合は、即時スタートをセットしたことにな 
り、インターバルタイマーをセットした直鶴に撮影び開始されます （ r 時」、 r 分」をセット 
することはでをません)。 


•撮影開始曰時は、設定終了時!;(降の最大1力月の間に存在する曰付、時分のみセットで 
をます。 


例：1月7曰に撮影開始日時を6曰にセットすると、2月日曰び撮影開始曰になります。 
また、 ] 月7曰]日時日日分に7曰]己時日日分とセットすると、2月7曰1已時日0分び 
撮影開始曰時になります。 

■インターバルタイマー撮影則 

• 下記の設定例で、下図のよラにインターバルタイマー撮該び行われます。 

-撮影開始日時 ：17日1卽寺日日分 

-撮影間隔 ：]時間30分00秒 

-繰り返し回数 ：已回 

■1 回の撮影コマ数： 3コマ 



撮影開始日時：17日16時00分 


誠時間卜 


1時間30好 


撮影間隔：1時間30^ 

1綱30分 1時間30お 1觸30分 

17:30 19:00 ' 20:30 '22:00 



1回目の 2回目の 3回目の 4回目の 己回目の 

撮影開巧 握影開坦 撮影開抬 撮影問巧 撮影開抬 


作動開始 


撮影亮了 


※：撮影開始日時を r -- j にセツトした場合は、作動開始と同時に1回目の撮影び開始されます。 
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[インターバルタイマー撮影]-つづき- 


■インター/ U レタイマーの設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ポタンを}甲してメニュー画面を表示させます。 




カスタム; C ュ - 

わトアがニュ- 

レンス情報 

き一活 （ Language) 


2 


■必ず日時の設定 （ SBP .127) を行ってか5インターバルタイマーの設定を行ってくだ 
さい。 

r 撮影メニュー J の r インターバルタイマー J を表示させまず。 



I I'l'iin™ 

◄戻る_ _決定 ► 


写し込みプ ニ ュ 
を重療お 


インタ-州レタイ？- 




3 


インタ-ハルタイ?- 



間始 


00 : 00 ’ 

oo:oo,or 


1512:39’ 


• 撮影開始曰時をセットします。反転表 
示されている、「曰」を▼または▲で 
セットします。 

• ►を巧して「時」、「分」を順次反転表示 
させ、それぞれ▼または▲でセットし、 
►を巧します。 


インタ-川レタイ?- 



開始 


00 : 00 ’ 

00 :oo,or 


15じ：39, 


I マルチセレクターの▼または▲で「撮 
影メニュー」を選択し、►を巧すと、 
r 撮影メニュー」び表示されます。 


撮影開始日時と攝影巧原をセツトします。 


I ▼または▲で「インターバルタイマー」 
を選択し、►を巧すと、「インターバル 
タイマー」の撮影開始曰時•撮影間隔 
設定画面び表示され、現在曰時び画面 
内の下部に表示されます。 



インタ-ハルタイ?- 


開始 

1目に： so ’ 
間隔 

皿: 00 ’01" 


1512:39, 


• 撮影間隔をセットします。反転表示さ 
れている、「時」を▼または▲でセッ 
卜します。 

• ►を巧して「分」、「秒」を順次反転表示 
させ、それぞれ▼または▲でセットし、 
►を押すと、繰り返し回数と1回の撮 
影コマ数の設定画面び表示されます。 
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•繰り返し回数をセットします。反転表 •] 回の撮影コマ数をセットします。反転 


示されている、「回数」を▼または ▲ 表示されている、「コマ数」を▼または 

でセットし、►を巧します。 ▲でセットし、►を押します。 


撮影開始をセットしまず。 



•撮影開始をセットします。▼または▲で「する」を選択し、►を巧すと、セットび完 
了し、インターバルタイマーび作動します。背面表示パネルには「インターバルタイ 
マー撮影中」画面び表示され、撮影開始曰時（次回撮影)、繰り返し回数、 ] 回の撮影 
コマ数び表示されます。 

•「しない」を選択し、►を押すと、インターバルタイマーはセットされずに撮影;><ニュー 
画面に戻ります。 


撮影び巧われます。 


ぶ回撮裝 

15 12:50-00" 

回お ]? 飮 

05 02 

伞 

撮をまで 

10" 

回教 ]? 飮 

05 02 

♦ 

ISO 100 阻 

1512:40’ 


1512:49’ 


AF-S 


• 背面表示パネルで撮影開始1日秒前からカウントダウンび開始され、撮影中はシャッター 


びきられるごとに1回の撮影コマ数び減算表示されます。 ] 回の撮影び終了すると、次回 
撮影開始日時び表示され、繰り返し回数は残りの回数を表おします。また1回の撮影コマ 
数はセットしたコマ数に戻ります。し处後、同様の撮影を残りの繰り返し回数分行い、全 
て終了するとインターバルタイマー撮影び賴除され、通常の状態に戻ります。 
•インターバルタイマー撮影中に、電源スイッチの日 FF 、 ツーボタン U セット（田 P .1 已 3) 
またはインターバルタイマーの設定値の変更を行ラと、インターバルタイマーは辭除さ 
れます。 











L —[インターバルタイマー撮影]-つづき- 


P インターバルタイマー攝影中のカメラの巧態•制御 

•撮影間隔び長くなると、途中で半巧しタイマーび日 FF になり、背面表示パネルの現在曰 
時び消灯しますび、撮影開始3日秒前に半巧しタイマー日 N になり、現在曰時び再点灯し 
ます。また、オートフオーカス時は、撮影開始2秒前か日ピント合わせを行います。 

• INFO ボタンを巧すと背面表示パネルび撮影情報画面に切り撰わりますので、カメラの設 
定状態び確認でさます。 

•インターバルタイマー撮影中でち、そのまま通常の撮影び可能です。インターバルタイ 
マーは継続し、セットした繰り返し回数および1回の撮影コマ数は蜜わりません。 

•各回の撮影で、フオーカスモードび S (シングル AF サーボ）の場合にピントび合わなか 
つた時は、その回のインターバル撮影はキャンセルされますび、次のインターバル撮影 
は巧われます。 

•インターバル撮影をセットした状態で、フィルムの巻を戻しを行ラと、インターバル撮 
影は解除されます。 

• 撮該間隔はセットまたは制御されるシャッタースピードにかかわ日ず設定でをますび、 
露光中に次の撮影開始日時に達した場合は、現在の撮影を優先して続行します違なつ 
た回のインターバル撮影はキャンセルされますび、次のインターバル撮影は行われます)。 

• シャッタースピードび fauLb にセットされている時は、約1/10秒でシャッターびきれます。 

P インターバルタイマーとその他の機能 

• S ラーアップ撮影と併用する場合、1回の撮影毎に S ラーアップしてか日約日.4秒後に露 
光を行います （田 P .86)。 

•給送モードび S (1 コマ巻を上げ）およびミラーアップモード時に、1回の撮影コマ数を2 
コマ政上にセットした場合、給送モードは CL (低速連続巻き上げ）として制御されます。 

•オートブラケティング （田 P .77) と併用する場合、インターバルタイマーの1回の撮 
該コマ数び、自動的にプラケティングの撮影コマ数と同じコマ数にセットされます。ま 
た、インターバルタイマー撮影中にオートブラケティングびセットされた場合はブラケ 
ティングの撮影コマ数と同じコマ数に変更されます（その後ブラケティングを解除する 
とコマ数は元に戻ります)。 

•多重露出撮影 （巧 P .143) と併用することも可能です。 

例：多重露出の回数び3回でインターバルタイマーの]回の撮影コマ数び2コマの場合、 
1回目の撮影で2回を重露出を行います（フィルムは給送されません)。次のインター 
バル撮影時に3回目のを重露出を行いフィルムを給送して多重露出撮影び锅除され、 
インターバル撮影の2コマ目を撮影します。政後、通常のインターバルタイマー撮影 
となります。 

P 写し込み併用時のごを意 

•画面巧写し込み （ aBP .130)、 およびコマ間写し込み （ BHP .134) を併用する場合、 
写し込みに使用する液晶の応答時間を確保するため、日で未満の低温時には、撮影間隔 
を2秒し:!上にセットしてください。また、オートプラケティング （の P .77) も併用す 
ると、日で未満の低温時には、写し込みび正しく行われない場合びあります。 
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レンズ情報 


非 CPU レンズを使用する場合、レンズの焦点距離と開巧絞り値を設定するこ 
とにより、下記のとおり、 CPU レンズ装着時のみ使用可能な機能の一部が使 
用でさます。 

巧用巧能になる機能 

• 焦点距離を設定して使用できる機能 

スピードライトのオートパワーズーム(設定した焦点距離に応じて照射角びセットされます） 
• 開放絞り値を設定して使用できる機能 
絞り値の表示、スピードライトの絞り連動外部自動調光 （の P .161) 

• 焦点距離と開放絞り値の両方を設定して使巧でさる機能 
RG 巨 マルチパターン測光 （ BHP . 己 4) 

• 焦点距離と開放絞り値の両方を設定して精度が向上ずる機首目 
中央部重点測光 （0 BP .6 己）、スポット測光 （田 P .6 已)、スピードライトの i - TTL - BL 調光を 
(0 SP .1 己6)、マルチ日 L 調光* * ( BBP .160) 

※：測光モードはスポット測光し:!外にセットしてください。 

設定でをる焦点距離と開が絞 P 値 

• 焦点距離： 

日、8、13、1己、16、18、2日、24、2己、28、3己、43、4己、已日、已已、已呂、7日、 
召0、 S 己、86、100.10己、13己、180、吕〇0、300、3己0、400、己00、600、 
8日日、1000.1200、1400、 1600. 2000. 240日、28日日、3200、 4000 mm 
• 開放絞り値： 

f /1.2、 1.4、1.8、2、2.己、2.8、3.3、3.己、4、4.已、百、己.巨、6.3、7.1、8、白.己、 
1]、]3、 ] 己、16、 19. 22 

P レンズ 情 巧を設定可能な巧 CPU レンズについて 

• AI 方式レンズを使用する場合に設定可能です。 AI 方式政がのレンズを使用する場合は、 
レンズ情報を設定してち正常に機能しません。 AI 方式に(列のレンズを使用する場合は、 
焦点距離と開放絞り値を設定していないレンズ N 0.をセットして、撮影してください。 

E —致ずる焦点距離び設定でをない場合 

• ズームレンズやテレコンバーター使用時など、一致する焦点距離び設定できない場合は、 
装着レンズの焦点距離に最ち近く、かつ大をい値をセットしてください。 

-この場合にスピードライトを使用する時は、マニュアルでスピードライトの照射角を 
セットして<ださい。 

0ズームレンズ装着時のズー5ングについて 

• ズームレンズを装着してズー S ングを行5と、レンズの焦点距離や絞りび変化しますび、 
カメラに設定したレンズ情報はズー S ングに連動しません。ズー S ングを行った場含は 
その都度レンズ情報の設定を行ってください。 
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レンズ情報 -つづき一 


■レンズ情報の設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ポタンを巧してメニュー画面を表示させます。 




カスタムタニ. 

セットアッブタニト 
接が夕-ュ- 

ミ - ミ o(Language) 


2 


r レンズ情强 J の r レンズ情强修正 J を表示をせます。 



◄戻る み定> 


わ娜日. 

fi 羣正 


F—- 


flM 



1 丽 

◄戻る みを ► 

レ>鄉〇. 

焦をお魏 
開が絞り値 

1 

号 


I マルチセレクターの▼または▲で「レンズ情報」を選択し、►を巧すと、レンズ情報 
画面び表示されます。 


• レンズ情報ではレンズ No . として1日種類設定することびできます。日〜9の中から設定 
したい番号を▼または▲で選択し 、 INF 日ボタンを巧すと、「レンズ情報修正」び表示 
されます。また 、 INF 日ボタンを巧さずに►を押すと、そのレンズ No . びセットされ、 
メニュー画面に戻0ます。 


3 


レンズ情報を設定しまず。 



レノス 情が fi 富 正 


◄戻る ホ定> 

レ > XN 日. 1 

焦点距魏 B 

閉巧おり値 F 



TMt 贈 f 

ィ戻る ホ定> 

レ鳥. 1 

焦点距魏 50 
^閉巧がリ値 FB 


• ▼または▲で「焦点距離」をセツトし、 
►を巧すと、反転表示び「開放絞り値」 
に移動します。 


• ▼または▲で r 開放絞り値」をセットし、 
►を巧すとセットした値びレンズ No . に 
記憶されるとともに、そのレンズ No . び 
セットされ、 y ニュー画面に戻ります。 



嚴ぃ 1 


•◄を巧して]画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮 
影情報表示に戻ります。 

• セツトされたレンズ No . は背面表示パネルに 「 L -1 (例：レンズ 
N 0.1の場合)」のよラに表示されます （ CPU レンズ装着時は表 
示されません)。ただし、焦点距離またはレンズの開放絞り値の 
どち日か片方しか設定されていない場合は表示されません。 
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■ボタンとダイヤル操作によるレンズ No. の設定方法 


レンズ情報で設定したレンズ No. (焦点距離と開放絞り値の組み合わせ）を、 
メニユー画面を表示させずに、フアンクシヨンボタンとメインコマンドダイ 
ヤルの操作で設定することびできます。 

1 カスタムメニユーのけ3 :フアンクシヨン卸機能 J (阳 P .110) を TFV □ック J 
および r レンズ情陆設を J にセツトします。 


© 


• P .9 日の「メニューの設定方法」を参考にして、 たスタ h 乂ニューの け3:ファンクシヨ 
ン部機能」を 「 FV □ック J および 「レンズ 情報設定」にセットしてください。 

■「レンズ情報設定」は単独で選択することはでをません。「レンズ情報設定」を選択 
する場合は 「 FV □ック」ととちに選択されます。 

2 ファンクシヨンボタンを}甲しなび6、メインコマンドダイヤルでレンズ No. 
(0-9) をセットしまず。 


レンス I 隋卽 


>イン]?ンドタイタル 

レノ aNo . jl 


50mm 
F1 4 

• ファンクションボタンを押すと背面表示パネルにレンズ情報画面び表示されますので、 
表示されるレンズの焦点距離と開放絞り値を確認しなび b レンズ Nd . をセットして<だ 
さい。 

•セットされたレンズ No . は背面表示パネル（撮影情報表示時）に「し1(例：レンズ 
N 0.1の場合)」のように表示されますに PU レンズ装着時は表示されません)。ただし、 
焦点距離またはレンズの開放絞り値のどち5か片方しか設定されていない堤合は表示 
されません。 

•スピードライト S 己-8日 0-6 日 0-400 装着時は、 「 FV □ック」（西 P .1 已 7) び優先さ 
れますので、スピードライトの電源を日 FF にしてレンズ No . のセツトを斤ってください。 


ISO 100励 

册 

AF-S L-1 





言語の設定 


メニュー操作や撮影機能の設定のために、表示言語の設定を巧います。 

■表示言語の設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ポタンを巧してメニュー画面を表示させます。 




)©©。(1 


♦ 


カスタム；^ニユ- 
セットアッかニユ- 
撮おタニユ- 

レ > 方隋幸辰 


2 


r 言語 ( Language ) J を表巧させます。 



コ - 肝こ flKfl 

IEIIE6FSB 

◄戻る 

み定> 

Oeutsch 

中义 

English 

(窗体） 

Espanol | 

日本語 

Franca is 

1 


3 


■マルチセレクターの▼または▲で信語 （Language)」 を選択し、►を押すと言語 
の選択画面び表示されます。 

言語を選択しまず。 



コ - 肝こ flKf 

BIIEEFsiB 

◄戻る 

決定 ► 

Oeutsch 

中义 

911511 Izlll 

(简体） 

Espanol 

曰本语 

Franca is 





CSM MENU 
SET-UP 

SHOOTING MENU 
NON-CPU LENS _ 


Language 


• ▼または▲で English」 を選択し、►を巧すと表示言語び英語に設定され、メニュー 
画面に戻ります。 


P 曰本語なかの表示言語について 


日本語し U 外に L ソ下の言語を設定でをます。 


Deutsch 


ドイツ語 


• English 
- Espanol 
- Fran^ais 


英語 

スペイン語 

フランス語 


-中文（簡体) 


中国語備体) 
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ツーボタンリセッ 


ツーボタンリセットにより、簡単に各機能の働きやカメラ各部のセツト状態 
を初期状態に戻すことがでさます。 


MENU ボタンと、 INFO ボタンを同時に2巧な上巧し続けると、背面表示パネルに 
r 初期げ態復帰 J と表示されまず。 



巧期げお痕リ累 


•背面表示パネルに「初期状態復帰」と表示されるとツーボタン U セットび完了します。 
各機能の働を-セツト状態は次のよラになります。 


機能 

が態 

露出モード 

P (プ□グラムオート） 

プ□グラムシフト 

解除 

フオーカスエ U ア 

中央（グループダイナ=ック AF モード 
時は中央のフオーカスエ U アグループ） 

シンク□モード 

先幕シンク □ 

露出補正 

解除 

オートブラケテイング 

解除** 

AE □ック 

解除 

シャッタースピード□ック 

解除 

絞り□ック 

解除 

写し込み 

解除 

多重露出撮影 

解除 

インターバルタイマー撮該 

解除*2 


:設定値ち初期状態になります。「補正ステップ：1/3段ステップ」、「撮影コマ数： 0 
コマ」になります。また、カスタムメニユー re 8 :BKT 設定ち法」 CBHP.l 日 8) を 
r 組み合わせで選巧」にセットした焉合は、「補正ステップ：1/3段ステップ」、「撮 
影コマ数：両側 3] マ」、 r 撮影： OFF」 になります。 



《2:設定値も初期状態になります。 r 撮影開始日時：--」、 r 撮影間隔：1秒」、「繰り返し 
回数： ] 回」、 ri 回の撮影コマ数：1コマ」になります。 


P 撮影メニューなかの各メニューで設定した巧目について 

•ツーボタン U セットを行っても、「カスタム;ニュー」、「セットアップメニュー」、「レン 
ズ情報」、信語 （Language)」 で設定した各項目は、設定された状態び保持されます。 
• カスタム;ニューの設定内容を初期設定に戻す場合は、カスタム;ニュー 「R :カスタ 
ムリセット」（の P.94) でカスタム U セットを行ってください。 
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露出補正量および調光補正量の記隱と写し込みについて 


露出補正量および調光補正量として記憶される（田 P .116)、 または写し込 
まれる（西 P .134) 補正量は、露出補正、調光補正、ブラケティングの組み 
合わせによって下表のようになります。 

•表中の A 、 己、 C はじ TF の補正量を表します。 

A :露出補正でセツトした補正量（力;<ラで設定） 

B :調光補正でセツトした補正量（スピードライトで設定） 

C :プラケティングでセツトした補正量（カメラで設定） 


捕正の巧みちわせ 

露出 捕正 量 

調が補正 量* s 

補正なし 

0 を3 

0*3 

露出補正 

A 

A 

調光補正 

〇-》3 

B 

AE-SB ブラケティング 

C 

C 

AE ブラケティング 

C 

0*3 

SB ブラケティング 

〇-》3 

c 

露出補正+調光補正 

A 

A+B 

露出補正 + AE • SB ブラケティング 

A+C 

A+C 

露出補正 + AE ブラケティング 

A+C 

A 

露出補正 + SB ブラケティング 

A 

A+C 

露出補正+調光補正 + AE • SB ブラケティング 

A+C 

A + B+C 

露出補正+調光補正 + AE ブラケティング 

A+C 

A+B 

露出補正+調光補正 + SB ブラケティング 

A 

A + B+C 


• 露出モードびけ（マニュアル）の時にカスタムメニュー「白色： BKT 変化要素」 (0 SP .1 O 8) 
を 「 SB 」 にセットして才ートプラケティング撮影（巧 P .77) を行うと、露出補正量およ 
び調光補正量として記憶される、または写し込まれる補正量は、露出補正、調光補正、ブラ 
ケティングの組み台わせによって下表のよラになります（表中の A 、 巨、 C は上表と同じ）。 


補正の組みちわせ 

露出 捕正 量* 1 

調が補正 量* s 

AE • SB ブラケティング 

〇-》3 

C 

AE ブラケティング 

0 を3 

0*3 

SB ブラケティング 

0*3 

c 

露出補正 + AE • SB ブラケティング 

A 

A+C 

露出補正 + AE ブラケティング 

A 

A 

露出補正 + SB ブラケティング 

A 

A+C 

露出補正+調光補正 + AE • SB ブラケティング 

A 

A + B+C 

露出補正+調光補正 + AE ブラケティング 

A 

A+B 

露出補正+調光補正 + SB ブラケティング 

A 

A + B+C 


:露出モードび M (マニュアル）の時に露出補正量を写し込むと、適正露出からの露出オーバー量 
または露出アンダー量び写し込まれます。 

《2 :スピードライトの電源び日 FF の場合は「0」が記憶されますび、写し込みの場合は何ち写し込ま 
れません。 

《3 :写し込みの場合は「0.0」び写し込まれます。 
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スピードライト撮影 


ニコンクリエ イティブライティングシステム機能を 
搭載した別売スピードライトと組み含わせて使用す 
ると、を彩なスピードライト撮影び行えます。 
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ニコンクリエイティブライティングシステム 


アクセサリーシューに別売スピードライトを装着すると、スピードライト撮 
影が可能になります。暗いところではちちろん、昼間の屋外撮影などでら、 
逆光の場合やま要被写体の陰影を弱めたい時、人物の目にキャッチライトを 
入れたい時などに、補助光としてち使用できます。 

ニコンクリエイテイブライテイングシステムでのスピードライト撮影 

このカメラはニコンクリエイティブライティングシステム （ CLS ) にが J 友してお0、二 
コンクリエイティブライティングシステム対応の別売スピードライト SB -800 •白00 
などとの巧みをわせによ0を彩なスピードライト撮影び行えまず。ニコンクリエイティ 
ブライティングシステムでは ri - TTL モード J 、 TFV ロック J 、 r オート FPA イスピード 
シンク nj 、 r マルチエリアアクティブ巧助が （ AF 捕田!巧) J などの専用機能び使用でさ 
まず。また、 SB -800 をまな、またはワイヤレススピードライトコマンダー SU -800 
をコマンダーとして、複数の捕助灯 { SB - S 00 •巨00 • R 20 0) を発光制御する、 
r アドバンストワイヤレスライティング J によるワイヤレス増灯撮影び可能にな0ます。 


■ i-TTL モード 

モニター発光を行う専用 TTL モード （ i - TTL モード）でず。 i - TTL - BL 調巧などの 
スピードライト撮影び可能でず。 i - TTL モード時は、巧のようなスピードライト攝 
霞が行えまず。 

[ i - TTL-BL 調巧] 

マルチパターンによる測光情報をもとにま要被写体と背景光のバランスを考慮した目 L (バラ 
ンス）調光を行います。シャッターポタンを巧すと、スピードライトびシャッター開□直前 
にモニター発光を行い、画面巧の各部か日戻ってくる反射光をカメラ内の TTL 自動調光用已 
分割センサーまたは1日0己分割 RG 巨センサーび瞬時にモニターし、主要被写体と背景光のパ‘ 
ランスを考慮した最適な発光量を決定します。 

• G タイプまたは D タイプレンズ装着時は、レンズか5得 b れた被写体までの距離情報ち加 
味した最適な発光量を決定します。 

•非 CPU レンズ装着時は、「レンズ情報」でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定すると、 
より精度び向上します （の P .149)。 

• スポット測光時は自動的にスタンダード TTL 調光となりますので、力;ラの測光モードは 
スポット測光しツがにセットしてください。 

[スタンダード TTL 調巧] 

背景の明るさは考慮されず、撮影画面び基準露光量となるよラに調光します。主要被写体の 
みを強調する場含や、スピードライト撮影で露出補正を行ラ時に適しています。 

• 測光モードをスポット測光にセットすると、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 

• 通常はモニター発光を行いませんび、オート FP 八イスピードシンク□時や FV □ック時に 
はモニター発光を行ラ、スタンダード i - TTL 調光になります。 

• 背景光び極端に明るい時は、発光しない場合びあります。 
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■アドバンストワイヤレスライティング 

SB -800 をま灯、またはワイヤレススピードライトコマンダー SU -800 をコマンダー 
として、複撕が ffi 晒灯 （ SB -800 •巨00 • R 200) を発が制御ずる、ワイヤレス増 
口撮影を行5ことにより、被写体の影を消して自おな配巧にしたり、被写体な巧の 
SB 分に巧を当てるなどの効まを出ずことびでをまず。 

• 力;><ラと複数のスピードライトを接続するための増灯コードび不要です。 

•ワイヤレス増な時にち i - TTL モードによる自動調光び可能です。また、絞り連動が部自動調 
光、列部自動調光、マニュアル発光、 U ピーティング発光を設定可能です。 

•カメラに装着した S 巨-8日日（主灯）、またはワイヤレススピードライトコマンダー SU -8 日日 
(コマンダー）び、力;ラから離した複数の S 巨-8日日-目日日 ■ R 2 日0 (補助灯）を最大3グ 
ループ （ A 、 己、巳）まで分けてグループごとにワイヤレスで発光を制御します。 

•グループごとに調光補正量 （±3 EV ) や、異なる発光モード （ i - TTL 、 絞り連動が部自動 
調光、外部自動調光、マニュアル発光）をセットすることも可能です。また、主なの本発 
光を日 FF に設定し、補助なのみでワイヤレス増灯撮影を巧うことも巧能です。 

• 詳細は S 己 -S 日日-巨0曰- R 20 日、 SU -8 日日の使用説明書をご覧<ださし、。 


P モデリング発光について 

• S 日-召日日- 6日日装着時には、力;<ラのプレビューボタンを押すとモデ U ング発光び行われ 
ます。アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時には、使用する全てのスピード 
ライトのモデリング発光び行われるので、照射光の効果を簡単に確認することびできます。 

-プレビューボタンを押した時にモデリング発光を巧わないよラにするには、カスタム 
に:!一 re 4: モデリング発光」 を roFF 」 にセットしてください （ asp . i 日7)。 


■ FV □ック 

FV □ックを行5と、構回ををえてもフラッシュ語光量び□ジクをれるため 、被写体 
の明るをを一定に巧つ撮影び可能です。 

• i - TTL モード時および絞り連動列部自動調光時のみ使用可能です。 

•アドバンストワイヤレスライティングによる増な時や、オート FP 八イスピードシンク□時 
でち機能します。 

■アドバンストワイヤレスライティングの場合、主灯の発光モードびが部自動調光でち FV 
□ックび可能になります。 

• FV □ック中にズーミングや絞り値の変更を行ってを、発光量は自動追随するのでフラッシュ 
露光量（明るさ）は変わりません。 

• FV □ックの使用方法は次ページをご覧ください。 
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ニコンク u エイティブライティングシステム -つづき一 


■ FV □ックの使用方法 


1 カスタムメニューけ3 :フアンクシヨン卸機能 J で、 「 FV ロック J (初期設定） 
または rFV □ック/レンズ情法設定 J に設定しまず （ BBP . llO )。 

2 SB -800、 SB - 600または SB - 400を装着して電源を ON にし、発巧 

モードを TTL モードまたは AA ( SB - S 00 のみ）にセットしまず{詳細は 
SB - S 00 • 600 • 400の使用説明書をご覧ください)。 

• S 巨-40日装着時は、電源を日 N にするだけで TTL モードにセットされます。 

• アドバンストワイヤレスライティングの攝合、主灯の発光モードを外部自動調光 
にセットすることを可能です。 

3 露巧量をさわせたい被写体が画面の中むになるよ5にカメラを插え、シャッ 
ターボタンを半押しして巧写化にピントををねせまず。 

4 カゾラのフアンクシヨンボタンを}甲しまず。 

•スピードライトびモニター発光を行い、露光量を 
計算します。 

• FV □ックび行われ、ファインダー内表示に FV □ッ 
クマーク凸 I び表示されます。 



5 撮影したい構回にしてシャッターをまりまず。 

• FV □ック中は、被写体の露光量を一定にしたまま複数コマを撮影することびでを 
ます。必要に応じて手順日を繰り返してください。 

• FV □ックを解除する場合は、カメラのファンクシヨンボタンを再度巧してくださ 
し、（ファインダー内表示の FV □ックマーク田！び消灯します）。また、下記の場 
合にち FV □ックび解除されます。 

-半巧しタイマー日 FF 

-フイルムの巻を戻し 

-レンズの取りがし 

-スピードライトの電源日 FF 

- i-TTL モードし U がの発光モードへの変更 

-フラッシュへッドの角度変更 

-スピードライト側操作によるモデ U ング発光 

-測光モードの切り換え（マルチパターン測光と中央部重点測光との間の切り換 
え政列の場合） 

-カスタム;<ニュ ー け3 :ファンクシヨン節機能」を、 「 FV □ック」および 「FV 
, □ック/レンズ情報設定」切外にセット 







巧 FV □ック時の測巧領棚こついて 

• FV □ック時の測光領域は政下のようになります。 


撮該巧態 

発が E — ド 

測が預巧 

1灯 撮影 時 

i - TTL モード 

画面中央 ゆ 日 mm ホ目当 

絞り連動外部自動調光 

スピードライトの外部測光領域 

アドバンストワイヤレス 
ライティングによる増灯時 

i - TTL モード 

全画面 

絞り連動外部自動調光 

スピードライトの外部測光領域 

外部自動調光（主な） 


■才ート FP 八イスピードシンクロ 

シャッタースピードび 1/250 巧 W 上の高速になった場を、自動的に FP 発巧に切り 
換わりまず。1/日〇〇〇巧までのをてのシャッタースピードでスピードライト撮影び 
可能でず。日中の撮影でち、同調シャッタースピードを気にずることなく、レンズ 
の絞りを開いて背景をボカした撮影び行えまず。 

•オート FPA イスピードシンク□を使用するには、 カスタム:>(ニュー [el : 同調速度変更」 
を 「 1/ 吕己 OFP 」 に設定する必要びあります （ asp . io 日)。 

•アドバンストワイヤレスライティングによる増巧時でち機能します。 

•使用でをる発光モードは、 1 灯での使用時は i-TTL モード、絞り連動外部自動調光、距離優 
先マニュアル発光、マニュアル発光です。また、増灯時は i-TTL モード、絞り連動が部自動 
調光、外部自動調光、マニュアル発光び使用できます。 


■マルチエリアアクティブ補助光 （ AF 補助が) 


SB - 800 •巨00、 SU - 800のアクティブ捕巧!巧 （ AF 捕助巧）は、このカメラの 
11力巧のフォーカスエリアをてに対応していまず。夜間でを被写体の位置を気にせ 
ずに才ートフォーカスによるピント合わせび行えまず。 

•全ての AF エ U アモード（シングルエ U ア AF モード、ダイナ S ック冉 F モード、グループダ 
イナ S ック AF モード、至近優先ダイナ S ック AF モード）で使用可能です。 

•焦点距離24〜10己 mm の AF レンズを装着し、 フォー カスモードを S (シングル AF サーボ） 
にセットして撮影を行う場合、被写体び暗い時には自動的にアクティブ補助光 （ AF 補助光） 
を照射します。 



• 焦点距離3己 mm より広角の冉 F レンズ装着時に左端、ち端のフオーカスエ U アを選択してい 
る場含は、アクティブ補助光 （ AF 補助光）は照射されません。 
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CLS 非対応スピードライトの TTL モードによる撮影 


別売スピードライト （ S 巨-8日日- 600 • 400じ(外）をカメラに装着し、スピー 
ドライトを TTL モードにセットすると次のような撮影が行えます。 

■マルチエリア BL 調が 

1日日己分割 RG 巨センサー測光情報をもとに主要被写体と背景光のバランスを考慮した巨 L (パ’ 
ランス）調光を行います。特にモニター発光を行うスピードライト （ SB - 吕日 DX ■ 已 0 DX ■ 
2召/ 28 DX • 27 ■ 26 - 25) 使用時は、シャッターボタンを巧すとスピードライトび本発光 
直前にモニター発光を巧い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内の TTL 自動調光巧 
已分割センサーび瞬時にモニターして、主要被写体と背景光のバランスを考慮した最適な調光 
レベルを決定します。 

• モニター発光び可能なスピードライトと白タイプまたは D タイプレンズを組み含わせると、 
距離情報も加味され、より精度の高い 3 D - マルチ BL 調光になります。 

• モニター発光び行われないスピードライト使用時や、 G タイプおよび D タイプ政がのレン 
ズ装着時は、モニター発光による情報や距離情報び省略された マルチ BL 調 光になります。 
•非 CPU レンズ装着時は、「レンズ情報」でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定すると、 
より精度び向上します （の P .149)。 

• スポット測光時は自動的にスタンダード TTL 調光となりますので、力;ラの測光モードは 
スポット測光政列にセットしてください。 

■スタンダード TTL 調が 

スピードライト S 巨-8曰 DX ■ 已日 DX ■ 28/28 DX • 27 ■ 2日 ■ 2曰- 24イま用時はスピードラ 
イト側で設定可能です。その他の TTL スピードライトではカメラの露出モードを n (マニュ 
アル）にセットした時に自動的に行われる調光モードです。背景の明るさは考慮されず、撮 
影画面び基準露光量となるよ5に調光します。主要被写体のみを強調する場合や、スピード 
ライト撮影で露出補正を行ラ時に適しています。 

• 測光モードをスポット測光にセツトすると、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 
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TTL モード切外の発光モード 


TTL モード政外に、外部自動調光やマニュアル発光などの発光モードがあり 
ます。発光モードは、 CLS 対応、 CLS 非対応ともに、使用するスピードライ 
卜によって異なりますので、使用するスピードライトの使用説明書をご覧く 
ださい。 

■絞り運動;4部自動調光 （ AA ) 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光をスピードライト自身び測光し、カメラか 
5伝達されるフィルム感度-絞り値-焦点距離-露出補正量などの情報を加えて、スピード 
ライトび発光量を制御します。 

• 使用するスピードライトび S 巨-8日 DX ■ 28 DX の場含は、 たスタ h 乂ニュー 「已3 : SB 絞 
り連動」 （ BHP .1 日 7) を 「 ON 」 にセットしてください。 S 巨-80日の場合は、この設定に 
かかわ日ず、スピードライト側の設定び優先されます。 


■か部自動調光 （ A ) 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光をスピードライト自身び測光し、適正な露 
出となるよラにスピードライトび発光量を制御します。カメラの絞りを蜜えることで、露出 
補正 C 0 BP .76) び簡単に斤えます。 

• 使用するスピードライトび S 巨-8日 DX ■ 28 DX の場含は、 たスタニュー 「已3 : SB 絞 
り連動」 （ BBP . l 日 7) を rOFFj にセットしてください。 S 日-80日の場合は、この設定に 
かかわ日ず、スピードライト側の設定び優先されます。 

• 手動でスピードライトに絞りをセットする必要びあります。 

■距謎優巧マニュアル巧が （ GN ) 

撮影距離、絞り値およびフィルム感度びままれば、発光量はスピードライトび自動的にセッ 
卜するマニュアル発光です。 CPU レンズ装着時には、撮影距離を入力すれば、絞りを変化さ 
せてち一定の露光量でのスピードライト撮影び行えます。 


■マニュアル発が （ M ) 

任意の絞りと発光量の組み合わせで露出や撮影距離をコント□ールでをるので、自動調光モー 
ドでは難しいスピードライト撮影にを対応でさます。発光量は Ml /] (フル発光）から 
M ]/12 S の微か発光まで、撮該意図に合わせてセットできます（発光量は使巧するスピード 
ライトにより異なります)。 

■リピーテイング発が （ RPT ) 

U ピーティング発光では、シャッターび開いている間、スピードライトび連続発光するため、 
] コマの画面内に被写体の連続的な動をを分解写真のよラに写し込めます。 



•手動でスピードライトに発光量、発光間隔、発光回数をセットします。 
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アクセサリー シュー/シンク □ターミナル/レデイ—ライト 


■アクセサ u — シュー 



• スピードライト S 己-8日日- 600 - 4日日-吕日 DX • 己日 DX ■ 3日- 29 s /29 - 28/2吕 DX ■ 
27 ■ 26 • 25 ■ 24 ■ 23 - 22 s などを使用する場合は、アクセヴ U - シューに差し込むだ 
けでコードレスで接続できます。この力方ラのアクセヴ U - シューはセーフティ□ック機 
構（□ック巧）を備えていますので、セーフティ□ックピン付きのスピードライト （S 巨- 
800 ■ 600 - 4日日- 8日 DX ■ 3日- 29 s /2 目- 28/28 DX • 27 ■ 2日- 2己- 22 s ) を取 
り付けると、スピードライトび不用意にがれるのを防止でをます。 

■シンク□夕 一5 ナル 



• シンク□コードを必要とするスピードライト使巧時には、シンク□コードをシンク□夕ーミナ 
ル ( ISO 己19列れ防止ネジ付き）に接続してください。ただし、スピードライト S 巨-8日日- 
白日日- 4日日- 8日 DX • 己日 DX • 28/28 DX ■ 27 • 2日 • 2己- 24などをアクセサ U —シュー 
に装着した状態で懐幕シンク□を行ラ場合には、シンク□ター S ナルに他のスピードライトを 
接続して増灯撮影などを巧わないでください。 


■レデイーライト 



• スピードライト S 目-吕日日- 600 - 4日日-召日 DX ■ 已日 DX • 3日- 29 s /2 白- 28/28 DX - 
27 . 26 ■ 2已 ■ 24 ■ 23 ■ 2扣などを使用している場合に、充電び売了して撮影び可能な 
状態になると、ファインダー内のレディーライト4び点灯して知日せます。 

•スピードライトび TTL 、 絞り連動が部自動調光、外部自動調光にセットされている時、 
シャッターををった後レディーライト4び約3秒間点滅した場合は、スピードライトびフ 
ル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影距離、絞0、調光範囲な 
どを再度確認して、撮影し直してください。 
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シンク□モード 


■シンク□モードの設定 

シンク□モードはシンク□モードボタンとメインコマンドダイヤルでセツトしまず。 
シンク□モードボタンを巧しなび6、メインコマンドダイヤルを回して巧望ずるシ 
ンク□モードを背面表示パネルに表示させまず。 





を幕 
シンク □ 
モード※2 



口京 ホ目軽減 
みミ ^^ ス〇—シンクロ 
I 1 モー ド《3、 


ホ目 i 


ホ目軽減 

ド*3 



:露出モードび S または n の場合、自動的に r 先幕シンク□モード」で制御されます。 
《2 :露出モードび戸または円の場合は、ス□-シンク□モードち自動的にセツトされま 
す。セット後、背面表示パネルに下のイラストのよラに表示されます。 


ISO 100随 



AF-S 


ノーマル表示時 

《3:スピードライト側び赤目軽減発光機能に対応していない場合は、シンク□モード表示 
び反転表示にな0ます。 

《4:露出モードび S または n の場合、自動的に r 赤目軽減モード」で制御されます。 

P スタジオ用大型スト□ポ庙用時について 



• スタジオ用大型スト□ボ使用時に後幕シンク□モードをセツトすると、正しい同調び行 
えません。 
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シンク□モード-っづき- 


■シンク□モードの種類と特長 

セットできるシンク□モードはなのとお0でず。 

{ I :巧夏シンク□モード 

通常のスピードライト撮該時にはこのモードにセットします （ S 日-36 • 2己- 24使 
用時はスピードライト側のシンク□セレクターでセットします)。 

Wow ] :ス□—シンク□モード 

露出 f ー ドを P (プ□グラムオート）または A (破り優先オート）にセットしてスピー 
ドライト撮影を巧うと、通常はシャッタースピードび1/日日秒〜1/2已日砂讨ート FP 
A イスピードシンク□時は1/6日秒〜1/8日日日秒）に自動的にセットされますび、こ 
のモードでは、背景の露出を考慮してシャッタースピードび最長3日秒まで自動制御さ 
れ、背景の夕景や夜景の雰囲気を生かした撮影び行えます。 

を幕シンク□モード 

動く被写体をスピードライト撮影する場合に、その被写体の動さを想傲させる光の琉 
れなどを被写体の後方に自然な形で表現できます （ S 巨ぶ6 ■ 2己- 24使用時はスピー 
ドライト側のシンク□セレクターでセットします)。露出モードを P (プ□グラムオー 
卜）または A (絞り優先オート）にセットすると、ス□ーシンク□モードも自動的に 
セツトされます。 


{^1： ホ目軽減モード 

スピードライトび発光する前に赤目軽減発光を行い、暗い所で人物の目び赤く写る現 
象を軽減することわ';でさます （ S 己-800 ■ 600 - 4日日- 80 DX - 28/2召 DX ■ 
27 ■ 26 ■ 吕已使用時のみ)。 

ホ目軽減スローシンク□モード 

赤目軽減モードとス□ーシンク□モードび同時にセットされます。露出モードは 
P (プ□グラムオート）または円（絞り優先オート）にセットしてください CS 巨- 
800 - 600 - 40日- 80 DX - 28/28 DX ■ 27 ■ 26 - 2已使用時のみ)。 

E をシンク□モードのご ミ 主意 

• 赤目軽減モードと赤目軽減ス□ーシンク□モード時には、シャッターボタンを押し込ん 
でか日赤目軽減発光を行った後にシャッターびされてスピードライトび発光しますので、 
シャッターびをれるまで、カメラや被写体の人物び動かないよ5に注意してください 
(シャッターチャンスを優先するよラな撮影にはおすすめできません)。 

• 赤目軽減ス□ーシンク□モードとス□ーシンク□モード時にはシャッタースピードび遅 
<なるので、 手ブレにミち意してください（兰脚のご使用をおすすめします)。 
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アドバンストワイヤレスライテイングの場合です。 

測光モードをスポツト測光じけ i にセツトしてくださし、。 
スポツト測光ではスタンダード TTL 調光となります。 
AF レンズ装着時のみ可能になります。 


使用可能なスピードライトについて 


組みちわせる別売スピードライトによって、使用できるスピードライト撮影 

機能が異なります。 

装着レンズ欄の①感感は、それぞれ下記のレンズを巧しまず。 

①： G タイプまたは D タイプレンズ （ DX および IX ニッコールを除 <) 

感： G タイプおよび D タイプながの CPU レン义 r レンズ情報 J でレンズの焦点距謎 
と開放絞り値を設定した巧 CPU レンズ （0 SP .14 日） 

感：巧 CPU レンズ 

■ニコンクリエイテイブライテイングシステム巧応スピードライトの場を 


スピードライト 

SB - 百 00 

(カメラ装着時） 

SB -800 

(補助口時 《1) 

5 B - 白 00 

(カメラ装着時） 

SB -600 

(補助な時* 1) 

SB - 400 

(カメラ装着のみ) 

is 

① 

感 

感 

① 

感 

③ 

の 

感 

感 

① 

感 

感 

① 


感 

i - TTL - 巨 L 調光*2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スタンダード TTL 調光*^ 3 

〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

絞り連動列部自動調光 

〇 

〇 


〇 

〇 











外部自動調光 

〇 

〇 

〇 



〇 










距離優先マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 













マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




オート FP ノ W スピード 
シンクロ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




FV □ック 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マルチェ U アアクティブ 
補助光 （ AF 補助光） 

〇 

ぴ 4 





〇 

ぴ 4 








リピーティング発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 




鶴幕シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

赤目軽減発光 

〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 


12 3 4 
※※※※ 


1的 


































使用可能なスピードライトについて -つづき一 


■ニコンクリエイテイブライテイングシステム巧巧応スピードライトの場を 


スピードライト 

繞レンブ 

TTL 

A 

M 

圆 

REAR 


3 E > マげ 
己賴 

乃げ己 L 

スタンダード 

巧部自！ 
献※2 

マニユ乃レ 

F 隱 

巧げ 

フラッシュ 

m 

シンク □ 

ホ目槪 

3已-呂 0 DX 
SB -28/28 DX 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

感感 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB - 已 0 DX 

① 

〇 


〇 


〇 



〇 


感渾 


〇 

〇 


〇 



〇 


SB -27 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

感渾 


〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

S 日-26《3 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

感盛 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB -2 已 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

霞感 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB -24 

①感感 


〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 


SB -29 S /29 m 
SB -23 

S 目-21己※4 

①感感 


〇 

〇 


〇 



〇 


SB -30、 SB - 吕 2 s 
SB -22、 SB -20 
SB -16 B , S 日- 1 已 

①感感 


〇 

〇 

〇 

〇 



〇 


S 白- 11& 已 

S 日- 14 ※ら 
SB -140 ※己> ぷ6 

①感感 


〇 

〇 

〇 

〇 



〇 



:スポット測光ではスタンダード TTL 調光となります。また、 S 日-8日 DX •日 ODX • 
28/28 DX ■ 27 • 26 • 2日- 24 i がが) TTL 調光び可能なスピードライトで露出モー 
ドを(マニュアル）にセットすると、スタンダード TTL 調光となります。 

《2: S 己-8日 DX - 28 DX 使用時に、①感のレンズを装着した場合、絞り連動外部自動調光 
び可能になります。カスタム;ニュー re 3 :SB 絞り連動」 を r 日 NJ にセットしてく 
ださい （田 P .1 日7)。 

※吕；ワイヤレススレーブセレクターを□にセットした場合、力六ラのシャッタースピード 
は自動的に1/2日日秒より低速側に切り換わります。 

※斗： S 巨-呂 9S/29 . SB -21 巨使用時の才ートフォーカス撮影は、 AF マイク □ (6 日 mm • 

1日已 mm ■ 2日日 mm ■ 70-1 80 mm ) レンズ装着時のみ可能です。 

※己： SB -1 1 ■ 14 ■ 14日を使用して、 TTL モードを使用する場含は、接続に TTL 調光]- 
ド SC -23 び必要です。 A モード、または M モードを使用する場合は、 SB -11■ 14に 
は SC -13 に SU -2 を併用し、 S 己-14日には SC -13 に SU -3 を併用して、それぞれ接続 
します。 SB -1 1-14 -14日とも、 SC -1 1か SC -1 已を使用して接続することをでき 
ますび、この場合はカメラのファインダー内のレデイーライトは使用でさません。ま 
た、シャッタースピードの自動切り換えち巧われません。 

※日； SB - 14日使用時の紫が線および赤が線撮影は、 SB - 14日び M モード時のみ可能です。 
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[5 他社製のフラッシュについて 

•他社製のフラッシュ（力;<ラの X 接点に2日日 VULL の電圧びかかるちのや、アクセヴリー 
シュー部の接点をショートさせてしまラちの）を使用しないで<ださい。カメラの正常 
な機能び発揮できないだけでなく、カメラおよびフラッシュのシンク□回路を破損する 
ことびあります。 

P 別亮スピードライト馆用時のを意 

• 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 

■ニコンク U ェイティブライティングシステム （ CLS ) 対応の別売スピードライトの使 
用説明書にカメラ分類表び記載されている場合は、 CLS 対応グループカメラに該当す 
る箇所をお読みください。 

- CLS 非対応の TTL モードび可能な別売スピードライトの使用説明書にカメラ分類表び 
記載されている堤合は、 A グループカメラに該当する箇所をお読みください。 

• SB -2 目 • 2己- 24使用時はスピードライト側のシンク□セレクターのセットび優先さ 
れ、力;ラ側のシンク□モードのセットは無効になります。ただし、 S 己-26使用時に力 
メラのシンク□モードを赤目軽減モードまたは赤目軽減ス□ーシンク□モードに設定し 
た場合は、力;ラ側の設定び優先されます。 

• スピードライト使用時の同調 シャッ タースピードは1/2巳0秒政下の低速 シャッ タースピー 
ドです（メディカルニッコール] 2日 mm F 4 をご使用の場合は、1/12已秒政下に設定して 
<ださい)。 

• TTL モード時のフィルム感度連動範囲はに日2日〜] 0日日です。 

• マルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光）しが4のアクティブ補助光 （ ARi 助光）を備えた 
別売スピードライト使用時は、フオーカスモードび S (シングル冉 F サーボ）で AF レンズを 
装着し被写体び暗い攝合でも、次の条件ではアクティブ補助光(冉 F 捕助光）び点灯しません。 
■シングルェ U ア冉 F モード、またはダイナミック AF モード時に、中央じ(がのフオーカ 
スェリアび選択されている時 

-グループダイナミック AF モード時に、中央のフ オーカ スエ U アを含まないグループび 
選択されている時 


•露出モードび P (プ□グラムオート）の時、カメラび自動設定する開放側の限界絞りは、 
使用するフイルム感度によって下表のよラに制御されます。 


フィルム感度（旧 0) 

吕已 

已〇 

100 

200 

400 

800 

1000 

開放側の限界絞り （ F ) 

2.8 

3.3 

4 

4.8 

5.6 

巨.7 

7.1 


※：フィルム感度1段に巧し、絞りは1/2段変化します。 

また、フィルム感度び表の中間値の場合も、上下のフィルム感度か日比例的に変化し 
ます。 

なお、制御される絞りよりち開放絞りび暗い場含は、装着レンズの開放絞りによって 
制御されます。 

•スピードライトの調光補正時はファインダー内に露出補正マーク 因 び点灯しますび、 
補正値は表示されません。 
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スピードライトを使用した撮影方法 


ここではカメラに S 目-800 • 600 - 400と G タイプまたは D タイプレンズを 
装着して行う、 i - TTL - 巨 L 調光による撮影の方法を説明します。 

1 スピードライトを装着し、測巧モードをセットしまず。 

• スポット測光じ(がにセットして<ださい。 

2 露出モードをセットし、シャッタースピードと絞りを確認しまず。 

• 赤目軽減ス□ーシンク□撮影とス□ーシンク□モード撮影を行5場含、露出モードは 
P (プ□グラムオート）または円（絞り優先オート）にセットしてください。 

• 露出モードごとの、セツト可能なシャッタースピードと絞りは下表のとおりです。 


露出モード 

セット可能な 
シャッタースピード 

セツト可能な絞り 

巧 

P (プ□グラムオート） 

力方ラび自動的に 
]/60幸少〜]/2已0^^、1こセット&1 

力方ラび自動的に 
セット 

P .66 

S C シャッ ター優先オート） 

3日秒〜1/2已〇秒船 、X 

P .68 

只（絞り優先オート） 

力方ラび自動的に 
] /白0粗)〜]/2已〇超)にセット*1 

任意の絞〇* 3 

P .70 

n (マニュアル） 

buib . 3日秒〜]/2己日秒が 、X 

P .72 


:ス□-シンク□モード、渡幕シンク□モード、赤目軽減ス□-シンク□モード時は、 
シャッタースピードび最長3日砂まで延長されます。また、オート FP 八イスピード 
シンク□時は、高速側のシャッタースピードび1/8日日日秒まで制御されます。 

《2 :才ート FPA イスピードシンク□時は、高速側のシャッタースピードび]/8日日0秒 
までセット可能です。 

※吕：調光範囲は設定しているフィルム感度と做り値によってままります。只（絞り優先 
オート）およびけ（マニュアル）時の絞りのセットはスピードライトの調光範囲 
を考慮して行ってください。 

• カメラはセットされたシャッタースピードを基準に背景光を測光しますので、露出モー 
ドび S (シャッター優先オート）、只（絞り優先オート）の時は、適正露出範囲がを示 
す露出インジケーターの表示頻度び高くなります。背景光を生かしたスピードライト撮 
影を行ラには 、 S (シャッター優先オート ）、 n (マニュアル）の場合、この表示び適正 
露出となるよラにシャッタースピードをセットします。また、戸（プ□グラムオート）、 
只（殺り優先オート）の場合、シンク□モードをス□-シンク□モードにセットしてく 
ださい。 
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3 シンク□モードをセットしまず。 


4 スピードライトの電源を ON にし、発光モードをセットします。 

• TTL - 目 L にセットしてください （ S 巨-4日0装着時は電源を日 N にするだけで自動的に 
にセットされます)。 


5 


スピードライトの表示パネルを確認しまず （ SB - 400なかの場合)。 

•表示パネルに i - TTL - 己 L 調光時の表示「画困 CS 巨-8日日の場合)」または 「田田01 
( S 己-6日0の場合)」び点灯していること確認しまず。表示び異なる場合は M 日 DE ボタ 
ンを巧して点灯させてください。 


6 


構回を巧め、ピントを合わはてファインダー巧表示をお認します。 



• シャッターボタンを半押しして、ピント表示 ♦ とレディーライト > の点灯を確認し 
ます。 


7 調光節囲（巧の届<節囲）を巧詔して、撮影しまず。 

• シャッターをきった後レディーライト4び約3秒間点滅した場合は、スピードライト 
びフル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影距離、絞り、調 
光範囲などを再度確認して、撮影し直して<ださい。 

• スピードライト撮影を行ラ際は、ご使用になるスピードライトの使用説明書を併せて 
お読み < ださい。 

CSMe 1 :才ート FPA イスピードシンク□をセットしたり、スピードライト撮影時の高速側 
の同調シャッタースピードの限界を、1/色0秒〜1/2已〇砂の中から選択できます 
(5SP.10 色)。 

CSMe2 :露出モードが P (プ□グラムオート）、 A (絞り優先オート）時のスピードライト 
撮影時のほ速側の同調シャッタースピードの限巧を、30秒〜1/巨〇秒の中か5選 
択できます（田 P.10 巨)。 


1的 
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資料編 


別売アクセサリー、カメラと電池の取り扱いについて、 
仕様、索引などが書かれています。 



別売アクセサリー 


re にはマルチパワーバッテリーパック、リチャージャブルバッテリー、スピー 
ドライトなど、様々なアクセサリーが用意されています。 

■マルチパワーパッテリーパック MB -40 

F 6 に装着すると、単3形電池（アルカリ電池、ニッケル水素充電池、 U チウム電池）8本また 
は別売の山 onli チャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / EN - EL 4 (別売のバッテ U - 室カバー 
己 L -3 を併巧）を使用して F 6 本体に電源を供給し、最高約8コマ/秒の高速連続撮影び可能に 
なります。また、縦位置用のシャッターボタン、メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイ 
ヤル、 AF 作動ボタン、マルチセレクター、マルチセレクター□ックレバーを搭載しています。 

■ Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / EN - EL 4 

マルチパワーバッテリーパック M 日-4日に使用可能な Li-ion U チャージャブルバッテリーで 
す。クイックチャージャ ー MH -21 を使用して充電、キャ U ブレーシヨンび行えます。別売の 
バッテ U - 室カバー巨 L -3 を取り付けて使用します。 

■クイックチャージャ ー MH -21 

U - ionU チャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / EN - EL 4 専用のチャージャーで、残量のない 
EN - EL 4 a / EN - EL 4 を約10日分でフル充電可能。キャ U プレーシヨン機能を備えています。 
AC ] 00〜240 V 、周波数已〇〜日日へルツに対応しています。 

※：日本国内専用電源コード （ AC 1 日日 v 対応）付属。曰本国がで使用する場合は、別売の電源コードび必夏です。 

■データ U — ダー MV -1 

カメラに記憶した撮該データ（の P .114) を CF 力ードに保存することびできます （ CF 力一 
ド付属)。 保存した撮影データはパソコンへ転送して活用することびでをます。 

※：パソコンへ商送する場合、別売の PC カードアダプター EC - AD 1 や市販の PC カードアダプターまたは CF カード 
U —ダーなどび啦愛にな D ます。 

■アンテイフォグファインダーアイピース DK -17 A 

毒い時や湿度び高い時など、ファインダーのくもりの発生を防止し、クリアーなファインダー 
傲を提供します。また、 DK - 17冉は脱落防止機能に対応しています。 

■猫旧補助レンズ/巧旧補助レンズ DK -17 C 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部にねじ込むだけで簡単に取り撰えびでさます。 
F 6 には、視度調節機構び内蔵されております （一2 〜ので、この範囲を超える視 
度補正び必要な時にご使用ください。一3、一吕、0、+し +2 m - i の己種類び用意されてい 
ます（いずれも F 日の視度調節ノブび調節範囲の中央[一 Im - i ] の時の値)。視度補正は個人 
差び大定いので店頭で実隙に付けてお選びください。また、 DK -17 C は脱落防止機能に対応 
しています。 
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■マグニファイングアイピース DK - 1 7 M 

力;><ラのファインダー接眼部に取り付けることにより、ファインダー倍率を1 .2 倍掘大する 
ことびできます。また、 DI <-17 M は脱落防止機能に対応しています。 

■巧旧目当て DK -19 

接眼窓に取り付けて使巧するゴム製の目当てで、撮影にあたってファインダー視野びよりはっ 
をり確認でき、目の疲れを軽減します。 DK -17 (標準装備)、 DK -17 A 、 DK -17 C 、 DK -17 M 
の脱落防止機能に対応しています。 

■巧倍アングルファインダ ー DR -5 

アダプターリング （ DR - 日に付属）を併用して変倍アングルファインダー DR - 己を装着可能。 
垂直方向か5ファインダー傲を見ることびできます。しかを、倍率を]倍（等倍)、2倍叫こ切 
り換えることびでを、厳密なピントの確認び容易に行えます。 

※： 2倍では周辺部にケラレび生じます。 

■マグニファイヤ ー DG -2/ アイピースアダプタ ー DK -7 

アイピースアダプター DK -7 を併用してマグニファイヤ ー DG -2 を装着すると、ファインダー 
中央部の傲を拡大して見ることびできます。接写や複写、超望遠レンズ使用時などに、厳密 
なピントの確認び容易に行えます。 

■専用セミソフトケース CF -64 

F 巨には専用ケースとして、 CF - 目4び用意されています。冉 F-S VR ED 24-120 mm F 3.5- 
己.目 G よりかさいレンズを取り付けた状態で収納できます。 

■ネックストラップ/八ンドストラップ 

ネックストラップはあみひも製の AN -4 Y 、 AN -4 巨、および幅の広い AN - 日 Y 、 AN - 日 W びあ 
ります。色は冉 N -4 Y 、 冉 N - 目丫び黄色、 AN -4 巨び黒、 AN - 目 W びワインカラーです。 

八ンドストラップ AH -4 はカメラのホールデイングを確実、容易にして速写性を向上させます。 
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別売アクセサリー -つづき一 


中央のスプリツトプリズム部び約4已°に傾斜していますので、 
カメラを傾けなくてを、 7 k 平線のピント合わせび行えます。 


L 斜スプ 
型 U ット式 


^ M 型に究換した場合について 

•測光不可となりカメラの露出計は使用できません。また、光学特性上、 九スタ h タニユー 

ra 已：フオーカスフレーム表示」の 「MF 時表示」（の P .97) を rOFF 」 にセットして、 
マニュアルフオーカスで撮影することをおすすめします。 


■ファインダースク IJ — ン 


フアインダースク U— ン 


特長 


マット式 


F 白に標準装備されているスク U — ン。一般撮影に適します。 
特にマツト面でのピント合わせを好む人や、長焦点レンズな 
どスプリツトプ U ズムび使用しにくい場合に適しています。 


望遠用 
マツ ト式 


艮型と同じマット式ですび、20日 mm じ(上の望遠レンズを使用 
する場含は、巨型よりちファインダー像び見やすくなります。 
なお、広角レンズなど焦点距離の短いレンズでは、周辺び暗 
くなりますので適しません。測光モードは、中央部重点測光 
またはスポット測光をおすすめします。 


方眼 

マツ ト式 




E 型は己型マツト式に方眼を入れたをので、撮影の際の構図ま 
定に巧立ちます。特に PC ニッ コールを使用する時、このスク 
U —ンを用いると便利です。 


十ぞ線 
透過式 


顕微鏡写真およびべ□ーズ使巧の近接撮影に適します。透過式 
で暗い被写体でを明るい視野び得日れ、目盛線を利用して倍率 
や被写体の大きさを知ることをでをます。目をわずかに左ちに 
振ってを、撒と十字線のずれを感じないとをピントび合ったこ 
とになります。ただし顕微鏡で40倍政上の対物レンズ使用の 
とさはこのずれび見にくいので単に撒と十字線び八ッキリ見え 
るよ つ します。 


型 


マイクロ 

式 


スプ 
リット式 


一般撮影に適し、中央のマイク□プ U ズム部およびマット面 
を使用してピント合わせをします。マイク□プ U ズム部はピ 
ントび合っている場合はマット面と同じよラにはっきり見え 
ますび、ピントび合っていない場合はギザギザに見えます。 
F 8 より暗いレンズでは、マット面でピント含わせを行います。 

一般撮影に適し、マット面および中央のスプリットプリズム 
を使用すると、正確なピント合わせび素早く行えます。スプ 
リットには、 F 日.日までかげりなくピント合わせのでをるブラ 
イトビ ユース プリットを採用しています。 


II 互 " T 
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■ニコンスピードライト SB - 800 

♦ガイドナンバー38 (照射角3己 mm 時、に日1日0 • m 表示、2日む） 

のを機能、高性能スピードライト。 

• 通常は単3形電池を4本（付属の増設電池パック SD -8 日日装着時は已本） 

使用。外部電源（別売）として SD - 巨、7、 SA 、 パワープラケット SK - 
6ちご使用になれます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートパワーズーム機 
能を搭載 （24 〜]日己 mm )。 内蔵ワイドパネルの使用で1 4 mm 、 

1 7 mm レンズの画角をカバーします。 

• 画面内に極端に反射率の高いちのびある時や背景び大を<抜けている場合でち、背景とま 
要被写体の明るさのバランスを考慮してより自然に表現する i - TTL - BL 調光び可能です。 

• i - TTL - BL 調光、スタンダード TTL 調光、絞り連動が部自動調光 （ AA )、 が部調光 （ A )、 距 
離優先マニュアル発光、マニュアル発光、 U ピーティング発光の発光モードを備えています。 

• ニコンクリェイティブライティングシステムに対応しており、アドバンストワイヤレスラ 
イティング、 FV □ック撮影、オート FP 八イスピードシンク□、モデリング発光などび行 
充ます。 

• F 巨の1 ] 力所のフオーカスェ U アに対応したマルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光) 
を巧蔵しています。 

• 付属のバウンスアダプター SW -1 日 H を使用すると、ソフトなライティングび可能になります。 

■ニコンスピードライト SB - 600 

• ガイドナンバ ー3 日（照射角3已 mm 時、に日 ] 日〇 • m 表示、20で）。 

• 単3形電池4本で使用可能です。 

•オートパワーズーム機能に4〜 S 日 mm ) を搭載。内蔵ワイドパネル 
の使用で1 4 mm レンズの画角ちカノ（一します。 

• i - TTL - 巨 L 調光、スタンダード TTL 調光、マニュアル発光、 U ピーティ 
ング発光（補助灯時のみ）の発光モードを備えています。 

• ニコンク U ェイティブライティングシステムに対応しており、アドバ 

ンストワイヤレスライティング（補助打としてのみ使用可能)、 FV □ック撮影、オート FP 
八イスピードシンク□、モデ U ング発光などび行えます。 

• F 6 の1 ] 力所のフオーカスェ U アに対応したマルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光) 
を巧蔵しています。 

■ニコンク□—ズアップスピードライトコマンダーキット R 1 C 1 

• ニコンク U ェイティプライティングシステムに対応したク□-ズアップスピードライトシ 
ステムで、ワイヤレスで様々なク□ーズアップ撮影や増灯撮暴を楽しむことびでをます。 

•ワイヤレススピードライトコマンダー SU -80 日 （1 台）、ワイヤレスリモートスピードライ 
卜 S 巨 - R 2 日日に台）にアタッチメント U ングやカラーフィルター、ケースなどび付属さ 
れたキットです。 
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別売アクセサリー -つづき一 


■10 ピンターミナルに巧続ずるアクセサリー 


• 10ピンターミナルに下記のアクセサ1」一を接続することによ 
り、遠隔撮影、無人撮影などび行えます。 

• 使用しない時は、必ず]日ピンター S ナルにキャップをして< 
ださい。ゴミ等び入ると、誤作動の原因となることびあ0ます。 
• ]〇ピンター S ナルへの接続は、プラグをイラストのよラにぺ 
ンタプ U ズム側に傾け、指標を合わせて差し込み、リングを時 
計ち向に回して固定します。 



• 1日ピンターミナルを使用する場合は、先にシンク□ターミナル側のキャップを外してか5、 
1日ピンター S ナル側のキャップをがすことをおすすめします。 


ち祝 

用适 

長さ 

延長コード 
MC -21 

MC -22 • 23 ■ 2己- 3日- 36に併用可能な延長コード 
です。 

約 3 m 

リモートコード 
MC - 吕吕 

コード先端にある端子（青、黄、黒）に特殊装置を接続 
すると、音や信号による遠隔操作び可能となります。 

約1 m 

接続コード 
MC -23 

F 6 を2台同時に作動させるための接続コードです。 

約 40 cm 

変換コード 

MC - 吕已 

2ピンターミナル用のラジオコント□-ルセット MW -3 
や、インターバ□メーター MT -2、 ル S コント□ールセツ 
卜 ML -2 などを、]日ピンター S ナルに接続するための変 
換コードです。 

約 20 cm 

リモートコード 

MC -30 

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてレリーズ 
操作をしたい場合に便利です。また、長時間露出（バル 
プ）撮影時に、シャッターボタンを□ックする機能ち備 
元ています。 

約 80 cm 

リモートコード 
MC -3 色 

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてレリーズ 
操作をしたい場合に便利です。また、設定時間間隔で撮 
影を行ラインターバルタイマーの設定や、露光時間を指 
定した長時間露出び可能です。照明付をの表示ノてネルや、 
長時間露出（バルプ）撮影時にシャッターボタンを□ッ 
クしたり、レリーズ中]秒ごとに電子音で知5せる機能 
を備えています。 

約8曰 cm 

ルミコント□ール 
セット ML -3 

最大で約 8 m 離れたところか5、信号（赤外パルス光） 
による遠隔操作び行えます。また、あらかじめセットし 
た撮影位置（送信機と受信機の間）に被写体び入ると自 
動的に撮影び行われるオートト U ガー撮影ち行えます。 

- 
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フィルターについて 


ニコン フィルターは、ねじ込み式、後部交換式、および組み込み式の3つの 
形式に大別できます。 

* F 6 の場合は、 R 60 を除いて実用上露出倍数を考慮する必要はありません。 R 己日を使用す 
る場合は+1段の露出補正をしてください。 

* F 日の測光系の特性上、従来の偏光フィルター （ Polar ) は使用できませんので円偏光フィ 
ルターに- PL または C - PL のをご使用ください。 

• フィ ルターをレンズ保護のために常用する場合は、 L 37 C 、 または NC フィ ルターの使用を 
おすすめします。 

• 逆光撮影の際や輝度の高い光源び画面に入ったりする時は、場合によりフィルターによっ 
てゴーストび発生するおそれびありますので、フィルターをはずして撮影することをおす 
すめします。 

• 露出倍数び1政外のフィルターを使用した場合には、マルチパターン測光の効果び得 b れ 
ないことびありますので、中央部重点測光に切り撰えて撮影することをおすすめします。 
詳細は、各フィルターの使用説明書をご覧ください。 

• 市販の特殊フィルター等をご使用の場含、オートフォーカスやフォーカスエイド撮影び行 
えないことびあ0ますのでご注意<ださい。 
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カメラと電池の取り扱いについて 


■力^ラの取り扱い 

♦力 ラ本体をお手入れする際のを意_ 

カメラ本体のお手入れは、ブ□ァーでゴミゃホコ U を軽く吹き化った後、乾いた柔日かい 
清潔な布で軽くおいてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴た日した柔日かい 
清潔な布で塩分を巧を取ってか日、乾いた巧で軽<拭いて乾かしてください。 

まれに、ブラシなどで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示パネルか点灯したり、黒 
く変色したりしますび、故障ではあ0ません。しばらくすると元に戻ります。 


♦ミラ~やレンズを手入れする際のま意 __ 

ミラーやレンズにゴ S やホコリび付いているとをは、キズび付をやすいので、プ□アーで 
ゴ S やホコ U を軽く吹を払ラ程度にしてください。 

レンズに万一指紋などび付いてしまった場合は、粟5かい清潔な巧に市販のレンズクリー 
ナーを少量湿5せ、軽<巧を取ってください。 

♦強いショックを与えないで<ださい。_ 

力;ラおよびレンズを落としたり、ぶつけたりしないよ5にを意してください。 

強い衝撃や振動を加えますと、破損した0精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。 

♦シャッター 幕に触れないでください。_ 

シャッター幕は非常に薄い幕でできてしほすので、巧さえたり、突いたり、プ□アーなど 
で強く吹くなどは、絶対にしないでください。キズ、変形、破損などの原因となります。 

•強い電波や磁気を発生する場所は避けて<ださい。_ 

テレビ塔のよラな強い電波や磁気の発生する場所では、力分ラび正常に作動しなくなるこ 
とびありますので注意してください。 

•風通しの良い場所に保管してください。_ 

カビや故障などを防止するために、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管して 
ください。 

■ナフタ I 」ンや憧脱の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、極度に高湿となる 
夏期の車内、使用しているス I -ープの前などにカメラを置かないでください。故障の原 
因になります。 

♦極端な温度変化は避けて<ださい。_ 

温度差び極端となる所（寒い所か5急に隱かい所や、その逆となる所）にカメラを持ち込 
むと、カメラの内外に水滴ををじます。力;ラをバッグやビニール袋などに入れて、周囲 
の温度になじませてか日ご使用ください。 
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•保管する際は電池を取り出し、乾燥剤といっしょにしてください。 

長期間カメラを使用しないとをは、電池の液漏れなどか b カメラを保護するために、カメ 
ラか5電池を取り出して保管してください。 

-保管する隙は、カメラをポ U エチレン袋などに乾燥剤といっしょに入れておくとよりま 
全です。ただし、巧ケースをビニール袋に入れておくと、変質することびありますので 
避けてください。電池は高温、多湿となる場所を避けて保管してください。 

■乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸って効力びなくなりますので、とをどさ交換してくだ 
さい。 

-カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることびありま 
すので、]力月に一度を目安に電源を入れて数回シャッターをきってください。 

■電池の取り扱い 

•3 V CR に 3 A リチウム電池2本を使巧してください。 _ 

別売のマルチパワーバッテ U —パック M 巨-40を使巧すると単3お電池（アルカリ電池、 
ニッケル水素充電池、リチウム電池）8本か、 Li-ionU チャージャブルバッテ U-EN-EL4a/ 
EN-EL4 (別売のバッテ U- 室カバー巨し3を併用）び使用できます。 

■大切な撮影に際しては、早めに電池を交換するか、予備の電池を携行してください。 

•電池を入れるとさは、力;ラの電源を日 FF にしてください。 _ 

電池を入れるときは、カメラの電源スイッチを日 FF にしてか日、@©を間違いのないよう 
正しく入れてください。 

-付属の電池は購入時の作動テスト用ですので、寿命び短い場含びあります。 

■電池の両極び汗や油などで';ちれていると、接触不良の原因となります。乾いた巧でよ< 
拭いてから使用してください。 

•イ氏温時には新しい電池を使用して<ださい。 _ 

低温時に消耗した電池を使いますと、カメラび作動しなくなることびあります。 

低温時に撮影する場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めなび 
5交互に使用してください。 

■低温時は、常温時よ0巻を上げ速度や撮影可能本数ちお下します。お温のために、一時 
的に性能び低下して使えなかった電池でち、常温に戻ると使える場合びあります。 

•電池を火の中に投入したり、ショ~卜させないでください。 _ 

電池を火の中に投入したり、ショートさせたり、分辭、加熱、充電したりしないでください。 
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と思った！ 5 


(修理を依頼される前に) 


上面表示パネル、ファインダー内表示、背面表示パネルに警告表示が点なま 
たは点滅した場合は、修理を依頼される前に、次のことをご確認ください。 


こんなとま 

原因 


上面表示"ネル 

ファインダー巧 

背面表示 K ネル 

fee 

(点滅） 

fee 

(点減） 

FEE 

(点灯> 

• G タイプし U 外の CPU レンズ使用時にレンズ 
の絞りリングび最ル絞りになっていません。 


(点灯） 

(点な） 


• 電池容量びわずかです。 


(点滅） 

(点減） 


• 電池び消耗しています。 




時計びリセ ッ 
卜しました 
曰時を設定して 
<ださい 

• カメラの内蔵時計びリセツトされました。 


ぶ 

(点な） 

(点な） 

(点灯> 

• 開放絞りか5の絞り段数び表示されていま 
す。非 CPU レンズび装着されているか、ま 
たはレンズび装着されていない状態で、レ 
ンズの開放絞り値び設定されていません。 


Err 

(点滅） 

E 

(点滅） 

Err 

(点減） 

E 

(点減） 

空送り エラー 

• フイルムび正しく送日れていません。 


Err 

(点滅） 

Err 

(点滅） 

DX ERR 

• フイルム感度を 阳 にセツトした状態で DX 
マークびないフイルムび入っています。 


E 

(点滅） 

[半 巧しタイマー 
び日 FF の間、点 
抑こ変わります] 

E 

(点減） 

[半巧しタイマー 
び日 FF の間、消 
なします] 

巻さ戻し完了 

[半押しタイマー 
び OFF の間、消 
巧します] 

•フイルム巻さ戻し完了樓、フイルムを取り 
出さずにお< と、半巧しタイマーび ON の 
間は、上面表示パネルおよびファインダー 
内表示に f び点滅し、背面表示パネルに 
r 巻き戻し完了」と表示されます。 


End 

(点滅） 

End 

(点滅） 

フィルム終了 

• 撮影フイルムび終了しています。 


〇.. 

(点滅） 

フイルムカウンター 

(点滅） 

0-- 

(点滅） 

フイルムカウンター 

(点滅） 

巻さ戻し中 

• 電池容量の低下などで巻き戻し途中で停止 
しています。 



► ◄ 

(点滅） 


• オートフオーカスでピント含ねせびでさま 
せん。 
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巧処方巧 

巧 


• レンズの絞り U ングを最ル絞りにしてください。 

P.24 


• 予備の電池を用意して < ださい。 

P.23 


• 電池を交換してください。 

P.23 


•セットアップ;>(ニュー 「日時設定」 で、日時の設定を行ってください。 

P.127 


• レンズの開放絞り値を設定すると、レンズの絞り値び表示されます。 

P.42 

P.149 


• フイルムを取り出して入れ直してください。 

P.26 


• DX マーク付フイルムに入れ換えるか、フイルム感度を手動でセットしてください。 

P.27 
P.4 巨 


• フイルムを取り出してください。 

P.3 巨 


• R] ボタンと R2 ボタンを同時に巧してフイルムを巻を戻すか、巻を戻しクランク 
を使用して手動で巻を戻しを行ってください。 

P.4 召 
P.49 


• 新品電池に交換するなどした後に再度巻を戻し操作を行ラか、巻を戻しクラン 
クを使用して手動で巻を戻しを行ってください。 

P.48 

P.49 


•マニュアル（手動）でピント合わせを巧ってください。 

P.63 
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と思った！ 5 


(修理を依頼される前に）一つづき一 


こんなとを 

原因 


上面表示 /V ネル 

ファインダー巧 

背面表示"ネル 

H 1 

(点灯 > 

H ； 

し点の 

HI 

(点な） 

•被写体び明るすぎて、力方ラの露出制御範 
囲を超えています。 


L 〇 

(点灯 > 

io 

(点な） 

Lo 

(点灯） 

•被写体び暗すぎて、カメラの露出制御範囲 
を超えています。 


^ インジケーター 

(点滅） 

露出インジケーター 

し点滅） 


• +側の場合は被写体び明るすぎて、一側の 
場合は被写体び暗すぎて、カメラの露出制 
御範囲を超えています。 


buLb 

(点滅） 

buLb 

(点舰 

buLb 

(点な） 

• 露出モードび S の時にシャッタースピード 
び buib にセットされています。 


P または S 

(点滅） 

R 

し点灯） 


•非 CPU レンズび装着されているか、または 
レンズび装着されていない状態で露出モー 
ドび P または 白 にセットされています。 


巧。 

cm ) 

[1/2 已〇秒より高 
をのシャッタース 
ピードをセットし 
た閒 

巧。 

し点巧） 

[1/250 砂より高 
速のシャッタース 
ピードをセットし 
た樹 

2 已〇 

(点阿） 

[1/2日0砂よ0高 
速のシャッタース 
ピードをセットし 
た晚 

• 露出モードを S または 巧 にセットして、ス 
ピードライトを使用する場合に、シャッター 
スピードび同調スピードより高速にセットさ 
れています。 



> 

し点滅> 


•発光直後の約 3 秒間の点滅は、フル発光し 
て露出不足の恐れびあります。 


Err 

(点滅） 

Err 

し点滅^ 

ERR 

(点灯） 

• 撮影中に何 5 かの異常を検出しました。 


FuL 

(点滅 > 

FuL 

し点滅） 

撮影データ 
記憶容量不足 

電源 スイッチ 
ON 一 OFF 

• 撮影データの記憶容量びいっぱいになって 
います。 




a 

版乾） 

• 赤目軽減モードまたは赤目軽減ス□ーシンク 
□モードびセットされ、赤目軽減発光び不可 
能なスピードライトび装着されています。 
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对処方を 

巧 


•露出モードび P の時は ND (光■調節用）フイルターを使用して<ださい （ S、A 
の時に下記の操作を行ってを警告表示び消えない場合ち同様に対応してください)。 

• 露出モードび S の時はシャッタースピードをより高速側にセットして < ださい。 

• 露出モードび A の時はより大をい数値の絞りにしてください。 

P .67 

P .69 

P .71 


• 露出モードび P の時はスピードライトを使用してください CS 、 A の時に下記 
の操作を行ってち警告表示び消えない堤含を同様に対応してください)。 

• 露出モードび S の時はシャッタースピードをより低速側にセットしてください。 

• 露出モードび A の時はよりルさい数値の絞りにしてください。 

P .67 

P .69 

P .71 


•+ 側の場含は ND (光量調節用）フイルターを使用してください。一側の場含は 
スピードライトを使用してください。 

P .69 

P .71 

P .73 


• シャッタースピードを buLb し苗がにセットするか、露出モードを巧にセットし 
てください。 

P .68 

P .72 


•非 CPU レンズび装着されている堤合は、露出モードを A またはけにセットし 
てください。 

P .67 

P .69 

P .70 

P .72 


• シャッタースピードは自動的に1/2己0秒に切り操わりますので、そのまま撮影 
して < ださい。 

• S 日-8日日•己日日使用時は、カスタムメニュ ー rel :同調速度変更」を「1/吕日 OFP 」 
にセットして、セットしたシャッタースピードのまま、オート FP 八イスピードシ 
ンク□撮影び行えます。 

P .106 

P .168 


•撮影距離、絞り、調光範囲などを再度確認して、撮影し直して<ださい。 

P .162 

P .169 


• 再度シャッターボタンを巧してください。この操作で警告表示び解除されなかっ 
たり、頻繁に警告び表示される場合は、ニコンサービスセンターにご相談くださ 
し)。再度シャッターボタンを巧して警告表示を解除した時に、フイルムび1コマ 
送5れる堤合びありますび、フイルムカウンターは変わりません。ただし、画 
面内、コマ間、いずれかの写し込み項目としてアップカウント数値びセットさ 
れている場合、アップカウント数値はカウントされます。 

P .18 已 


•いったん電源スイッチを OFF にし、再度電源スイッチを ON にしてください。警 
告は解除され、撮影び行えます。ただし、記憶されている撮影データを消去す 
るまで、次のデータは記憶されません。 

P .122 


• 赤目軽減発光び可能な専用スピードライトをご使用ください。 

P .16 曰 

P .166 
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と思った！ 5 


(修理を依頼される前に）一つづき一 


■電子制御カメラの特性について 

• さわめて稀なケースとして、表示パネルに異常な表示び点灯したままカメラび作動しな 
くなることびあ0ます。原因として、外部から強力な静電気び電子回路内部に侵入した 
ことび考え5れます。万一このよラな状態になったときは、電源スイッチを日 FF にして 
電池を入れ直し、電源スイッチを ON にして力;<ラを作動させてみてください。 


■高温-ほ温下での液晶表示について 

•表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、ほ温 
下では液晶の応答速度び多少遅<なることびあ0ます。いずれの場合を常湿時には正常 
に戻ります。 

■イル5ネーターパネルの寿命について 

• 表示パネルを照明するイルミネーターパネルは消耗品ですので、使巧状況によって明るさ 
び徐々にほ下します。これはイルミネーターパネルの消耗によるをので故障ではありませ 
ん。イルミネーターパネルの交換をご蒂望の場合は、最寄りのニコンサービスセンターへ 
お申し付け<ださい（有料)。 

■シャッター幕の特性について 

• シャッターを作動させるとシャッター幕に走行跡び生じますび、これはカメラの耐久性 
と高速駆動を得るための特性であり異常ではありません。また、性能上を影響を及ぼす 
ことはありません。 
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アフターサービスと 保証に ついて 


■この製品についてのお問い含わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーヴポートセンターでお受けしています。 

-ニコンカスタマーヴポートセンターにつさましては、使用説明書裏面を 
ご参照ください。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することがでさない場合 
は、最寄りの販売店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

■補修用性能部品について 

この力>(ラの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後1日年間を目安 

としています。 

-補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

-修理可能期間は、部品保有期間巧とさせていたださます。なお、部品保 
有期間経過後におきましてを、修理可能な場をもありますので、ご購入 
店、またはニコンサービスセンターへお問い合わせください。 

•水没、火災、落下等による故障、または破損で全損と認め6れる場合は、 
修理が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、 
ニコンサービスセンターにお任せください。 

/-製品の保証について-、 

® この製品には「保証書」がついていますのでご確認ください。 

@保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすること 
になってレます。 

「ご購入ち氏名」および「ご住所」「購入年月曰」「購入店名」がすべ 
て記載された保証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのうえ、 
大切に保管して < ださい。 

感保証規定による保証修理は、ご購入曰から3年間となっております。 
「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理がお受けに 
なれないことになりますので、をしお受け取りにならなかった場合は、 
ただちにご購入店にご請求ください。 

④海外での保証内修理は領収書の提示を求められることがありますので、 
保証書ととちに領収書の携行をお願い致します（領収書のない場合は 
有料となる場合があります)。 

感保証期間経過後の修理は、原則としてち料となります。また、運賃諸 
掛かりはお客様にご負担願います。 

® 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスに 
ついてご不明なことがございましたら、ご購入店、またはニコンヴー 
ビスセンターへお問い合わせください。 

\_ y 
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けま 


型式 

モーター内蔵3己 mm — 眼レフレックス 

電子制御式フォーカルプレーンシャッターオートフォーカスカメラ 

露出制御 

尸：プ n グラムオート（プ□グラムシフト可能） 

己：シャッター優先オート 

R :絞り優先オート 
n :マニュアル 

画面サィズ 

24 X 36 mm 

レンズマウント 

ニコン F マウント CAF カップリング、 AF 接点付） 

交換レンズ 

- G タイプまたは D タイプ AF レンズ （ DX および IX ニッコールを除 <) : 
フル機能使用巧 

- PC マイク□ニッコール8己 mm F 2.8 D :オートフォーカスおよび露出 
モード户、5、 R を除く機能使用巧（あおり操作時を除く） 

- G タイプおよび D タイプ L がが OAF レンズ （ F 3 冉 F 用を除く）： 3 D - RG 己 
マルチバターン測光を除<機能使用巧 
- AI - P ニッコール： 3 D - R 巨己マルチバターン測光およびオートフォーカ 
スを除く機能使用巧 

•非 CPU レンズ：露出モード円、 n で巧、開放 F 値び F 己.6より明るい場 
合フォーカスエイド可、レンズ情報設定により R 白日マルチパターン測 
光、絞り値表示など使用可 （ AI ち式レンズ使用時） 

- TC -16 AS :開放 F 値が F 3 .已 _ LU 上明るいレンズでオートフォーカス使用 
巧（フォーカスエイド不可)、一部レンズを除く 
- 3戶 AI ち式レンズ：ニコンサービスセンターでボディーを改造することで 
装着可能（絞0込み測光） 

ファインダー 

アイレベル式ペンタプリズム使用、視度調節機構内蔵 （一2.0 〜 +1.0 m - i )、 
アイピースシャッター付、アイピース DK - 17標準装備、脱落防止機能対応 

アイポイント 

1目 mm (- ] . Om -’ の時） 

ファインダースク U - ン 

日型クリアマットスク1」ーン n 改、他に別売の6種と交換可能 

ファインダー視野率 

約100%蜘実画面） 

ファインダー倍率 

約日.74倍（己 0 mm レンズ ■ 〇〇 ■ - ] . Om - i の時） 

ファインダー巧表示 
(イル S ネーター付） 

•ピント表示、測光モード表示、 AE ロックマーク、 FV ロックマーク、露出 
モード表お、シぉッタースピード n ックマーク、同調砂時マーク、シャッ 
夕ースピード表示、絞り段数マーク、を交り n ックマーク、披り表示、多重 
露出撮影マーク、バッテリーチェック表示、フィルムカウンター/露出補 
正値表お、レディーライト、露出インジケーター、露出補正マーク、ブラ 
ケティングマーク、フォーカスエリア（フレーム） 1] 点 

S ラー 

クイックリターン式 
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レンズ撼り 

瞬間復元式 

オートフオーカス 

TTL お相差検出方式、マルチ C 冉 M 2000オートフォーカスモジュールに 
より検出 

-検出範囲： EV - 1〜+ ] 9 (ISO ] 00 ■ 苗温） 

レンズサーボ 

S :シングル AF ヴーボ 

C :コンティニュアス AF サーボ 

M :マニュアルフオーカス 

■ S 、 じでは、被写体条件により自動的に予測駆動フォーカスに移行 

フオーカスエリア 

11力所のフォーカスエ U アの中から]力所または複数力所を選巧巧能 

つオーカスエ I 」アモード 

-シングルエ1」ア AF モード 
-ダイナ S ック冉 F モード 
-グループダイナ S ック AF モード 
-至近優先ダイナ S ック AF モード 

フオーカスロック 

AE / AF □ックボタン、または S (シングル AF サーボ）時シャッターボタ 
ン半巧しにて可能 

測光方式 

TTL 開放測光ち式 

- 3 D - RG 巳マルチパターン測光： G タイプまたは D タイプレンズ （ DX お 
よび IX ニッコールを除く）使用時 

- RG 目マルチバターン測光： G タイプおよび D タイプ政外の冉 F レンズ 
(： F 3 AF 用を除く）、 AI - P ニッコール、が CPU レンズ（レンス晴報設定時） 
使用時 

-中央部重点測光：ゆ] 2 mm 範囲を測光（中央重点度約7己％) 

-スポット測光：ゆ 4 mm 相当を測光（全画面の約].己％)、フォーカスエ 
リアに連動して測光位置可動 

測光範囲 

3 D - RG 目マルチパターン測光： EV 0 〜20 
中央部重点測光： EV 0 〜20 
スポット測光： EV 2 〜20 
(萬温、 ISO 100. F 1. 4レンズ使用時） 

露出計連載 

CPU 連動方式、 AI 方式併用、露出計連動レバーを巧倒式に改造可能 

露出補正 

+己段の範囲を1/3、1/2、 ] 段ステップで補正可能 

AEn ック 

冉 E / AF □ックボタンによる輝度値□ック方式 

オートブラケティング 

撮影コマ数：吕〜7コマ、補正ステップ：1/3、1/2、2/3、 1 段のステッ 
プで可能 

フィルム感度設定 

- DX ち式、マニュアルのいずれち可能（マニュアル優先） 

-フィルム感度連動範囲： DX 時. ISO 吕已〜已000、マニュアル時- 
IS 0 6 〜6400 (1/3 段ごとにセット巧能） 
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t 様-つづき- 


シャッター 

電子制御上下走行式フオーカルプレーンシャッター 
(シャッターモニター機能内蔵） 

シぉッタースピード 

•户、円モード時： 30-1/8000# 

-S モード時： 30〜1/8000秒（]/3段ステップ)、Xり/2己 0) 

-n モード時： 30〜1/8000秒 （1/3 段ステップ)、 buLb、X(l/250) 
※： n モード時に30分まで延長可能 

シンクロ接点 

X接点のみ、]/2己0砂 iU 下の低速シャッタースピードでスピードライト 
に同調けート FPA イスピードシンク n 晚ま1/8000秒まで可能） 

スピードライトの 

調光ち式 

TTL 自動調光已分割センサーー体型におよび10□日分割 RGB センサー併用 
による iU 下の TTL 調光制御： 

- i-TTL- 巨 L 調光： S 巳-800 - 600 ■ 400 ■ SU- 800 /SB-R 200との組 
み合わせ時 

-マルチェリア日 L 調光： SB-80DX - 50DX -吕8/2扫 DX ■ 27 - 2巨- 
吕已と白タイプまたは D タイプレンズの組み合わせにより 3D- マルチ日 L 
調光巧能。 G タイプおよび D タイプ！;■(外の CPU レンズ、非 CPU レンズ、 
またはモニター発光を行わないスピードライトとの組み合わせ時にはマ 
ルチ BL 調光巧能 

-スタンダード TTL 調光：スポット測光時 
- TTL 調光時のフィルム感度連數範囲：に0 2己〜] 000 

シンク□モード 

•先幕シンク□、後幕シンク□、スローシンク□、赤目軽減、赤目軽減ス 
□- シンク□びセット可能 

レディーライト 

S 巨-800 - 600 ■ 400 - 80DX -己 0DX ■ 30 ■ 28/28DX ■ 27 - 26 - 
23等使用時に充電完了で点な、フル発光による露出警告時は点滅警告 

アクセサリーシュー 

ホットシュー （ISO 已] 8) 装楠、デジタルデータ通信対応 
•シンク□接点、レディ信号接点、 TTL 調光ストップ信号接点、モニター 
信号接点、 GND 付、セーフティ n ック機構（□ック巧）付 

シンク□ター S ナル 

シンク□ターミナル （ISO 已]日）標準装備、外れ防止ネジ付 

ニコンク1」エイティプ 
ライティングシステム 

S 巨-800 - 600 ■ R 吕〇0 ■ SU- 800との組み合ねせによ D アドンス 1- 
ワイヤレスライティング、オート FPA イスピードシンク□、モデリング 
発光、 FVn ック、マルチェ1」アアクティプ補助光 （AF 補助光）に対応 
CS 巨-400は FV □ックにのみ対応） 

セルフタイマー 

電子制御式、作動時間10秒 

フレビュー 

電子制御式、プレビューボタンにより殺り込み可能 

S ラーアップ 

給送モードダイヤル操作により可能 

フィルム装慎 

順巻をイージー n —ディングち式、フィルムセット完了後、裏ぶたを閉じ 
ることにより]コマ目まで自動空送り 
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フィルム巻さ上げ 

内蔵モータによる自動巻走上げ 

S :1コマ巻き上げ 

Cl :低速連続巻き上げ（約2コマ/秒陥4コマ/秒]) 

CH :高速連続巻き上げ綱己.己コマ/秒陥8コマ/秒]) 

Cs :超低速連続巻き上げ（約1コマ/砂[約2コマ/砂]) 

-巻き上げ速度：フオーカスモード C 、 露出モードロ、1/2己□秒上の高 
速シャッタースピード、 3 VCR 123 A リチウム電池、3己 EX 平お值 （[] 
内はマルチバワーバッテ U - バック M 巨-40に単3あ電池または Li-ionU 
チャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / EN - EL 4 使用時)。 

フィルム巻を戻し 

■フィルム終了後、内蔵モータによる自動巻さ戻し 

■途中巻き戻し （ R 1、 R 2 ボタン操作による）、手動巻き戻し巧能 

-卷さ戻し時間 （3 已 EX ) :約7秒/約12秒 （Cs :超低速連続巻き上げ時） 

多重露出 

撮影メニュー操作によりセット可能 

インターバルタイマー 

撮影メニュー操作によりセット可能 

上面表示パネル情報 
(イル S ネーター付） 

.シャッタースピード□ックマーク、同調秒時マーク、シャッタ—スピ— 

ド表示、絞り段数マーク、絞り□ックマーク、絞り表示、ブラケティン 
グマーク、露出インジケーター、露出モード表示、プ□グラムシフト 
マーク、露出補正マーク、バッテリーチェック表示、露出補正値表お、 
フィルムカウンター 

背面表示パネル 
(イル S ネーター付） 

-撮影情報画面（ノーマル表示、詳細表示、拡大表お） 

■撮影データ画面（フィルム情報表示、コマ情報表示） 

-メニュー画面（カスタムメニュー、セットアップメニュー、撮影メニュ ー 、 
レンズ情報、言語） 

写し込み 

撮影メニュー操作によりセット可能 

■画面内写し込み、コマ間写し込み、0コマ了"ータ写し込み 
-フィルム感度連動範囲： ISO 已〇〜3200 

内蔵時計 

-クオーツデジタルに4時間制） 

■月末、うるう年自動修正に09日年12月31日まで対応） 

雲ぶた 

蝶番式、フィルム確認窓付、 AF エリアモードセレクトダイヤル、マルチ 
セレクター、 MENU ボタン、 ISO 感度ボタン、シンク n モードボタン、 
INFD ボタン、背面表示バネル装備、データ写し込みユニット内蔵 

撮影データ記憶 

記憶可能フィルム本数 （3 己枚撮り）：簡易情報時 （13 項目）約57本/ 
詳細情報時に1項目）約31本 

10ピンターミナル 

標準装備 
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仕様 -つづき一 



電源 


•電池ホルダー MS -41 (標準装備）： 3 VCR 123 A U チウム電池2本使用 
•マルチバワーバッテ U - パック M 巨-40 (別売）：単3ホルダー MS -40 
( M 日-40に付属単3巧電池[アルカリ電池、ニッケル水素充電池、 I 」チウ 
ム電池] 8本使用）または Li - ionU チヤージトブルバッテリー EN - EL 4 a / 
EN - EL 4 (別売バッテ U —室カバー BL -3 併用） 

• 内蔵時計用バックアップ電池内蔵 


電源スイッチ 


半巧しタイマー 


電源01\1、 OFF の2ポジションに加え、上面•背面表示パネルにイルミ 
ネーターを点口させるポジシヨンを装備 


•電源スイッチ日 N 後、半巧しタイマーび作動し、お操作状態で約8秒後、 


半巧しタイマー非作動 

-電源スイッチ ON 時は、シャッターボタンの半巧し等の操作に連動して、 
半巧しタイマーび作動 


A ツテ I 」ーチェック 半巧しタイマーび作動中で、上面表示バネルおよびファインダー内表示に 

な下のように表示 


表示バネル 

ファインダー 

内容 



点な（電池容量充分） 



点な（電池消耗開始） 



点な（電池消耗） 



点滅交換表示（表お消む時を電池交換） 


撮影可能フィルム本数 
(36 枚撮り） 


^ 

試験条件① 

試験条件感 

2□む 

-10 で 

20む 

-…で 

3 V リチウム電池使用時 

約1己本 

約6本 

約3已本 

約1己本 

MB -40 使用時（単3形アルカ U 電池） 

約1师 

約1本 

約曰已本 

約4本 

MB -40 使用時（単3形ニッケル水素充電池) 

約3邱 

約30本 

約已已本 

約己□本 

MB -40 使用時（単3形リチウム電池） 

約4己本 

約3日本 

釣9已本 

約7□本 

M 巳-40使用時 

( Li - ionU チャージャブルバッテ U - EN - EL 4 a ) 

約4□本 

約30本 

約7已本 

約60本 

MB -40 使用時 

( Li-ion U チャージャブ j レバツテリ ー EN - EL 4) 

約3己本 

約2日本 

釣6已本 

約己□本 


• 記載されているフイルム本数は下記の当社試験条件によるちのです。 


①：装着レンズ AF-S VR ED 24-120 mm F 3 .己-己. 6 G 、 手ブレ補正機能 
使用、フイルム給送モード S 、 フ オーカ スモード C 、 シトッ タースピー 
ド1/巧0秒、綱長遠から至近間を1往復し、 シャッ ターボタンの半巧 
しを8砂間持続させ、1回レリーズした後、半巧しタイマーびオフにな 
るまで放置して、同じ數作を繰り返して実施。 

感：装着レンズ AF-S VR ED 70-200 mnn F 2.8 G 、 手ブレ補正機能使用、 
フイルム給送モード Ch , フオーカスモード C 、 シサッタース 
ピード]/2已〇砂、無限遠からを近間を3往復し、シャッターボタン 
の半巧しを3秒間持続させ、 ] 回レリーズした後、すぐに同じ動作を 
繰り返して実施。 
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バルブ撮影時 

連続撮影時間 


--- 

吕 or ； 

- lot ; 

3 Vi 」 チウム電池使用時 

約已時間 

約 3 時間 

MB -40 使用時（単 3 形アルカリ電池） 

約6時間 

約 1.5 時間 

M 巨-40 使用時（単 3 おニッケル水素充電池) 

約己時間 

約4時間 

M 巨-40 使用時（単 3 あ U チウム電池） 

約 8. 日時間 

約7時間 

M 巨-40 使用時 

( Li-ionU チャージャスレバッテ U — EN - EL 4) 

約7時間 

約己時間 


兰脚ネジ巧 I 1/4 (ISO 1222規樹 


カスタムメニュー I 41項目（田 P .92) 


ツーボタン U セツト機能 MENU ボタンと INFO ボタンを同時に約2抄間巧す動作により、一部機能 
を除さ、各機能のセツト状態を一括して初期状態に U セツト可能 


大きさ I 約1已 7 mm (幅） X 11 9 mm (高さ） x 7 狂己 mm (奥行) 


質量（重さ） I 約97 已旨 （ボディーのみ、電池を除く） 


別売アクセサリー -マルチパヮーバッテリーパック MB -40 

- LnonU チャージャブルバッテ U - EN - EL 4 a / EN - EL 4 
-バッテ I 」一室カバー巨 L -3 
-クイックチャージャ ー MH -2] 

. デ—夕 u _ ダ— MV -] 

. ファインダ—スク|」_ン6種 
-アンテイフォグファインダーアイピース DK -17 A 
-接眼補助レンズ □ K -17 C 
-ソフトケース CF -64 


※：撮影可能フィルム本数およびバルブ撮影時連続撮影時間は下記電池を使用した当社試験条件による 
ちのです。撮影状況により、撮影可能フィルム本数およびバルブ撮影時連続撮影時間は前後します。 
- 3 V リチウム電池：松下電池工業製 CR 123 A 
-単3形アルカ I 」電池：松下電池工業製 LR 6 
-単3形ニッケル水素充電池：兰洋電機製 HR -3 UB C 2300 mAh ) 

-単3形 U チウム電池：富±写真フィルム製 FR 6 


•仕様中のデータは特に記載のある場合を除を、すべて常温 （20 む）、新品 3V CR123A 
1」チウム電池使用時のちのです。 

•仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤り 
などについての補償はご容赦ください。 

■商標説明 

• CompactFlash™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft®、Microsoft® Excel、Windows® は米国 Microsoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 

• その他のを社名、製品名は鲁社の商標、登録商標です。 
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索引 


操作ボタン-レバーや表示等は、各部の名称と主なはたらき（西 P.IO 
をご覧 < ださい。 


. 18 ) 


英数 


友 


か 


AE プラケティング . 

. P .77 

AE □ック . 

. P .74 

AF エ U アトド . 

. P . 己4 

BuLb . 

. P .72、 82 

CPU レンズ . 

. P .24、4 日 

DX マーク付フィルム . 

. P .27 

□タイプ （ CPU ) レンズ . 

. P .24、4 日 

EVfi . 

. P .67 

FV □ック . 

. P .1 己7、158 

G タイプ （ CPU ) レンズ . 

. P .24、40 

i - TTL-BL 調光 . 

. P .1 已日、1日已 

i - TTLf — ド . 

. P .1 己日 

RGB マルチパターン測光 . 

. P .4 日、日4 

SB ブラケティング . 

. P .77 

TTLf — ド . 

. P .16 日、1日白 

日コマデータ写し込み . 

. P .138 

1日日己分割 RGB センサー . 

. P .64 

1コマ巻き上げ （ S ). 

. P .47 

3 D - RGB マルチパターン測光 . 

. P .4 日、日4 


. P .160、 166 

赤目軽減ス□ーシンク □ (モード) . 

. P .164 

赤目軽減（モード） . ............ 

. P .164 

アクティブ補助光 （ AF 補助光) ............ 

. P .167 

アドバンストワイヤレスライティング . 

. PJ 己7 

後幕シンク □ (モード） . 

イル=ネーター ..... 

インターバルタイマー . 

写し込み（メニュー) . 

オート FP ノ V イスピードシンク □. 

オートフォーカス （ AF ). 

. P .164 

P .83 

. P .145 

. P .130 

. P .1 已9 

. P .28、50. 62 

オートブラケティング（自動段階露出） . 

. P .77 

外部自動調光 （ A ). 

. P .161 

開放絞り . 

. P .7 日、72 

開放絞り値の設定 . 

. P .149 

カスタム_>^ —ュー . 

. P . 白2 

画面巧写し込み . 

. P .130 

距離情報 . 

. P .3 曰、64、 ] 己6、160 

グループダイナ=ック AF モード . 

. P . 己4 

言語 ( Language ). 

. P .1 己2 

高速連続巻き上げ （ CH ). 

. P .47 

コマ間写し込み . 

. P .134 

コマンド□ック . 

. P . 己9、71 

コンティ—ュアス AF サーボ ( AF - C ). 

. P . 已〇 
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最ル絞 0. P .24、 70、72 

先幕シンク □ (モード) . P .164 

撮影データの写し込み . P .130 

拓影了—夕の旨ピ1 忌 . P . 1 1 4 

撮影メニュー . P .129 

至近優先ダイナミック AF モード . P . 已己 

視度調節機能 . P .83 

絞り優先オート（只) . P .70 

シャッターモニター機能 . P .88 

ソャ ッタ ー te 先才ート CS ) . P . d 8 

焦点距離の設定 . P .149 

シングル AF サーボ （ AF - S ). P . 已日 

シング J レエ U ア AF モード . P . 已4 

シンクロ（モード） . P .1 巨3、]巨4 

スタンダ— Ki - TTL 調光 . P .1 已6 

スタンダー KTTL 調光 . P .156. 160 

スポット測光 . P . 己己 

ス□-シンク □ (モード） . P .164 

セットアップメニュー . P .1 13 

セルフタイマー . P .84 

測光（モード） . P .64 

ダイナミック A 巧ード . P . 己4 

多重（露出）撮影 . P .143 

中央部重点測光 . P . 巨己 

調光範囲 . P .169 

長時間露出（バルブ) . P .82 

超ほ速連続巻き上げ ( CS ) . P .47 

ツーボタン U セット . P .1 己3 

低速連続巻き上げ （ CL ) . P .47 

同調シャッタースピード . P .106、 1曰9、167 

二つンク IJ エイテイプライテイングシステム （ CLS ) . P .1 已6 

0時の設定 . P .127 

年月日表示順の設定 . P .128 

半押しタイマー . P .22 

非 CPU レンズ . P .4 1 、 42、 ] 49 

被写界深度 . P .38 

ファインダー視野率 . P .33 

フォーカスエイド . P .4 曰、63 

フオーカスエ U ア . P .1 3、32、已2 

フォーカスフレーム . P .1 3、32、已2 

フオーカスモード . P .28、 4曰、己0、巨3 

フォーカス□ック CAF □ック） . P . 巨日 

プ□グラムオートで） . P . 巨巨 

プ□グラムシフト . P . 巨巨 

プ□グラム線図 . P . 巨 7 















































索弓 I -つづさ一 


ま 


や 


マニュアル（発光/ M ). P .161 

マニュアル （フ ォー カス/ピント合わせ） . P .63 

マニュアル（露出// 1). P .7 吕 

マルチ己 L 調光 . P .160 

マルチェリア BL 調光 . P .160 

マルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光) . P .159 

マルチパターン測光 . P .64 

モデ U ング発光 . P .157 

モニター発光 . P .1 日日、] 58. 160 

S ラーアップ （ M - UP ). P .86 


予測駆動フオーカス. 


P .3 已、己0 


6 


レディーライト 
レンズ'晴報.…………, 
連続巻き上げ ....... 

露出補正 . 

露出（モード）... 
U モート撮影 ....... 


. P .162 

. P .149 

. P .47 

. P .7 白 

P .30、 己白〜73 
. P .176 
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資料編 


195 


Nikon 


製品の使い方と修理に関ずるお問い合わせ 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 


^^■邏 ミ国具追 営業時間： 9:30〜 18:00( 年ホ年始、夏期休暇等を除く毎日） 

ご0570 -02-8000 携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 （03)5977-7033 にお 

^^^^抵納通話料金でご利用し、ただけまずかけください。 


巿巧迅巧 g で OK 

ナビ 3 Y わル (S 


FAX でのごす目談は、 （03)5977-7499 におかけください。 


音声によるご案内に従い、ご利巧窓□の番号を入力してください。お問い合わせ窓□の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


修理 サービスの ご案内 

修理サービスのご案内を下記 URL にて行っておりまず。 

インターネットを利用して修理サービスの申し込みびできます。 

「修理見積り」、「修理状況」、「納期」などおご確認でをますのでご利用ください。 

http :// www . niKon - image . com / jpn / support / service / repair / index.htm 


くインターネットを利用でさないちのお問合せ> 

ニコンカメラ販売(株）ヴービス部 電話: (045)500-3050 

営業時間:弓:30〜17:30は’日曜日、祝日、年末年始、夏期休業などを除く毎日） 


株式会社二3シ 

ニコ >力乂ラ巧売株式会社 


Printed in Japan 
KL7B00100601(10) 
8MAA 2310 — 





